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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　時に、西暦一九九九年──




　世紀末、東京。

　第二の聖杯戦争が始まっていた。




　約束された東の地で、人知れず繰り広げられる七人七騎の殺し合い。

　それぞれに願いをもった七人の魔術師が集い、七騎のサーヴァントが現界して。

　何処かに隠された聖遺物・聖杯の使用権を競い合う。

　何のために？

　それは、大願のために。誓いのために。妄念のために。

　魔術師の存在理由とでも言うべき万象一切の〝根源〟のためにこそ聖杯は在る──

　万能の願望機。それが魔術協会の正式な認識ではあると聞くものの、窮極的な個人の渇望が果たして何であるのか、七人七騎の求めるものが総じて同一なのか、確かめるすべなどありはしない。




　東京に顕あらわれたという聖杯。

　その正体が〝何〟なのか今もって明らかにはされていない。

　真に〝根源〟への架け橋たり得るものなのか。

　それとも、別の可能性がある？

　少なくとも参加者マスターの側には知らされていないし、監督役を務める聖堂教会は黙して語ることもなく、時計塔の連中なりが疑問を抱いている素振りもない。

　大きな落とし穴が空いている、という危険性は否定できない。




　そうだとしても。

　少なくとも、私は〝根源〟を目指す。




　この身に修めた数あま多たの魔術を駆使して。

　支配下に置いた飢餓の魔犬を統率して。

　死の庭園と化した魔術工房を支配して。

　我が刃として現界する英霊を使役して。

　今も、昨日のように思い出せる〝過去〟と〝記憶〟を反面教師ガイドとしながら。




　数多の魔術師たちが屍しかばねと血脈とを積み上げながら夢見たそこへ、私は、辿たどり着く。

　辿り着かねばならない。

　できなければ、ただ、死ぬだけ。




　ええ、そうよ。

　文字通りに。

　きっと、ひどく苦しむのでしょうね。

　苦しみ抜いて、死んで、醜く終わる。




　戦いに敗北したなら、結果として魔術師マスターは命を失うかも知れない──

　なんて、そんなに生やさしいものではなくて。

　死ぬ。

　この手に聖杯を得られなければ、確実に。

　たとえ監督役の許もとへ保護を求めたとしても、意味などない。

　現在の私を構成しているすべてのモノは、朽ちて、砕けて、溶けて、消え去るのみ。




　だから──

　逃げ場はない。




　いいえ、逃げるつもりなど毛頭ない。

　私は、待っていたのだから。

　聖杯の再臨を。

　英霊の現界を。

　噎むせ返るほどの血の匂いで立ちこめる、殺戮さつりくの日々を。

　己の気質と能力のすべてを行使できる、苛か烈れつの果てを。

　この肉体に、令呪が顕あらわれるその時を。




　──ええ、ええ。そう。

　──待っていたのよ、私は、二度目さいごの聖杯戦争ころしあいを。
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　西暦一九九九年、二月某日。

　東京、玲れい瓏ろう館かん本邸──




　月明かりに映える、豪奢ごうしゃな洋館だった。

　王侯貴族の邸宅であると言われれば頷うなずきもするだろう。

　街並の中でも一際古く、壮麗な趣を湛たたえた造りは支配者の座すに相応ふさわしい。端的な事実として、洋館の主人は社会的に明確な地位を有していないにも拘かかわらず、街に深く根ざし、当然の如く君臨していた。

　玲瓏館。

　この館の名ではない。

　館を所有し、君臨する主人マスターの名だ。

　魔術の世界にあっては辺境とさえ称される東の果ての都市〝東京〟に在って、複数系統の魔術を修め、表向きには有数の実力者として衆生を支配する王者。

　王の類たぐいが夜を過ごすに相応しい館ではある。

　二階廊下を歩き、首が疲れるほどに高い天井をふと見上げながら、男は思う。

　背の高い男だった。

　服の上からでも鍛え抜かれた肉体が覗うかがえる、偉い丈じょう夫ぶだった。

　天井から、窓向こうへと男は視線を向ける。

　時の頃は真夜中。常人には視認できないはずの暗がりの園を、男の鋭い視線は容易に把握してみせる。理由は簡単。常人ではないからだ。

　広い前庭には何匹かの大型犬がいるのがわかる。

　猟犬。犬種だけではなく、獲物を狩るすべを身に付けた本物の猟犬だ。

　正しくは、それ以上の存在。

　まっとうな生物ではなく、敷地の内へ入り込んだ敵を引き裂くための殺人機械として作り替えられた、ある種の使い魔ども。成る程、周囲に他者の気配など僅わずかもないというのに、魔犬たちは油断なく神経を研ぎ澄ませている。俗人には分かるはずもないだろうが、魔力を伴って淡く輝く魔犬の赤い瞳ひとみを男は認識する。侵入者を数秒以内に寸断するための準備状態のまま何時間でもああしているのは、並の動物には無理な芸当だ。

「……忠義なこった」

　機械に対して、ではなく。

　主人に対してすべてを捧ささぐ、紛まごうことなき犬の気配にこそ男は言葉を述べて。

　肩を竦すくめると、再び、廊下を歩き始める。

　屋敷は、兎とにも角かくにも広い。

　目指す部屋へ辿り着くまでに暫しばらく時間が過ぎた。

　薄暗い廊下をひたすら歩くよりも、霊体化して高速移動したほうが手っ取り早いのは確かだったが、男はそうしなかった。今夜は自分の足で歩きたい気分だったし、それに、犬どもの様子も見ておきたかったこともある。

　目的の部屋のドアノブに、男は手を掛けて──

　重い扉を開けてから、後から気付いたようにわざとらしくノックをしてみせる。

「邪魔するぜ」

　ああ──

　どうやら、本当に邪魔をしたらしい。

　広い部屋の奥に座した主人を目にして男は思う。

　明かりの薄い、廊下と同じく薄暗いままの室内の様子すべてを瞬時に把握する。

　大人しく微睡まどろんでいることもなく、まさか読書中だったとは。




「何かしら。

　飼い犬でさえ、読書の邪魔をすることは滅多にないのだけど」




　冷ややかに、主人──玲瓏館美み沙さ夜やは言った。

　絢爛けんらん華麗な女だった。

　才気に充みちた女だった。

　犬を侍はべらせた女だった。

　そして、何よりも、命のやり取りへと挑む己自身を深く理解している女だった。

　ソファに座ったまま、手にしていた本をぱたりと閉じて──もう片方の手にあったグラスを脇に置いて、美沙夜の瞳が男を薄く睨にらみ付ける。さほど強くはなく、それでも弱くはない視線。口元には微笑みを浮かべつつも、視線は真っ直ぐに。

　クランの猟犬とさえ呼ばれた自分を、こうも堂々と見つめる女が当代にも在るか。

　内心で僅かに快哉かいさいしつつ、男は主人たる女の言葉を待つ。

　変わらず、今夜も氷の声のままか。

　ややあって、最初の一言と同じ、予想通りに冷ややかな響きが聞こえてくる。艶つややかさを意識してはいるだろうが、残念ながら温度が低すぎる。これで奮える男はいまい。恐れに震える男がいいところか。昂たかぶる類の男も、それなりにはいるだろうが。
















「屋敷の見回りなど頼んだつもりはなくてよ、ランサー」

「まあ、そりゃ、あくまで自主的な行為だ。別に礼はいらねえよ」

「言うと思って？」

　声の温度が更に低くなる。

　視線に込められた棘とげが、剣へと変わるが如く。

　男、ランサーは、余裕をもって言葉と視線を受け止める。

「言わねえだろうさ」

　ひらひらと手を振って──

　年若い女主人を見つめ返しつつ、その向こうにあるものをランサーは漠然と見やる。

　部屋の最奥。ソファの背後にあるもの、だ。

　そこには、がらんどうの部屋がひとつ。

　ぐにゃり、と見る者の視界を歪ゆがませる超常の空間だった。実際、歪んでいるのは視界だけではないだろう。男の、ランサーの超人的に鋭敏な視覚を以もってしても、歪みのすべては消えない。ただの人間ならば平衡感覚なりがたちまち狂い果てて、まともに立つこともできないだろう。施された魔術にもよるが、呪じゅ詛その類も掛かっているはずだから、見るだけで常人は死ぬ、ぐらいのことになっても別段おかしくもない。

　歪んだ部屋の中心には、妖糸に絡め取られた何かが浮いている。

　それは、赤色の〝槍やり〟だ。

　かつて数多の戦場で自分が用いていた武器だ。

　英霊として現界した自分に与えられた宝具だ。

　この第二次聖杯戦争にあっては、切り札ともなるべき存在。

　それが、自分の手元になく、こうして主人の意向によって封印されている。

　特に異議を唱えるつもりはない。主人の選択は、聖杯戦争へ挑むにあたり、道理としては実に理に適かなっているものだと認識しているし、何よりも、自分は主人の智ち略りゃくのほどを評価している。こうして実体化した自分が夜毎に歩き回ることが可能なほどに、高い魔力を有した優秀な魔術師であることも同じく。

　それに、この女は何処か──

「次は、アーチャーと相対しなさい。さしたる警戒もせず都心をうろついているようだから、貴方あなたならすぐに見つけられるでしょう。倒せるようなら倒しても構わないわ」

「倒せるようなら、ね」

「言葉の通りよ。聞こえたのなら、ちゃんと返事をなさい」

「そいつゲイ・ボルクは？」

「まだよ」

　美沙夜は再びグラスを取って──

「宝具の封印は解かないわ。貴方にこれを使わせるタイミングは私が判断します」

　声は、ある程度の冷ややかさにまで達すると、ぴたりと止まる。

　自ら抑制しているのか、無意識なのかまではランサーには知り得ないが、恐らくは前者がいいところだろうと予想はしている。

　器用な女だ。そして、それを自覚している女でもあるか。

「へいへい」

　肩を竦めながら、ふと、ランサーは女が手にしたグラスを一瞥いちべつする。

　杯に残った氷の塊。それは、未いまだかたちを保っている。

　それは、そうだろう。今夜は特に冷えるし、部屋の暖炉に火は入っていない。今しばらくの間、氷は氷のままで在り続けるだろう。




　けれど──

　日の出までは保もつまい。

　時が過ぎればすべて儚はかなく溶けて落ちる、それが、氷というものだ。
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「ところで」




「ん？」




「まだ聞けていないと思うのだけど。貴方の返事」




「あー」




「仕方がないから、特別にもう一度だけ言ってあげるわ。

　──聞こえたのなら、返事を、なさい」




「……あいよ」




「以後、くれぐれも気を付けなさい。

　番犬以下の役立たずの英霊などには成り下がらないで頂戴ちょうだいね」
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　聖杯によって召喚される英霊。

　人じん智ちを超えた伝説の存在にして現実を凌りょう駕がする神秘そのもの。

　ごく簡潔な事実として述べれば、魔力によってマスターと結びついたサーヴァントとして現界した以上、強力な英霊と言えども聖杯戦争にあっては文字通りの下僕に過ぎない。

　武器、兵装、等などの表現も誤りではない。




　だが、英霊には知性がある。

　人間と同等、時にはそれ以上の知識と智恵ちえを有することもあるだろう。

　そして、何よりも、彼らは人格と感情をも有している。

　意に反した行動を命令すれば、反発される可能性も有り得る。




　魔術師マスターと英霊サーヴァント、相互の関係性は重要だ。

　友好的な関係を構築出来なければ、戦闘にも悪影響を及ぼす。




　故に、令呪を用いた〝行動の強制〟は最終手段。

　その瞬間、相互の関係は決定的に断絶する。

　致命的な悪手あくしゅのひとつと心得よ。

　関係性の構築次第では、貴重な令呪を一画たりとも使用せずとも、マスターの望むままの行動へと導くことが可能なのだから。




　理解せよ。

　認識せよ。

　サーヴァントとは、自由意思を備えた兵器である。




　信頼、共感、服従、懇願、依存、憧憬どうけい、執着──

　友人、同志、主従、隷属、寄生、盲信、情愛──

　何であれ構わない。

　自らとサーヴァントに相応しい関係を速やかに構築せよ。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　穏やかな朝だった。

　何らいつもと変わることのない朝の空気。

　未だ冷たさが残る空気ではあるものの、真冬の冷え込みは幾らか和らいで、次の季節の訪れが迫っていることを予感させる。次の季節。果たして、それを自分が迎えられるものかどうか、等とは玲瓏館美沙夜は考えない。

　あるがままの世界を受け入れて、あるがままの自分で歩むだけのこと。

　優美に、華麗に、王者として歩き続ける。

　己の才気と采配さいはいを存分に振るって、もしも立ちはだかるものがあれば打ち砕くのみ。

　それが、世界でも。

　それが、英霊でも。

　それが、聖杯でも。

　何らいつもと変わることのない状況だった。

　自分が、自分自身として振る舞い続けることで世界はかたちを変えていく。

　逆はあり得ない。

　それは、奇しくも玲瓏館当主として君臨し続けたこの八年間の経験からの回答だった。

　玲瓏館。自らの家系。自らの名。代々受け継がれてきた無形の地位？　家を継いだが故に、自分は支配の側に在る？　否。いいえ、それは違うと言い切れる。確かに玲瓏館の家名に付与される力は少なからず存在しているものの、自分が、俗世の社会と魔術の世界の双方に君臨する玲瓏館美沙夜を形作ったのは、あくまで自分自身の能力と選択、そして行動の結果に他ならない。

　玲瓏館当主の肩書きなど、目前に在ったが故に摑つかみ、振るった力のひとつに過ぎない。

　あるがままの自分こそが世界を変える。

　それが、真実。それが、すべて。




　午前八時十分──

　東京都杉並区、とある私立高校。

　南側校舎三階教室の窓辺にて。

　変わることのない風景を、美沙夜は静かに見下ろしていた。

　些いささか早い時間に着いてしまった。

　今朝は徒歩での登校を考えていたから、逆算した時間に邸宅の正門をくぐったものの、送迎のためにと待ち構えていたダイムラー社製のリムジンと出くわしたのだった。永田町の老人たちのうちのひとりが、独断で手配したもの。車で登校するつもりなら、自分の屋敷のものを用いるのだから、真実、余計なお世話ではあったものの、美沙夜は無視することなくリムジンに乗り込んで。

　そこまで貸しを作りたいと言うならば、作らせてみようか。

　たかが区内の高校への数分間で何を貸せるものかと可笑おかしく思うのも確かだけれど、すんなりとリムジンに乗り込むことで、老人たちの勢力図に幾らかの緊張を走らせるのもさほど悪くない。停滞は油断を招く。時には、刺激も必要だろう。

「───」

　無言で、生徒たちの登校風景を見つめる。

　昨日と同じ風景。いいえ、普段と何もかもが、同じ。

　この東京で何が始まっているのか、何が行われているのかも知りはしない、無垢むくな少年少女たちの群れ。

　無辜むこにして無邪気、無知にして蒙もう昧まいな、哀れな子羊たち──

　美沙夜はそうは捉とらえない。

　世俗の支配者にせよ、暗がりを支配する魔術師にせよ、いわゆる民衆・大衆と呼ばれる人々を軽んじる者はそれなりの数がいるし、そういった連中の具体的な顔や名もすぐに思い浮かべることが出来る。傾向で語るのは愚かの極みだが、あえて語れば、美沙夜の自覚する立ち位置は希少な部類に入るのだろう。

　眼下の少年少女。

　ともすれば、大魔術でさえない初歩の魔術の行使で命を奪われ、聖杯戦争にあっては英霊の僅かな動作ひとつで刈り取られ得る命たち。

　将来の消費と搾取のための資源リソース。

　そういった一面があることを否定はしないが、決して、それだけではない。

　時に微笑み合いながら、時に諍いさかいながら、時に想い人なり成績なり将来なりに思い悩みながら、こうして朝を過ごす少年少女は、弱きものだ。儚きものだ。

　対して、自分には明らかなまでの力がある。

　ならば──

　美沙夜にとって、眼下の光景の意味するものはひとつ。

　守るべきものだ。

　支配し、庇護ひごし、可能な限りに幸福を与うべき者たち。




　──故に、玲瓏館美沙夜は君臨する。

　──方法はひとつ。ただ、あるがままの自分で在り続けるのみ。




　静かに、美沙夜は見つめ続ける。

　生徒たちを。この手で守るべき無垢たちを、漠然と、全体の像として捉えながら。

　そして、ふと、視線を巡らせる。

　普段はあまり行わない、生徒一個人への注目。

　半ば無意識に、半ば意識的に、美沙夜はひとりの少女の姿を目に留めていた。




　──透き通った瞳を眼鏡で隠した女子生徒。

　──名は、沙さ条じょう綾あや香か。




　こうして一見するだけなら、ただの女子生徒のひとり。

　この自分の庇護下にあるべき無垢にして無辜のひとり。

　けれど、違う。あれは、魔術師だ。

　世界には神秘が存在することを十二分に知り、僅かとは言えども行使する力を有した者たちのひとり。それに何よりも、自分と同じく聖杯戦争に参加する魔術師マスターでもある。

　沙条綾香。マスター階梯かいていは最低の第七位たる権天使。

　前回の聖杯戦争で最後まで勝ち残った、沙条家の生き残り。

　こうして平然と登校しているのは、過日の襲撃を生き延びて過信したか、魔術工房たる自宅に引き籠こもっても意味はないと気付いたか、生徒たちを肉の盾にでもしようと考えているか、それとも、やはり、自らのサーヴァントの性能に自信があるのか。

「暢気のんきなものね」
















　小さく呟つぶやいて、視線を僅かに鋭く。

　昼間の学校を戦いの舞台とするつもりはない。

　神秘の隠蔽いんぺいは魔術師の責務である以上に、自らの支配地で、自らの庇護下にあるべき生徒たちを傷付けることはなるべく避けておきたいと美沙夜は考える。それに、沙条綾香がああも堂々と登校しているからには、自分と同じく霊体化したサーヴァントを侍らせている可能性はごく高い──

（それに）

　視線を北側校舎へと向ける。

　正確には認識できないものの、あちらの校舎に何かがあることは察知している。

（校内の敵が沙条綾香あの子だけとは限らない）

　短く、内心でひとりごちる。

　と──

「美沙夜さん、おはようございます」

　聞き覚えのある声に振り返る。

　気配は既に大分前から感じ取っていた。クラスメイトの女子数名。

　年齢相応の少女の仮面を被かぶり、美沙夜は普段と変わらずにこやかに対応する。口々に朝の挨拶あいさつを述べる彼女らへ「おはよう」と返して。

　誰か、お友達でも見掛けたの？

　窓辺に立っていた理由を尋ねられたので、ゆっくりと頭を振って──

「いいえ、いないわ」

　友達。そう、お友達。




　そんなもの──




　この自分には。

　正しい意味で、友達、などというものはひとりもいない。




　庇護すべき儚き凡俗を統べ、導き、幸福と安寧を与えることこそ、自分の──

　この、玲瓏館美沙夜のあるがまま。




　誰かと、共に並び立つなど。

　必要ない。
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　聖杯戦争は孤高の戦いである。

　仲間と呼べる者がいるとすれば、人格を有した英霊のみ。




　幾つかの例外は存在する。

　使い魔の類は、本質的な意味ではサーヴァントと変わらない。

　自らと同一の家系の魔術師なりを配下として用いる場合もあるだろう。あからさまな集団行動等で注目を集めれば、たちまちアサシン等に寝首を搔かかれる危険が有り得ることへの対策さえ可能ならば、そう悪手でもない。




　しかし、心せよ。

　自らの子女を関わらせてはならない。




　家系の魔術回路を継ぐ者の安全は何よりも優先される。

　魔術師とは個ではなく、家系の血脈の継承をこそ重視せねばならない。




　故に、留意せよ。

　子女を傍かたわらに置いたまま聖杯戦争へ挑んではならない。

　もしも、それを行う魔術師がいるとすれば。




　聖杯戦争の苛烈に気付かぬ愚者か。

　もしくは、凄絶せいぜつな戦いにあっても勝ち残ると確信した絶対の強者であるか。

　二者のうちのどちらかに違いない。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　──そして、時は遡さかのぼる。




　八年前。

　西暦一九九一年。




　史上初の聖杯戦争が始まる頃。

　七人七騎の戦いが今まさに繰り広げられんとする頃。




　未だ支配者が幼く在った頃。

　未だ自らの本質なりし起源を知らずにいた、あの頃のこと。




　幼くて。

　稚拙で。

　未熟で。




　──誰かの、暖かくも穏やかな庇護の下にあった日々。
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　月明かりの差し込む二階廊下を、私は歩く。

　幼い自分の体が少し憎い。

　十歳という年齢の割にはとても大人びている子、とよく形容されてはいても、こうして足早に歩いていれば自分の歩幅の狭さが嫌でもよくわかってしまうから。

　早く、成長したい。

　肉体も。精神も。

　人間としても、魔術師としても。

　私は──

　玲瓏館美沙夜わたしは、一刻も早く大人になりたかった。

　暗がりを歩くだけで「すごい」と言われるような子供でいるのは、些か、飽きた。

　魔術によって灯ともされた燭しょく台だいの明かりだけがぽつぽつと並ぶ薄暗い廊下は、そう、同年代の小学生であれば不気味と形容するかも知れない。

　クラスメイトの様子を見る限り、私と同じ年頃の子は悉ことごとく怖がりだもの。

　人の顔をした犬。

　口の裂けた女。

　紫色をした鏡。

　白い糸。

　赤い紙と青い紙。

　十三階段。

　夜歩く人体模型。

　目の動く肖像画。

　果ては、学校のトイレにいる女の子がどうとか。

　どれもこれも他愛ない、子供たちの間で囁ささやかれる噂話。怖い話。仕組みロジックとしての怪談を理解はしても、私には実感できない。

　こんなもの、何が怖いというの？

　魔術師が何かを施しでもしなければ暗がりには何もいないのだし、幻想種がそう易々やすやすと街中に姿を見せるはずもなく、噂話が神秘にまで昇華されることが万が一にでもあるならば、むしろそれは大いに私たち魔術師の興味の対象となる。

　だから、私は薄暗い廊下をひとり歩いても、何も感じない。

　普段と変わらない光景に、わざわざ恐怖を覚えるはずもない。

　それに、今夜の空は澄んでいて、大きな月が出ている。

　夜の明るさとしては十二分以上と言える。

　怖いことなど何もない。

　不安は、ないと言い切ってしまえば噓になるけれど。

「……」

　白い息を吐いて──

　私は、ふと、窓越しに前庭を見つめる。

　お母さまと一緒に植えたあじさいの花は、この暗さにこの距離では、きちんと見えてくれない。何も変化がないように見える。いつものお庭。

　そんなはずはないのに。

　いつもと同じであるはずが、ない。

　土に汚れながら植えた草花でさえ、致死の呪いに充ちているはず。

　けれど、私はそれに何を思うこともない。

　魔術工房。侵入者には死を。

　それは、あまりに当然なこと。

　だって、もう、聖杯戦争が始まるのだから。




「お父さま、お呼びでしょうか」

　居間の扉をノックする。

　こんなに遅い時間にここへ入るのは、初めてのことだと思う。

　いつもなら既に自室のベッドに入って眠っている時間だけれど、私はこうして廊下を歩き、お父さまの待つ居間を訪れた。

　使い魔を通じて「部屋へ来るように」と言われたから。

　寝間着のままで行くのは憚はばかられたので、ベッドを抜け出てから、すぐに服を着替えて。家族同士とは言っても、礼を尽くさなくては。

　お父さまと直接お会いするのなら、特にそう。

　聖杯戦争の参加者として選ばれ、マスターの証あかしである令呪を得て以来、お父さまは日夜忙しくしていらっしゃる。お母さまや使用人たちが伊豆の別邸へと移って以降、私も幾らかはお手伝いしているとは言え、お父さまはひとりで玲瓏館本邸を守り、あらゆることを取り仕切って。

　玲瓏館当主としての責務を果たしつつ、同時に、聖杯戦争の準備を重ねている。

　他のマスターについての情報収集を行おこなったり、表と裏のコネクションをどちらも総動員してのサーヴァント召喚の触媒探しだって──

　きっと、昼夜の区別なく活動していらっしゃるお父さま。

　夜だからと言って、まさか、寝間着姿なんて見せる訳にはいかない。

「美沙夜か。入りなさい」

　返答。静かに、私は重い扉を開く。

　広い部屋の奥に、お父さまの姿があった。

　ソファに深く腰掛けて、穏やかな表情で私を見つめている。

　私は、お父さまの表情に半ば安あん堵どしつつ、でも、半ば不安に思ってしまう。

「工房の強化などは必要ないのでしょうか。もう、聖杯戦争が……」

　ええ、そう。聖杯戦争。

　この東京で行われる史上初にして空前の規模の魔術儀式について、幾つかの事柄は既にお父さまから聞かされていた。

　七騎七名による壮絶な殺し合い。

　英霊と魔術、持てる神秘の奥義をすべて費やして捧げられる聖杯への供物。

　魔術師一〇〇〇年の大願たる〝根源〟へ至るために命捧げる戦い。

　私は、お父さまの勝利を信じて疑わない。魔術の世界では辺境とさえ言われる極東の地にあって、玲瓏館は例外的な名門として時計塔の魔術師たちにも伝わっていると聞く。中でも、お父さまは歴代の当主の中にあっても特に優秀と知られている。

　けれど。

　それでも。

　私の胸の片隅に、不安は、どうしても残ってしまう。

　聖杯戦争。前例の一切ない、英霊さえをも使い魔の一種として扱う程の、魔術の歴史に深く刻まれるだろう空前の出来事を前にして、絶対の安心など持ち得るはずもない。

　そうだと言うのに──

　どういう理由なのか、今夜のお父さまは微笑みさえ浮かべている。

（なぜ？　お父さま、そんな風に）

　私は首を傾げてしまう。

「お父さま」

　言おうとして──




　──私の時間が、ぴたり、と一瞬だけ止まる。




　見た。

　見つけてしまった。

　お父さまの隣に〝何か〟がいた。

　恐らくは魔術によって隠蔽されたものがそこには在った。

　咄嗟とっさに、私は自分の視線に意識を集中させる。魔術回路。魔力。視覚。すべてを並行して繫つなげながら、魔術を砕く術式を視線に込める。

　侵入者？

　そんなはず、ない。

　お父さまの様子が変わった理由を幾つか想像しかける。夜の廊下を歩くよりも、無人の庭を見つめるよりも、月の無言よりも、何よりもこの瞬間の想像が一番怖かった。

　思考を意識的に途中停止させる。駄目。今は〝何か〟を見定めるのが先！

　お父さまの隣。

　いいえ、正確には、ソファの向こうに立っている。

　細身の──

　黒色そのものを纏まとった〝人影〟がそこにはいた。

　はっきりとは認識できない。

　確かに、そこに何かがいるのに、明確な像が視覚情報として脳に伝わってこない。

「誰……？」

「賢い子ですね。あくまで初歩とは言え、我が姿隠しコンシールの魔術を見破ってみせるとは。血筋もありましょうが、素質と研鑽けんさんも大したものだ。きっと、師の教えも良いのでしょう」

　聞いたことのない声。

　ひどく落ち着いた響きであるのが、かえって、怖い。

　私はお父さまへ視線を移す。聖杯戦争に際して、別の魔術師を仲間として迎える話などは一度も聞かされていない。なら、この〝人影〟は何なのですか。お父さま。もしも、この影が敵であるなら──

「恐縮です」

　そう言って。

　頭こうべを垂れてお父さまが微笑む。




　──え？




　何をしているの。お父さま。

　そんな、誰とも分からない影などに。

　駄目。

　駄目。お父さま、それではまるで、偉大な師に教えを請う不肖の弟子のよう。

　お父さまは極東随一の魔術師。ずっと以前に亡くなったお祖父じいさま以外に、そんな風にするなんておかしい。なのに。何故。

　どうして？

「魔術工房の強化は既に行われているのだよ、美沙夜。工房、いいや、最も早はや、神殿とさえ呼称しても構わないだろう。彼は、見事に冴さえ渡る魔術の行使によって我が邸宅を空前絶後の神秘たゆたう要塞ようさいへと作り替えたのだから」

「神殿……」

「ご挨拶なさい、美沙夜。彼こそが、玲瓏館に根源をもたらす者だ」

　言葉の意味がわからない。

　お父さま、何を言っているの？




　神殿？

　根源？

　彼？




　私は、無様にも呆然ぼうぜんと人影を見上げるしかなかった。

　不気味、としか表現のしようがない。

　背の高い黒い人影は、眼らしきふたつの光点を頭部にぽかりと浮かべながら、こちらを覗のぞき込むように見下ろしているのだから。

「初めまして、小さなお嬢さん」

　影が言った。

　氷だった。

　声は、ひどく、透明で冷ややかなものを感じさせる。

　だから、私は氷を思う。

　氷の魔。影を纏う不気味のもの。どうすればいい？

　炎が必要だろうか。元素変換魔術はさほど得意ではないけれど、でも、もしも、この影に通じるというなら放ってみせる。駄目。違う。そうじゃない。お父さまの言葉をきちんと認識して。工房。神殿。根源をもたらす者。

　私は、混乱している？

　僅かに唇が震えているのを、やっと、私は自覚する。

　そんな私に〝人影〟が接近する。

　お父さまが穏やかに見守る中、ソファの向こうからぐるりと大回りになって、立ち尽くした私の前までわざわざやって来て。

　そして。

「我が教えを受け取ったであろう数多の子らの裔すえよ。私はキャスターのクラスにて現界せし旧ふるきもの。貴方たちと同じくして、根源を求めるひとりの魔術師です」
















　影は、そっと──




「お父上と共に、どうか、この私と」




　手を差し伸べて──




「友達になりましょう」




　静かに、囁いた──
















　未いまだ、早朝と呼べる時間だった。

　夜の間にたっぷりと冷ややかさを蓄えた廊下の空気を、吐く息の白さを、少女は少しも気にしない。差し込む朝陽の暖かさは大きな窓硝子ガラス越しに感じていたし、これから昼へと時間が過ぎるに従って気温が上がっていくことも理解していて、何よりも、寒さなど気にしている場合ではなかった。

　先刻、朝食の折のことを少女は──玲瓏館れいろうかん美沙夜みさやは覚えている。




「あの方の真名は何とおっしゃるのですか」

　静かな美沙夜の問いかけに、長い食卓テーブルの向こうに座した父は言った。

　それは私の答えるべき事柄ではない。

　お前自身が直接あの方に尋ね、返答を伺うかがうものである、と。

「わかりました。お父さま」




　父の言葉を、美沙夜は了承であると受け止めた。

　すなわち、あの男──

　この東京で行われる聖杯戦争と呼ばれる大規模魔術儀式に伴って現界する英霊七騎のうちの一騎、キャスターの階梯かいていを有して我が玲瓏館のサーヴァントとしてかたちを得た男と、直接、自分が相対すること。

　男。そう、男であるはずだと直感している。

　昨夜、初めて目にした姿は魔術的に隠蔽いんぺいされていた。

　覚えているのは不気味な〝人影〟だけだった。

　混乱していた。困惑もあった。圧倒されたのだ、と正しく記憶している。

　目前の他者の存在を把握しきれずに圧せられること。それは、美沙夜にとっては初めての経験だった。十年間、というさして長くないこれまでの人生ではあるけれど、神秘そのものであるとか、魔術師であるとか、正しい意味で人間とは呼べない存在と相対したことは幾度かあって、しかし、そのいずれにも美沙夜が気圧けおされたことはなかった。

　父の降霊術によって目と鼻の先に悪霊が現れた時も、息が肌に触れるほどの距離で血に飢えた魔獣と睨にらみ合った時も、欧州の協会から訪れたという年経た魔術師と言葉を交わした時も、玲瓏館美沙夜は毅き然ぜんとその存在に怯ひるまず向かい合ってきた。

　自覚した行動ではなかった。

　ただ、そうするのが当然であると認識したまでのこと。

　けれど。昨夜は、混乱した。どう向かい合うべきかを瞬時に把握できなかった。

　その事実をどう理解すべきか、美沙夜は未だ自分の中で回答を得ていない。

（……見極めます。私は、私自身の目で）

　廊下を歩きながら、朝食時の父の言葉に対して内心で再度返答する。

　英霊。人じん智ちを超えた英雄・英傑、今回のような例外でもなければ魔術師が扱うことなど出来うるはずもない、力ある幻想。恐るべき神話の具現。

　自らをキャスターと名乗った〝人影〟は、そう、まさしく英霊であるのだろう。

　それは今更疑うべくもない。

　ならば、英霊とは如何いかなる存在か。かの者は何か。真に玲瓏館に聖杯をもたらす者であり、ああして我が父が恭順を示すまでに足る人物であるのか。

　許しを得た以上、行動を躊躇ためらう理由は何処にもない。

　美沙夜は堂々と廊下を進み、肌にちりちりと焼き付く感覚を与える幾つかの結界の抵抗を無視しながら、玲瓏館邸一階北側廊下の最奥、かの人物への〝私室〟として宛あてがわれた部屋の前へと辿たどり着く。

　大きな赤い扉だった。

　普段であれば、この領域まで歩くことはあまりない。

　かつて祖父が工房として用いていた区画であり、父が当主の座を継いでからは魔術的に価値あるものはすべて父の地下工房へと移動させたのだと聞いている。だから、このあたりは、実質的には死んだ領域なのだと美沙夜は理解していた。広い屋敷の中で、使う者のいない部屋の群れ。暮らす者のいない場所。

（聖杯戦争の話が出て以降は、お父さま、物置に使っていたようだったけれど）

　数ヶ月前から、古美術品を扱う専門の業者たちが、丁寧に梱包こんぽうされた大きな家具のようなものを幾つも運び込むさまを目にしている。地下工房へ直接持ち込ませる訳にはいかないから、一旦いったん、この無人の領域に置いた後、使い魔なりに荷運びをさせたのだろうという美沙夜の見当が正しければ、地下に運び込まれなかったものや、祖父が遺のこした物品の中で魔術的な価値のないもの、つまり古びた家具が静かに眠っているに違いない。

　そうして、視界に入るだろうものをある程度想像しながら、美沙夜は扉を見つめる。

　ドアノブに手を掛けなかったのは、既に、ほんの少しだけ開いていたから。

（戸締まりには無む頓とん着ちゃく。なのですね）

　内心で人物評価を一段階下げながら、そっと、隙間に近付いて。

　おそるおそる、部屋の中を覗のぞく──




「美沙夜ですね。どうぞ、お入りなさい」




　誰かの声。

　昨夜のような漠然とした響きではなかった。

　姿も、そう。捉とらえどころのない黒色の〝人影〟などではなかった。

　背が高い。それ自体は変わらない。

　細身の姿。それ自体は昨夜と同じ。

　彼は、カーテンの隙間越しに朝陽が差し込む部屋の中に立って、何かの実験を行っているように見えた。蒼色の液体が入ったフラスコを左手に持ち、右手の指でつまんだ試験管から銀色の液体を注ごうとして。その手をぴたりと止めて、こちらへ振り返る。

　既に姿隠しコンシールの魔術は行使されておらず、半ばカーテンを閉めたままの薄暗い部屋であってもその姿を目にすることはできる。




　──美しい男だった。

　──綺き麗れいなひと。きっと、女ではないと思う。男。




　白色の長衣ローブを纏まとった男性。

　その長身を鑑かんがみれば間違いなく男であると思えるのに、女性のように柔らかな雰囲気を感じるのは、長く伸ばされた艶つややかな髪のせいだろうか。

　黒髪。よく似合っていると思う。

　ただ姿を見ただけなのに、下げたばかりの人物評価が僅わずかに上がりそうになる。

「ようこそ、と言うのも妙ですね。この屋敷は貴方あなたやお父上のものであるのだから。さあ、美沙夜、廊下にいたままでは寒いでしょう。遠慮は不要です」

「……はい」

　僅かに頷うなずいて。

　我ながら硬くなっていると自覚しながら、部屋へと入る。

　そして、美沙夜は目を奪われてしまった。

　扉の先に在ったのは、見事なまでの〝魔術師の部屋〟であったから。

　木製机の上には幾つもの分厚い魔術書や羊皮紙が積み上がり、本棚にも同じく。フラスコやビーカーには鮮やかな色の液体が注がれて、無数の試験管が並び、何らかの機械装置にも見える真しん鍮ちゅう製の物体に繫つながれた水槽の中には青白い肉の塊が浮かび、戸棚や壁のあちこちには不気味とも思える魔術の触媒──爬は虫ちゅう類るいと思おぼしき何かのミイラ、通常の生物ではあり得ないだろう形態の心臓や牙きば、爪、黒曜石のナイフ、黄金色の髑髏ドクロ、等々──が所狭しと存在感を放ち、壁、床、天井には走り書きにも見える魔法陣や魔術式の数々。

「わ……」

　せいぜい物置がいいところと想像していたはずの部屋が、まさか、こうも神秘に溢あふれかえった驚異の部屋ヴンダーカンマーとして成立しているなんて。

　暗がりと埃ほこりっぽさだけが満ちた空間と思っていたのに。
















　こうも生き生きとして、まるで、部屋全体が輝いてさえ見える。

「すごいわ。たった一晩で、こんな──」

　感じたままを口にする。

　感嘆そのものが言葉として漏れてしまう。

　幼い好奇心を未だ残す少女にとって、部屋の様子は実に興味を惹ひくものだった。

　聖杯戦争中、工房、つまり玲瓏館邸の敷地の外に美沙夜は出られない。母はすべての使用人たちと一緒に伊豆の別宅へ移っているものの、父からの勧めもあり、美沙夜は望んで後学のためにこの杉並の本邸に留とどまることを選んでいたから。

　結果として、ここ暫しばらくは自室にいることが殆ほとんどで、学校にも行けていない。

　それを別段、美沙夜自身は気にしてはいなかったし、暇を見つけては聖杯戦争の規則ルールや仕組みシステムについて話してくれる父の言葉だけでも十二分に満足しているつもり、ではあったものの。

　実のところは、どうやらすっかり退屈していたらしい。

　こうして目に入る景色のすべてが新鮮で、胸が躍る。無理を言って祖父や父の工房を初めて見学させて貰もらった時と同じか、それ以上とさえ感じる程に！

「あの」逡しゅん巡じゅんは、沸き上がる好奇心に砕かれて。「尋ねても、よろしいですか」

「勿論もちろんです。私は、教え導くことに喜びを感じる者です。質問には応こたえましょう」

　口調。穏やかに。

　表情。同じく、そして同時に、包むような柔らかさで。

「貴方もまた、お父上と同じくして我が教えを受け取ったであろう数あま多たの子らの裔すえに他なりません。貴方が望む限り、私はただ応えるのみ」

　そう言って微笑む彼を前にして、もう、我慢は利かなかった。

　小さな唇を開いて、美沙夜は質問を思い浮かべる。目の前に見えるあのミイラはどんな生物のものであるのだろう、あの心臓は、あの牙は、爪は？　黒曜石のナイフは一体どの時代の遺物で、黄金色の髑髏はどんな魔術の触媒なのだろう。

「この部屋にあるものを尋ねたいのです。見たことのないものばかりで……たとえば、ええと、これは何でしょう？」爬虫類らしきものの乾燥した骸むくろを指さして。

「ああ、それは」微笑みながら彼は応える。「火蜥蜴サラマンダーの木乃伊ミイラですね」

　さらりと彼は言ってしまう。

　小学校の教師を美沙夜は思い出す。クラスメイトの女子から漢字の読み仮名について質問を受けて、当然のように教え諭すかのような何気ない返答だった。

　火蜥蜴──

　それは、幻想種であると同時に、一説では元素のひとつを司つかさどるとされるもの。存在するとしても極めて貴重な物品であるはずなのに、それが、こうも剝むき出しで保管されているというのは考え難い。

　そう美沙夜が口にすると、彼は微笑んだまま頷いて。

「まさしく、その通り。現代はおろか私の時代にあっても既に姿を隠して久しい幻想種ですが、こうして遺物は残されている以上、研究と実験の対象とするのは不自然ではありません。元素魔術の触媒に用いれば大きな効果が期待できますし、錬金術の触媒としても実に優れたものです。やり方次第ではありますが、在りし日の姿を導くこともできる」

「召喚が可能なのですか？」

「できますよ。私は、エレメンタルの素材に用いますがね」

　さらりと。

　やはり、彼は当然のように言ってのける。

「火の元素変換はごく単純な力業の魔術と考えられがちですが、極めれば、きっと、いつか太陽のもたらす炎そのものにさえ届くかも知れない。

　無論比喩ひゆではありますが、そう考えてみるのも──素敵だとは思いませんか？」

　素敵。魔術について、そういう視点で考えたことはなかった。

　効果的であるとか、効率的であるとか、実利を意識することはあっても、魔術師は夢見がちな感慨を抱くべきものではないと美沙夜は考えている。祖父や父の教えがそうであったという訳ではなく、ごく単純に、現実的な回答として導き出した考え。そこに、まさか素敵という言葉が出てくるとは思ってもみなかった。

　感心した訳ではないし、納得するはずもない。

　ただ、驚きだけがあった。




　質問と応答の時間。

　それは、およそ三十分に渡って続いた。

「では、それでは、あちらに見える瓶の中のものは何ですか？」

「ホムンクルスの幼生です。特殊な溶液を用いることで、成長段階ごとに姿を固定させています。微細な変化を観察することができます。総じて短い寿命しか持たない彼らが、何故そう在るのかを知れば、短命の克服にも繫がると私は考えているのです」

　美沙夜の言葉に対して、一度も遮ることなく──

　ひとつ、ひとつ。

　丁寧に、彼は応えてくれる。

「それは何ですか」「あれは何でしょう？」と美沙夜が尋ねれば、それらの結晶は正しく結晶ではなく五大の元素のうち四つをひとつずつ抽出したもの、最後のそれは第五たる形なきエーテルに形を与えたエーテル塊の〝かけら〟である、等々、どんな質問を投げかけても苦もない様子でさらりと応えてくれる。

　彼曰いわく、この部屋にあるものの多くは、サーヴァント召喚にあたりキャスターとしての彼のためにと父が用意したものであるらしい。古美術品の輸送業者が持ち込んだものが何なのかを、漸ようやく美沙夜は理解するに至った。

　ただし。ホムンクルス関係や元素やエーテル塊の〝かけら〟、そして見るからに強力な魔力が込められた幾つもの宝石については、彼が一晩のうちに生成したものである、とのこと。それは、流石にすぐには理解できなかった。いずれも長い期間、ともすれば年単位の時間を要するものであるはずなのに、それを可能としてみせるのは、先日に父が語ったサーヴァントの〝スキル〟に依よるものだろうか。それとも、彼が生前から身に付けた過去の魔術が成せるわざなのか。

「エーテルの窮極は、失われた神代の秘儀に通じると私は考えているのです。遙はるか古代、カルデアの賢者たちが到達した正しき星辰せいしんの輝きを、私は手にしたい。それは宇宙に充みち満ちて瞬く窮極の光であって、そして同時に、この星の光でもあるでしょう」

　些いささか、大言壮語ボンバストゥスが過ぎる気もするけれど。

　それでも、好感を抱くに足る真しん摯しな回答を彼は繰り返した。こちらが幼い少女であると見てか、具体的な魔術行使について語ることは殆どなかったものの、短い時間の中で質問への回答として語る概要としては、望んだ以上のものを得たと美沙夜は思う。

　ただ。唯一。

　真名については、漏らしてくれなかった。

「……物足りない、という顔ですね。成る程。これは、失礼しました」

「はい？」

「貴方は既に魔術師だ。ならば、簡易な回答では確かに物足りないでしょう。よろしい。では、一日のうちの二時間ほどを貴方への教示の時間に割きましょう」

　それは──

　自分の知らない魔術の知識を得られることは、嬉うれしく思う。

　けれど、それ以上に、父のために活動すべきサーヴァントが聖杯戦争のための時間を別の事柄に消費するのは決して望ましいことではない。そう、美沙夜は返答すべく、向き直って顔を上げる。

「いいえ、それはお断りします。有り難い申し出とは思います、けれど、貴方は」

「私は？」

　美しく整った貌かおが、そこにはあった。

　優しげで柔和。およそ魔術師らしくない、年若いとさえ感じる姿。

　昨夜の不気味さは何だったのだろう、とさえ思ってしまう。

　長い黒髪の彼。キャスターを名乗る存在。真実、父のサーヴァントに相応ふさわしい英霊かどうか、確かめるつもりで来たというのに。昨夜から今朝にかけて、殆ど眠れずにあれこれ考えあぐねていたのに。

　英霊とは、かくも親しみやすい存在なのだろうか？

　既に人物評価は何段階も上がってしまっていて、もう、止められそうにない。

　視線を逸そらさずに受け止めながら、美沙夜は少し考えてから唇を開く。

「……貴方は、お父さまのサーヴァントです。貴方の力と時間は聖杯戦争のために、お父さまのために使うべきだと考えます」

「やはり聡明そうめいな子ですね。美沙夜」

　深く、頷いて。

　座っていた椅子から立ち上がり、そして彼は、視線の位置が美沙夜と同じ程度になるまで身を屈かがめる。自然と膝ひざ立ちの姿勢になりながら。

「貴方の言葉の通りでしょう。私の悪い癖です。どのような場面にあっても、我が智恵ちえを誰かへと伝え、教え導くことに気を取られてしまう。私は、かつての私ではなく、キャスターのサーヴァントとして現界した。であればこそ、私はすべきことを誤らず、お父上とその大願のためにこそすべてを費やしましょう」

　真摯な視線が、まっすぐに美沙夜を見つめていた。

　昨夜とは違う。

　不気味の人影として姿を見せて、透明で冷ややかな氷を思わせたあの時とは違って、そこには自分と変わらない一箇の人格が在るように、美沙夜には思えてならない。

　であるのに、何故だろう。

　混乱も困惑も、現在の自分の内側の何処にも見当たらないというのに。

　この瞬間、自分は、彼に気圧されていると感じてしまうのは。

「美沙夜、聡明な子。愛らしい子。貴方のお陰で、私は、自らの存在を改めて顧みることができたようです」

「私、当然のことを言っただけです」

　視線を逸らさずに。

　まっすぐに受け止めて、応える。

　すると、彼は、再び微笑みながら。

「何か、貴方にお礼をさせてください。美沙夜」

「いいえ、それは」

　既に、自分の好奇心に対して彼には貴重な時間を費やして貰った。

　これ以上はいただけません、と、美沙夜は素直に思ったままを述べたものの。

「それでは私の気持ちが収まりません」

　きっぱりと。

　彼に否定されてしまった。

「ですからこれを、貴方へ贈りましょう」

　と──

　何処から取り出したのか、彼の手には一本の短剣があった。

　現代に於おける多くの魔術師たちが一度は手にするというそれを、一人前の術者となった証あかしとして師から与えられるというそれを、美沙夜も当然知っている。魔術行使にあたり増幅の機能を持つ礼装、魔術儀礼用の〝杖つえ〟の一種。

　中でも、この形のものは有名だ。

　魔術師の間では特に名の知られた剣と言えるだろう。

「アゾット剣……」

　ぽつり、とその名を呟つぶやく。

「ご存知なようですね。由来はどうでしょう」

「知っています。それは、ヴァン・ホーエンハイム、表の歴史にもその名前を残した錬金術師にして魔術師、パラケルススが──」

　言い掛けながら彼を見て、ふと言葉を止める。

　美しい男は、自らの唇に指を当てて「静かに」のジェスチャアをしていた。

　慌てて、美沙夜は自分の口を両手で押さえる。

　まさか。

　まさか。

　このひとは。




　この剣の、本質的な意味での制作者にして所有者──！




「秘密ですよ」

　内緒話をするように耳元に口を寄せて、静かな声色で彼は言った。

　勿論、お父上はご存知のことですがと添えながら。

　美沙夜は何度も頷いて、言わない、誰にも言いません、と仕草で告げて。

　頷く度たびに、胸の奥に沸き上がる高揚を感じてしまう。高揚。昂たかぶり。もっと正確に言うなら何だろう。自分の中でこんなにも強く、ありありと感じられるものは。

　驚きょう愕がく、違う。感動、違う。歓喜、違う。

　これは、誇らしさ、だ。

　自ら組み上げた神秘の要塞ようさいたる工房に彼は鉄壁の自信があって、その中にいる美沙夜に告げても問題はないと考えた、という側面はどう考えても在るだろう。魔術師たちが作る工房ではなく、神代の〝神殿〟を父がたとえに挙げたのだから。それでも。そうだとしても、事実として彼は自分に真名を伝えたのだ。

　それは、すなわち。

　命運を預けるだけの信用に値するという評価を得たに他ならない。

（……このひとは。本当に、私を）

　穏やかに微笑む彼を見上げて、視線をまっすぐに受け止めて。

　手にした短剣を握り直す。

　パラケルススの剣──




　昨夜、出会った時にも交わしたはずなのに。

　それなのに、初めて、彼ときちんと握手したような錯覚があった。
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　聖杯戦争に際して召喚される英霊サーヴァントたち。




　神秘の具現、伝説の再現。

　現代の魔術や兵器といった力を遙はるかに上回る彼らを真実、文字通りに最強たらしめるのは、彼らが有する〝宝具〟に他ならない。




　それは時に伝説に名を残す武具である。

　それは時に研ぎ澄まされた絶技である。

　それは、彼らが築いた伝説の象徴。かたちを得た奇跡。




　聖杯戦争に於いて〝宝具〟は闘争の切り札となるだろう。

　故にこそ。




　自らの英霊の真名を隠蔽せよ。

　他者の英霊の真名を獲得せよ。

　英霊の名は、その伝説を如実に示す。

　切り札たる〝宝具〟の能力は、真名に結びつければ容易に推理できる。




　心せよ。

　真名の隠蔽と獲得は、聖杯戦争の勝敗を大きく左右する。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　同日午後。

　珍しく、玲瓏館邸には〝来客〟があった。

　それは、男だ。

　黒色の服に身を包んだ男だった。

　褐色の肌を堂々と晒さらす男だった。

　輝く太陽と同じ色をした瞳ひとみには、まるで、燃え盛る炎か、まさしく空に輝く太陽が埋め込んであるかのようにも思える。

　男は悠然と正門前に立ちながら玲瓏館邸を見回して。




「この程度で万全の砦とりでであると驕おごったか。魔術師ども？」

　──涼やかな声で、そう告げた。




　男は、人間ではなかった。

　実体化した状態で玲瓏館邸を単身訪れてみせた英霊サーヴァントだ。

　階梯クラスはライダー。当然のように、自ら告げていた。

　本拠地たる東京西部の工房に座して動くことのない魔術師マスターの命により、極東有数の魔術師であり〝聖杯戦争に参加していると予想される〟玲瓏館家と〝同盟〟を結ぶための使者としての任を与えられたのだという。

　突然の出来事に、美沙夜は驚愕を隠せなかった。

　密ひそかに使い魔を飛ばして──聖杯戦争が始まってからというもの、邸内の自主的な監視は日課でもあった。咆ほえ狂う狂戦士バーサーカーの侵入を、父よりも先に感知したこともある──来客を迎え入れた応接間を窓辺からそっと覗き、自らをサーヴァントであり使者であると告げる男の言動を逐一観察しても、何ひとつ確信できるものはなかった。

　けれど。

　彼、キャスターは確かに父へ言ったのだった。

「間違いなくサーヴァントでしょう。あの男は、特有の気配を有している」

　彼がそう言うならば、間違いはない。

　サーヴァント同士はある程度の距離であれば互いの気配を感知する機能を有する、というのは聖堂教会からもたらされた聖杯戦争についての基本知識のひとつで、父も、美沙夜もそれを既に知っている。

　とは言え、あまりに堂々と姿を見せた使者の男。ライダー。

　昨夜、ある程度の話は父から聞いていた。あるマスターとの間で、父は使い魔を通じてある種の〝同盟〟の話を進めているのだと。それでもまさか、サーヴァント自身がこうもあからさまに姿を見せるとは、思ってもみなかった。

　息を殺しながら、使い魔である小鳥の瞳を通じて応接間の様子を見つめる。

「つまらん屋敷だ。何ぞ、興味に足る出し物なりが見られるかと期待していたが」

「きみが正門の前に立って名乗りを上げた後、結界の類たぐいからきみを除外するように術式を操作した。お望みなら元の状態に戻しても構わんよ、ライダー君」

「魔術如きが我が余興に足るものか」

　父の言葉に、使者の男ライダーは肩を竦すくめてみせる。

　クラスを自ら明かすことに抵抗があったらしく些かの不満を見せる使者の言動をよそに、つつがなく同盟は結ばれていく。既に文面を書き入れてある羊皮紙に父がサインと血判を行っているのは、ある種の契約魔術を成立させるための過程プロセスなのだろう。

「しかし、幾らサーヴァントとは言え、単身、実体化させた状態で寄越よこすとは」

　表情は普段と変わらないながらも言葉から驚愕を隠せずにいる父と違い、彼キャスターの反応はわからない。

　殆ど、彼は何も話していない。

　ただ静かに、じっと使者の男を見つめ続けている。

「何の問題もない」

　ティーカップを片手に、ライダーは笑う。

　まるで屋敷の真の主人が自分だとでも言うように、長い脚を組んで。

　既に自らのクラスと性能ステータスの一部は露呈しているはずなのに、警戒心など微み塵じんも見えない。少なくともマスターとして聖杯戦争に参加している父にはサーヴァントを一見するだけでサーヴァントの性能の一部を見通す〝目〟が与えられているし、父のサーヴァントであるキャスターには心話によってその情報が直ちに送られているはず。

　それなのに。男は、不満混じりではあるものの、明確に悠然さを保っていた。

　虚勢には、見えない。

　薄く微笑む表情は形作ったものではない、と美沙夜は直感していた。

　あれは感情のままに露あらわとなった表情だ。

　隠蔽も欺ぎ瞞まんもない。本当に、ライダーは感じているのだ。余裕を。昨夜には〝神殿〟とさえ父が述べてみせた、本来的には敵対者であるキャスターの工房──魔術師にとって最大の力を振るうことが約束された、死の顎あぎとのただ中にあって。

「余興には程遠かろうが、構わんぞ。結界とやらをいつでも起動させてみろ。我が首を狙わば狙うがよい。刃以もって余に挑む者は、すぐに、空にて輝く太陽へと手を伸ばした己おのが罪深さを知ることになる」

「貴方はどうやら、自らの力に自信がおありのようですね」

　静かに、キャスターが言った。

　その表情は、美沙夜の使い魔の位置からは陰になっていて視認できない。

「無論。貴様はどうだ、魔術師」

「未だ道半ばです」

　成る程、自ら未熟者を名乗るか、とライダーは笑う。

　ひとしきり笑った後──

「確かに。此処ここには、未熟な者ばかりがいるようだが」

　そのまま、黄金色の視線を窓辺の使い魔へと向けて。

「ひとり、我が目にかなう者もいるようだ。文字通りにな」

　男が笑みを深めて告げる。

　言葉を続けながら立ち上がり、大仰に、その両腕を広げて。

「凡骨どもの権謀術数もどき等などにはさしたる興味はなかったが、成る程、良かろう！

　小さきもの、斯か様ように小さく在れども自らの領内にあっては誇りと尊厳に満ちて眼まなこ開き続ける、その女王の気風に敬意を表し──」
















「此こ度たびの同盟、余も認めてやろう。喜べ」







　空気が、凍り付く。

　ライダーの放った言葉の意味は至極単純だ。

　契約魔術も己がマスターの意向も一切気に留めず、この男は〝判断〟しようとしていた、ということだ。敵地のただ中にて、それも、キャスターの手による強力な工房の中心に在って、手を組む相手に足るかどうかを、ティーカップを片手にしながら。

　余裕、などという一言で済ませられるものではない。

　今の今まで男は考えていたのだ。

　戦うべきか、否か。

　殺すべきか、否か。

　自分にはそれができるという絶対の確信を持ちながら。

「恐ろしい方だ。最後まで気が向かなければ、貴方は如何いかがしていましたか」

　キャスターの問いかけに、男は、呵々かか大笑して──




「言うまでもなかろう？

　瞬きの間に、この屋敷は小こ癪しゃくな魔術と共に消し飛んでいる」
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　意識を──

　失わずに、保つだけで精一杯だった。




　自室にいた美沙夜は、使い魔の視覚越しにライダーと視線を合わせていた。

　背筋が、ひとりでに震える。

「ぅ……う、うぁ……あ……ッ……」

　吐き気がした。目め眩まいと呼ぶには強烈に過ぎるものが頭の中を駆け巡り、上下と左右がたちまちわからなくなる。瞬時に、酷ひどい高熱が出たかのような感覚だった。

　あの男の姿はただの人間と何ら変わらないはずなのに。

　使い魔越しに、目が合った瞬間にこうなっていた。

　使者がサーヴァントであることは理解して、覚悟して、その上で、監視を続けていたつもりだった。その能力如いか何んでは視線越しに殺されることも有り得る、とさえ。

　それでも、今、こうして全身の震えが止まらない。

　目を合わせただけなのに。

　必死に、目を逸らしてはならないという決意にも似た直感だけで、美沙夜は黄金色の視線を受け止めていた。何かの魔術、呪じゅ詛そを受けたのかと錯覚するほどの強烈さ。けれど、何の術式も稼働していないことは明らかだった。父やキャスターがそれを見逃すはずがないのだから。

「……ッ」

　吐き気を堪こらえて、両手で口元を覆う。

　嗚お咽えつだった。

　涙と、悲鳴を、美沙夜は必死に押し殺す。

　何を、勘違いしていたのだろう。

　キャスターに真名を告げられた自負が、自分の背丈以上のものを錯覚させた？




　──ただの人間ひとの身で。

　──父の足下にも及ばない未熟の身で、あんな化け物の隙を覗うかがおう、等と。




　自らの未熟を悟ることもせず、あろうことか増長したのだ。自分は。

　けれど──




　けれど。

　けれど。

　それでも。




　視線だけは。

　今も、受け止め続けて、決して逸らすことはない。
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　英霊は人間ではない。

　人型をしているが故にこそ、惑わされてはならない。




　英霊とは、本来、人の身で御せる相手ではない。

　神話の再臨。伝説。物理法則さえも殺してみせる、有り得ざる力持つ幻想だ。




　直接の戦闘能力が比較的低いが故に階梯としては最弱に位置するアサシンでさえ、到底、人間が敵う相手ではない。戦闘行動に熟達した魔術師であれ、現代兵器を豊富に揃えた軍の一箇小隊であれ、英霊と相対すればただ死すのみ。




　ゆめ、忘れるな。

　人間はサーヴァントを斃たおすことはできない。




　たとえ、優れた魔術師であっても。

　例外はないものと考えよ。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　月光の下で──

　彼は、玲瓏館邸の前庭を静かに歩いていた。




　ヴァン・ホーエンハイム。

　広くパラケルススの名でも知られる数多の伝説を残した魔術師。

　聖杯戦争にあってはキャスターの階梯を得て現界したサーヴァントの一騎。

　彼は、マスターの築いた工房を基礎として自らのスキル〝陣地作成〟によって一層強固となった玲瓏館邸の魔術工房の出来を確認しながら、ひとり、現在の〝戦況〟について思いを巡らせていた。

　七騎のサーヴァントがこの東京に召喚された今、既に、聖杯戦争は開始されている。

　セイバーとランサーによる緒戦が確認されているし、この屋敷にもバーサーカーが侵入を行おうとした形跡がある。侵入未遂については未だ自分が召喚される前の出来事であるとはいえ、多くのマスターは此処がマスターのひとりの拠点であることを認識しているだろう。特に、現在はあからさまな程に強力な魔術の要塞と化しているのだから、察することは難しくない。

　拠点を知られていること自体は喜ばしくはない、ものの。

　戦況そのものはさほど悪くはない。

　本日午後に締結されたライダーを擁する〝東京西部のマスター〟との同盟により、少なくとも最終局面まで勝ち残ることは約束されたようなもの。真名はわからないまでも、あのライダーが相当に強力な英霊であるのは間違いない。

「……争いは、さほど好きにはなれませんが」

　呟く彼の周囲に浮かぶ、赤色と青色。

　赤色の宝石と青色の宝石。彼のエレメンタルが声なき声で言葉を告げてくるのを適当にあしらいながら、邸内の結界を確認。四カ所に設置された魔力炉の稼働にも問題がないことを確かめてから、ふと、夜空を見上げる。

　星空は、彼の知る時代よりも薄く淀よどんでいる。

　幾つかの事柄を彼は想う。

　エレメンタル。錬金術。魔術基盤。

　第五の元素たるエーテルと、神代に満ち溢れた真なるエーテル。

　そして、輝くばかりの星の光。

　今となっては遠い過去の出来事であるのだろう。けれど、昨日のことのように彼は思い出すことができる。懐かしくもあり、同時に、痛ましくもある。

「……詮せん無なきこと。既に、私の時代はとうに終わっているというのに」

　マスターの愛いとし子たる美沙夜の横顔を脳裏に浮かべる。

　魔術師たちは現在も命脈を繫いでいる。

　我が教えを受け取ったであろう数多の子らの裔は、確かに、この世に在るのだ。

「しかし。まさか、王者の気風とは」

　玲瓏館美沙夜。

　魔術に対する才能豊かなることは当然感じていたが、成る程、加えて、王者の気風を備え持つとは。あの猛烈なまでのライダーの殺気を前に、使い魔越しとは言えども視線に耐え、視線を返し続けるとは──

　彼女の行為がなければ、現在の戦況の優位は存在しなかっただろう。

「いつの時代も王とは厄介なものであると思っていましたが、どうやら、少しばかり評価を改めねばならないようですね。王を見み出いだすかの如き王も、世には在る」

　赤色と青色の宝石へと告げる。

　明滅して、言葉なき言葉を返してくる自らの分身たちへ、彼は微笑んで。

「魔術の器は魔術師が見抜くもの。王の器は、王が見抜くものなのでしょう。かの大魔術師マーリンほどの人物であるならば、例外もあるのでしょうが」

　自分の見抜けなかった美沙夜の器を見抜いたライダーへは、素直に感嘆しよう。

　キャスターは僅かに微笑む。

　あの子、美沙夜はきっと、良き魔術師、良き当主として育つだろう。

　ともすれば、かつて自分が成し得なかったことさえも。




「……ん」

　耳を澄ませる必要もなく、発生した状況を把握する。

　遠くに、叫ぶ声が聞こえていた。強化された魔術工房であるこの邸内に入り込もうとする、侵入者の咆哮ほうこうだ。飽きもせずに今夜もとは。狂戦士バーサーカーとはよく言ったもの。

　こちらが宝具を真名解放すれば屠ほふるのは容た易やすいだろう。

　だが、まだ、些か早い。

　自分の宝具がもたらす威力には絶対の自負があるものの、せめて、最低でもサーヴァント二体以上を相手取って使用すべきものと彼は考えている。無論、マスターにしても同意見ではある。バーサーカーの蛮勇に釣られて他の陣営が顔を出してくれれば、と思いはするが、あそこまで直情な野獣に釣られる者はいないらしい。

　踵きびすを返して屋敷の中へ戻ろうとして──

　彼は、ぴたりと足を止める。

「何？」

　小さく呟く。

　振り返ると、そこには、新たな侵入者の姿があった。




　──少女、だった。




「ごきげんよう、魔術師さん。あなたはキャスターかしら？」

「こんばんは、お嬢さん」

　穏やかに告げながら。

　キャスターは内心で静かに訝いぶかしむ。

（莫迦ばかな──）

　この自分が、自らの魔術領域たる工房の中に在って感知できなかった？

　数十の結界と呪詛、各方角にはマスターの手による人造魔獣の群れに加えて自らの分身とも呼べるエレメンタルを上空に一体ずつ配置し、侵入者を排除する機構は完璧かんぺきに整えてある上に、いずれかが発動すれば自動的に感知できる。唯一の侵入を誘う経路として敢あえて結界を緩めた裏庭の森ならば兎とも角かくも、本邸にほど近い前庭に現れるとは。

　可能性を瞬時に挙げる。気配遮断。それとも、空間転移か。前者はアサシンの固有スキルであり、ただの人間が──目前の少女からサーヴァントに特有の気配は感じない──模倣できるはずもなく、そうだとしても死の障害をくぐり抜けられるとは考え難い。後者にしても、魔法の領域に踏み込んだ芸当を現代の魔術師が容易く行使できる訳がない。

　だが、現実として少女は其処そこにいる。

　月光を浴びながら、翠みどり色のドレスと白金色の髪を煌きらめかせて。

　灰燼かいじんと化すのは簡単だ。が。




　──興味が湧いた。




　この娘、一体、何だ？

　自らの工房と化したこの魔術的要塞、裏庭の森の端から先には入り込めずにバーサーカーは叫び声を上げている、というのに。

　こうも容易く、少女は要塞の最奥たる屋敷付近に現れた。

　静かな疑問を浮かべるキャスターをよそに、少女の足下から三つの〝影〟が浮かび上がっていた。使い魔か。自分以外にキャスターのクラスを以て現界した英霊がいるとは考え難い、であれば、こうして使い魔を実体化させてみせる少女は、何だ。

　魔術師か。

　そう推理するのが道理ではある。

「ふむ」

　僅かに、右手を伸ばして。

　実体化プロセスの最中に、使い魔らしき〝影〟へ元素魔術を叩たたき付ける。

　宝具を使うまでもなく、工房に付帯させた数多の特殊効果も起動させる必要はないだろうと思考しながら、宙に浮かぶ二色の宝石から魔力を引き出しつつの高速詠唱。彼にとっての普段通りの魔術で片が付く。対象への効果的な元素が何であるかを一目で見て取って、三体の〝影〟それぞれに対して魔力を別属性の元素に変換し、同時に放射。

　コンマ数秒も要さない。

　火を放ち、水で包み、風で引き裂く。

　それぞれに大魔術級の威力に晒された〝影〟たちはあえなく雲散霧消していく。

　少女自身を傷つけないよう、細心注意して効果範囲は絞る。

「あら？」

　目の前でたちまち使い魔を失った少女は、小さく、首を傾げて──

「ふふ。あなた、少し変わった魔術を使うのね。とっても面白いわ！」




　そう言って。

　輝きそのものを湛たたえて──




「でもね」




　月光を身に浴びながら──




「ペットは、もう、間に合っているから」




　愉たのしげに、微笑んで──




「特別に、あなたとはお友達になってあげる」

























　──蒼銀の騎士が、私を、守ってくれる。




　咆哮ほうこうする黒色の異形から。

　迫り来る絶対の殺意から。

　黒い森の中。雲の切れ間から降り注ぐ月光の下で、見えない刃を振るいながら。




　彼は助けてくれる。

　恐ろしい敵を、打ち倒して。

　そうして、私に、優しく微笑みかける。




　そんなこと──

　理性がきちんと働けば、絶対に。有り得ないと分かるのに。

　非現実的で、夢見がちで、愚かな考えが湧いてしまうのを止められない。




　幼い子供のような妄想。

　小学校のクラスメイトたちだって、もう少しましな夢を見るはず。

　そう、これは、ただの思い違いに過ぎない。

　なのに。どうして。

　こうして目にしている光景は、現実の聖杯戦争の一端などではなくて、ずっと以前、いつか母に読み聞かせて貰もらった絵本の中のように感じられて。




　思ってしまう。

　考えてしまう。




　名誉ある騎士は、貴婦人や子供を傷付けることはしない。

　だから、たとえ彼が敵対する魔術師に仕える英霊サーヴァントなのだとしても、きっと、私には、殺意を向けたりすることもなくて──




「大丈夫かい」




　ほら、騎士が、私に声を掛ける。

　絵本とそっくり同じ。

　おとぎ話の騎士そのままに、穏やかに、優しく。
















　震え、立ち竦すくんでいた私を安心させるようにして。




「彼は自ら意図して正気を失っている。きみは、すぐに逃げろ」




　騎士の声に頷うなずこうとするけれど。

　私は、まだ、動けなかった。




　けれど、今度は恐怖のためではなくて。

　視界の中で繰り広げられる、騎士と異形との戦いを見つめてしまって、動けない。

　魔術で強化した視野でさえ追い掛けることが難しいほどの高速戦闘。

　鮮やかな、騎士の武技の冴さえ。




　キャスターの結界の中に在って、彼は、一切の影響がないかのよう。

　風を纏まとうようにして、戦い続ける。

　本当は、ひどい制限があるはずなのに。事実、異形の方は、結界の効果を如実に感じさせるぎこちない動作を示している。




　物理戦闘の技術に疎い私が見ても、騎士の優勢は明らかだった。

　劣勢に喘あえぎながら鉤爪かぎづめを振るい続けた異形は、やがて、霊体化して姿を消す。

　口惜しげな咆哮を残して。




　月明かりの下。

　黒い森に、私と、騎士だけが残る。




　そして。

　剣なき騎士は、碧みどり色の視線を一度だけ〝こちら〟へと向けて。




「無事で良かった」




　そう言って。

　柔らかに、涼やかに。




　本当に──




　彼は、微笑んでみせる。

　綺き麗れいな瞳ひとみを、月の明かりに輝かせながら──
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　──騎士との邂逅かいこう、異形との遭遇。




　時計の針を、ほんの少しだけそこから巻き戻す。

　それは、黒い森の出来事。

　それは、夜更けの出来事。




　風が、吹いていた。

　夜空の暗がりと同じ色合いをした木々がざわめく。

　厚い雲に月は隠されて、瞬くはずの星さえひどく少ない、黒色に満ちた夜だった。

　黒い森。やはり、そういう表現が似合っている。未いまだ寒さの残る季節にも拘かかわらず鬱蒼うっそうと針葉樹が茂るこの場所は、もしも夜中に目覚めた時に視界に入ったのがこの風景であったなら、まず間違いなく〝本物の森林〟と錯覚するに違いない。

　森の如き空間。

　深い暗がり。

　それは、魔術の要塞ようさいとして組み上げられた玲瓏館れいろうかん邸の敷地の一部。

　分類するなら裏庭、だろうか。

　その一言で済ませてしまうには、あまりに広い。小学校の校舎をグラウンド含めて数個分はすっぽりと収めてなお余りある場所は、周辺の住民からはやはり森と呼ばれているのだとか。玲瓏館の黒い森。暗がりの園。

　そこに、今、小さな人影があった。

　ひとりの少女。

　暗がりの中を、怯おびえた様子もなく歩いている。

　懐中電灯なりの明かりも携えず、平然と、昼日中と変わらないように。

　実際、あまり変わらない。

　魔術によって魔力を通わせた瞳は、容た易やすく夜を見通すことができる。初歩的な、ある種の魔眼のようなもの──とまで言うのは大おお袈げ裟さかも知れないけれど、ともかく、夜のもたらす影の多くは少女にとっては障害にならない。

　少女──

　玲瓏館美沙夜みさやは、静かに黒い森を歩く。

　自分の屋敷の敷地内を歩いているだけ、と言うには些いささか表情には緊張の色がある。

　気付いてしまったからだ。

　完璧かんぺきと表現しても過言ではないほど緻ち密みつかつ堅牢けんろうに形作られたキャスターの結界の中で唯一、この裏庭の空間のごく一部に〝綻ほころび〟が存在してしまっていることに、敷地のあちこちに使い魔を飛ばしていた美沙夜は気付いたのだった。ある種の納得はあった。だからこそ、ここには既にキャスターが在るというのに、尚も侵入を試みるサーヴァントなどが在るのだろう、と。

　当然、完全な侵入は一度も果たされていない。

　森の端くらいに立ち入るのが精一杯、それでも、一定まで侵入を許してしまっているのは確かだった。すべてはこの〝綻び〟のため。

　それも、わざわざ夜中に発生する〝綻び〟だった。

（……これほど完成度の高い結界を編むひとが、ミスをするとは思えないけれど）

　内心で美沙夜は考える。

　本来なら、すぐさま報告するのが正しい行動だとは思うものの。

　父もキャスターも、あれこれと忙しく立ち回っている。つい先刻も、そっと父のいる部屋を使い魔で覗のぞいたところ、真剣な表情でキャスターと何かを話していた。

　ならば、自分が適任だ。

　密ひそかに、この手で直してしまおう。

　そう、美沙夜は考えていた。

　報告した上で許可を得ることが正道ではあっても、少なくとも、効率的ではある、合理的な判断をしているという自負はあった。

　同時に、幼さ故の功名心もあったのだろうけれど、美沙夜は自覚できない。自分が未熟に過ぎることは先日の英霊ライダーによって強く知らしめられていたものの──

（大丈夫。すぐに終わるわ）

　僅わずかな〝綻び〟程度なら補修することは可能なはず。

　使い魔を飛ばした際に、具体的な箇所も既にわかっている。すぐに済む。

　片時も離さずに携えている短剣。キャスターから譲り受けたこのアゾット剣は、祖父の遺品として残された数あま多たの魔術礼装よりも遙かに高性能で、父やキャスターほどとは言わないまでも、自分を一流以上の魔術師として機能させてくれるはず。

「……あった」

　暗がりを歩いて、暫しばらくの後。

　触れれば即座に致命的な傷を負うだろう、恐ろしい死の罠わなが充みち満ちた黒い森を、この道筋で進めば問題ないと事前に教わっていた通りに歩いて。歩いて。

　森の領域に足を踏み入れてから、およそ二十分も過ぎた頃。

　美沙夜は件くだんの〝綻び〟を見付けていた。

　見惚みとれてしまいそうなほどの美しさで編み上げられた魔力の城壁が、ぽっかりと、かろうじて人間ひとり程度が入れるか否か程度に口を開けている状態だった。

　まるで、敢えてそうしているかのように。

　はっ、と小さく息を吞のんでいた。

　そう。これは。

　間違いない。瞬時に美沙夜は理解していた。自然に発生したと思わせる風に形成されてはいるものの、これは、意図的に作られたものだ。敢あえて〝綻び〟を用意することで愚かな侵入者を招き入れ、さらに内側に設置された、エレメンタルを始めとする数々の強烈な魔術的な罠トラップによって打撃を与えるための──
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　瞬間。叫ぶ声が響いていた。

　野獣の如き咆哮。

　強力な魔術によって破壊不可能な領域にまで組み上げられた結界の〝綻び〟に、いいや、正しくは〝入口〟に、目ざとくそれを見つけて侵入を果たそうとする異形の影がある。美沙夜からは、たった数メートル先。近い。近すぎる。

　叫ぶ異形の影。敵。

　本来であればそう、罠にかかった獲物、だ。

　けれど、今この瞬間。

　ここにはいるはずのないものがいた。

　美沙夜という異物が──

「……っ！」

　咄とっ嗟さに、本邸に残した使い魔を通じてキャスターと父に伝えようとする。

　遅かった。判断力が低下しているのが自分でもわかってしまう。

　異形の影と〝目〟が合ってしまった。

　夜や闇あんに浮かぶ赫色あかいろの輝き。赫色の眼球。血走った目。殺意。

　およそ人間が浮かべることのできる感情では、ない。

　圧倒的なまでの破壊衝動、殺戮さつりく衝動の塊がそこには在った。

　異形の人型。

　怪人。

　狂獣。

　幾つかの形容が脳裏を過ぎていく。どれも合っているし、どれも合っていないような、奇妙な感覚がある。魔力の壁の〝入口〟をくぐりきって、背中を丸めた前傾姿勢のままでこちらを見据えるそれは、まっとうな人間には見えるはずもない。

　肉体の造形がはっきりとは視認し難い。

　黒い。真っ黒な、影のような体たい軀くだった。

　初めてキャスターを見た時の姿隠しコンシールの魔術を思う。あれに似ているものの、何かが決定的に違う。あの時は、不審と疑念を抱くことはできた。

　凄すさまじいまでの存在感。

　黒い体軀と赫い瞳。

　獲物を喰くらう直前の狼にも似て大きく開いた顎あごと、鋭い牙きば。黒い鉤爪。

　絶対的なまでの人間以上。




　英霊サーヴァント──




　圧倒される。

　気圧けおされる。

　人間に過ぎない自分では、到底、敵かなうはずもない凶悪。

　魔獣の類たぐいと見間違えてもおかしくない外観なのに、何故か、分かる。

　恐怖をもたらす、神秘の塊。

　伝説そのものの顕現。神話を地上に再現させるほどの、破壊の力の凝集。

　英霊。本来、人間の魔術師程度で行使できるはずもない、超常のものどもの一体。

　殺される。この怪物の気が向いた瞬間に、自分は、確実に死ぬだろう。

　けれど、それでも。

　この感覚自体は初めてでは、ない。先日の、ライダーの訪れの際に感じたものは、この瞬間に美沙夜が感じているものの総量を遙かに超えていた。

　だから、思考できる。きっと、行動も。

　恐怖に塗り潰つぶされてしまいそうになる意識の片隅で、瞬間、自分が何をすべきなのかを必死に思考する。

　使い魔の操作による危機の通達。

　自己の肉体操作による逃走開始。

　ふたつの行動。大丈夫。できるはず。足は震え始めて、立ち尽くしていても。後者の行動を目の前の異形が許してくれるかは分からないまでも、何をすべきかが分かった以上、少なくともここで硬直したままでいるのは有り得ない。

　意を決して。美沙夜は、思考を、行動に移そうと──
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　再度の咆哮。

　殺意。害意。敵意。悪意。

　そういう、他者に対する負の感情の凝集のようなものを叩たたき付けられて、美沙夜の精神が衝撃に揺れる。思考が麻痺まひする。動き出そうとしていた肉体が停止する。

　動けない。

　からだも、こころも。呆あっ気けないほどに、竦んだ。

　震える唇から、声さえ出ない。

　見開いた瞳だけが、異形の姿をただ捉とらえ続けるだけ。

　震える視界の中で、ゆっくりと、異形の体軀が移動を開始する。触れる木々を鉤爪で粉々に砕きながら距離を縮めて、美沙夜の眼前に。

　美沙夜は身動きもできないままにそれを見る。

　赫い瞳。

　人間のそれには見えない。

　嚙かみ砕くべき獲物を品定めする風に、目を細めている。

　ああ、これは。この異形のサーヴァントは。喰らうつもりだ。自分を。

「……ッ」

　言葉なく、美沙夜は視線を叩き付ける。

　涙は流さなかった。

　毅き然ぜんと、破壊の権化の赫瞳かくどうを見上げてみせる。

　彼女自身は気付かないまでも──それは、紛まごうことなく、自らの支配地に足を踏み入れた不埒ふらちの侵入者と相対する小さな王者の姿には違いない。

　異形は首を傾げながら、鋭い爪を備えた手を伸ばしてくる。

　美沙夜は悲鳴を上げようとは考えなかった。目も背けない。逃げることも、助けを求めることもできないまでも、懸命に唇を嚙んで、真っ直ぐに、睨にらみ付ける。

　死の顎が開かれる。

　死の爪が接近する。

　抗あらがうことは、不可能。

　そして。

　顎が美沙夜の頭部を嚙み砕き、爪が胸を貫いて心臓を抉えぐり出す、その刹せつ那な。




　蒼色と、銀色の影が──




　音もなく。美沙夜と異形との間に舞い降りる。

　厚い雲の切れ間から降り注ぐ月明かりに照らされた、人影。

　蒼色と銀色。

　欧州中世期の騎士を思わせる出いで立ちの、それは、青年のように見えた。

　金色の髪が、風に吹かれてなびく。

　何も手にしている風には見えないのに、明確に、武器を持った前提での構えで異形の動作すべてを制しながら、颯爽さっそうと、堂々と、立っていた。

　対たい峙じする異形は月の光を浴びてなお暗く昏くらく、黒色の歪ゆがんだ体軀を前傾姿勢にさせたまま、突然訪れた蒼銀の騎士へと唸うなり声を上げる。

　血に飢えた獣そのものの、威い嚇かくと怒り。

　獲物を前にして現れた邪魔者への、死の宣告。
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　三度目の咆哮。

　反射的に、美沙夜の体が強こわばってしまう。

　これを至近距離から耳にして、まともに動ける人間がいるとは思えない。

　故に、きっと、青年は人間ではないのだろうと思う。

　蒼銀の騎士は、咆哮を真正面から受け止めながら戦闘を開始していた。

　目に見えない武器と、鉤爪と牙との剣戟けんげき。

　触れるものすべてを砕くだろう、死の舞踏が始まる。

　太い樹木を容易に砕いて薙なぎ倒す、銃火器の一斉射撃でも有り得ないほどの破壊力を見せていた黒い爪が、幾度も振るわれる。当たらない。騎士の青年は、異形の繰り出す攻撃を軽々と躱かわしてみせる。時折は、見えない武器で払って。

　人間のはずがなかった。

　どちらも。

　まず間違いなく、サーヴァントが二体。

　互いに〝綻び〟から侵入を試みたところで鉢合わせた、というのが正しいはず。徐々に麻痺状態から回復してきた思考を働かせて、そう美沙夜は認識しながら、同時に──

　ぼんやりと。

　半ば無意識に思ってしまう。

　もしかしたら、と。

　まともな状態なら、こんな風には感じたりしない。

　だから、この感慨は、異常事態の一種。

　きっと、そう。




　醜い異形。

　もたらされる絶対の死。




　そこに、月明かりを連れて姿を見せた騎士。

　目に見えない刃を振るう英霊。

　この、美しいひとは、もしかしたら。

　屋敷に侵入しようとしたのではなくて。

　偶然、異形と鉢合わせた訳でもなくて。

　本当は。




　──私を、助けに来てくれたのかもしれない。




　そんな風に。

　自然と、思ってしまって。
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　以前にも記述したように。

　聖杯によって召喚された英霊サーヴァントは、人格を有している。

　是これはきわめて希有けうな事例である。




　本来、現界した英霊は自意識を有さない。

　抑止力の発露としてごく希まれに現界する彼らは自動的に活動する力そのものであり、そこには一切の人格や感情が存在しないとされている。

　協会によって記録された幾つかの事例でもそれは明確だ。

　対話に成功したという報告もない。




　自動戦闘機械。

　かつて、そう表現した者も在ったという。




　だが、聖杯戦争に於おいては、例外的に英霊たちは人格を伴って現界する。

　理由についての詳細は判明していない。

　是を聖杯の驚異を示す好例であると見るか。

　それとも、魔術師マスターに対するある種の足枷あしかせと見るべきか。




　多くの場合、彼らは生前の人格を有している。

　故に、自らの英霊についての逸話と人生を知ることが重要となる。

　記録、伝承、伝説。可能な限り収集し、彼らを知れ。

　先述の通り、関係性の構築を意識せよ。




　何かの理由で人格が変質している場合もある。

　狂化スキルによって荒れ狂う、バーサーカーの例がそれだ。




　この場合、関係性の構築は困難となる。

　だが、視点を変えれば──

　人格に左右されず、冷酷な行動へと導くことも可能な駒と見ることもできる。




　自らの英霊の人格を理解せよ。

　関係性の如何に拘わらず、それは、聖杯戦争の趨勢すうせいを左右する。




　例えば。

　生前の人格から、子殺しを禁忌とする英霊を得ていた場合。

　少年少女の姿をしたマスターや英霊との戦闘を強いれば、要らぬ不和が生じる可能性は決して否定できない。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　普段とは──

　些か異なる朝の風景だった。

　ひとりきりの朝食。

　正しく言えば、割と多くのメイド服姿の若い女性たちの姿はあるものの、厳密に定義するなら、やはり、広い食堂ダイニングには美沙夜ひとりしか人間の姿はない。

　玲瓏館邸で働く使用人の類はすべて、聖杯戦争の開始に伴って、母と共に伊豆の別邸へと移っているから仕方ない。父やキャスターが忙しいことも充分に分かっている。

　だから、美沙夜はひとりで朝食を摂とる。

　長い食卓テーブルの端に、ぽつんと座って。

　遠慮がちに差し込む窓硝子ガラス越しの陽光の暖かさを感じながら。

　朝を告げる小鳥たちの声に混じって、ナイフやフォークがお皿に当たる度にかちゃりと響く音以外には、何の音もない。

　音を立ててはいけませんよ、とやんわりと叱ってくれる母の声もない。

　周囲に控えた女性たちは何も言わない。

　入力がなければ反応はない。

　それは、当たり前だ。

　彼女たちは、人間ではないのだから。

　キャスターが造り上げた、女性型の人造人間ホムンクルス数体──

　彼女らは皆、伊豆の別邸へと行った人々に代わって使用人の任に就いている。同時にある種の護衛も兼ねているのだろう。昨夜、屋敷を抜け出して裏庭の森へと入ろうとした美沙夜に何体かは付いて来ようとしていたし、「お戻りください」と言われもした。

　彼女らの性能は高い。

　それとも、キャスターの魔術が優れていると言うべきだろうか。

　昨夜の美沙夜の行動は、どうやら自動的に伝わっていたらしい。

　伝言等ではなく、知覚の共有。

　使い魔の得る知覚情報を魔術師が受け取ること自体はそう珍しくもない。ただ、キャスターのそれは度が過ぎる。総数十体を超すホムンクルスとの、同時知覚共有。飛鳥時代の伝説的人物でもあるまいに、彼は、当然のようにそれを成し遂げる。

　話によれば、彼女ら自身の知覚もすべて繫つながっているらしい。

　複数の個体に見えて、ある種の群体のようなもの。か。

　並の魔術師に製造できるホムンクルスではない。

「……格が違う、のでしょうね」

　短く呟つぶやく。

　英霊と、人間。

　両者の違いをはっきりとこの数日で美沙夜は理解していた。

　サーヴァント二体との遭遇を果たした後、屋敷へと戻った自分を出迎えたのは、困ったような表情を浮かべるキャスターと、珍しく顔色を変えた父だった。ああいった顔色の父を見たのは初めてだった。

　極東有数の魔術師と知られる父。

　偉大な魔術師。

　時計塔の魔術師たちにさえ、一目置かれているという玲瓏館現当主。

　そんな父が、あんな風に、青ざめて──

　目にしたのは英霊だけで、魔術師マスターは見掛けなかったという美沙夜の言葉を聞いて、やっと父は安あん堵どの表情を見せてくれた。

　何故、父がマスターを警戒したのかは、よく分からない。

「……」

　ふと、傍らのホムンクルスへ視線を移す。

　ナイフで切り分けたスクランブルエッグをフォークで口に運びながら、彼女の真っ白な肌を見つめる。人間とは違う、けれど、人間によく似たかたちをした者たち。全体的に色素が薄く、人形のような印象があった。

　昨夜の父の顔色よりも、なお白い。

　瞬きを殆ほとんどしない硬質なその瞳を、美沙夜はどことなく苦手に感じていた。

　作ってくれる料理の味には文句はないし、従順で、あらゆる命令に従うだろう機械のような絶対の姿勢には、ある種の憐あわれれみさえ感じられる。

　もしも、突然、彼女らが口々に自由を求めて叫んだなら、きっと自分は耳を傾けられるだろうとは思う。以前、祖父の書斎で目にした海外の小説のように、人造物の叛乱はんらんを感じて鏖殺おうさつしたりはしない。

　差し伸べて欲しいと願われれば、そう応じよう。

　街に暮らす人々に対するのと同じように。

　それでも。

　苦手な意識は、何故か拭ぬぐえない。

　たとえば、そう。個人的な話し相手として選ぶつもりはなかったし、友人になろうとも思ったりはしない。

　人造の存在だから？

　人形のようだから？

　違う。少なくとも、美沙夜自身はそれを理由にはしない。

　だから、どことなくとしか。

（空間を超えて連結した複数の人工脳がどういう思考をするのか、興味はあるけれど）

　引っ張り出そうとしても、出てくるのは純然たる物への興味。

　人格への共感から生じる相互の関係──友情の類は、これでは生まれるはずもない。

　沈黙したまま、美沙夜は食事を続ける。

　再び響く、ナイフとフォークの音。小鳥の囀さえずり。

　数分後──

　朝食が終わりに差し掛かる。

　結局、父は食堂に姿を見せなかった。

　キャスターも同じ。

　そう言えば、サーヴァントは食事を口にするのだろうか。理論的にはマスターからの魔力の経路パスが繫がっている以上、彼らが栄養摂取を必要としていないことは理解しているものの、好んで何かを食べたりすることは有り得るのか、どうか。

　この数日、彼が何かを摂食した様子はない。

　父と一緒に食堂へ姿を見せる時にも、何も食べていない。

　そう。父は勿論もちろん、食事は摂る。

　特に、朝食の時には美沙夜と一緒に──

（……朝なのに）

　父がいないのは珍しい。

　昨夜も、父は夕食に姿を見せなかった。

　夕食をひとりで摂ること自体は珍しくもないから、気には留めなかったけれど。

「お父さまは、どちらにおいでかしら」

「お部屋です」昨夜と同じ、ホムンクルスの返答。

「そう」

　頷いて。

　美沙夜は、残りのミルクを喉のどに流し込む。
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　扉の前に、彼の姿があった。

　天井の高い二階廊下をずっと歩いた先にある、父の部屋のひとつ。美沙夜にとっては座り心地の良いソファのある部屋、と認識している部屋の前に、丁度、扉を開けて出て来たばかりの様子の彼がいた。

　背の高い彼。

　艶つややかな、朝陽に映える黒髪。

　サーヴァント・キャスター。

　こちらの姿を認めると、彼はいつものように微笑み掛けてくる。

「おはようございます、美沙夜。よく眠れましたか」

「……はい」

　視線は逸そらさない。

　ただ、返事をするのが一拍遅れてしまう。

　昨夜の愚行を恥じる気持ちが、当然、美沙夜の胸の中には在って。

　正しい選択ではなかった。異常に気付いた瞬間に確認を行っていれば、あの〝綻び〟は敢えて残したものなのだとすぐに分かって、一切の問題は発生しなかった。逸はやる気持ちが判断を鈍らせたのだということを、美沙夜は強く自覚していた。

　二度と同じ過ちは繰り返さない。

　あれではまるで、年端もいかない幼子の行動だった。

　恥じ入る気持ちはひどく強く、この場から逃げ出したい気持ちもある。

　けれど。

　昨夜は、父とキャスターに対してまともに話せなかったことがある。

　あの〝綻び〟の付近で目にした情報の、すべて。

　敷地の上空に配置したエレメンタル数体や各種の魔術的監視網から、キャスターが同様の情報を得ている可能性は高かった。それでも、懸念のすべては伝え、共有することに意味があるのだと、昨夜、身を以もって学習したばかりだったから。

　目にした光景を、美沙夜は語る。

　あの場で起こった事実のみを。

　咆哮の異形。

　蒼銀の騎士。

　二体の英霊の激突を。

　子供じみた妄想は、当然、口にしない。

　静かに、黙って、キャスターは言葉を聞いてくれた。

　そして──

「ありがとう、美沙夜。

　確かに私は一定の情報を得てはいますが、貴方あなたのそれは体験した者のみの感覚を交えた貴重な情報です。バーサーカーと思おぼしいあの個体の咆哮の麻痺効果は、恐らく至近距離でのみ効果をもたらすものでしょう。それは、非常に重要な情報と言えます」

　そう言って。

　あろうことか、彼は、すっと頭を下げていた。

　何が起こったのか、美沙夜はすぐに分からなかった。

　西欧人がする会釈とは違う、日本式の一礼。それも深い謝意を示すもの。

「キャスター……？」

「申し訳ありません。本来であればこの私が貴方を助け出すべきところ、あのサーヴァントに任せる形になってしまった。かの騎士がああまで高潔な英霊でなければ、貴方は命を落としていたかも知れない」

「顔を上げてください、キャスター」

　声が揺れてしまうのは、強い強い自責のせい。

　耐えられない──

　昨夜のすべては自身の未熟と愚かしさが招いたこと。

　決して、彼や父に責任の所在があるものではないと、強く、美沙夜は自覚してしまう。

　二体のサーヴァントが侵入を試みていた現場に、撃破ではなく救助のために彼が出向くには危険が大きいと判断することに、何の問題もあるはずがない。

「私の失敗です。だからどうか、そんな風にはしないでください、キャスター」

「……優しい子ですね。美沙夜。それとも、その身が如何いかにお父上にとって大切なものであるのか、未だ理解できていないのでしょうか」

「それ、は」

　やっと顔を上げた彼の瞳を目にして、また、返答が遅れる。

　思い当たるものは、ないと言えば噓になる。

　普段は驚くほどに穏やかであるはずの彼の口調が、ほんの僅かに〝諫いさめる〟ような気配に変化していたことには、それなりの理由があるし、それを美沙夜は知っている。

　魔術師の家系。家門。

　その後継者を失うことには、世俗とは異なる大きな問題がある。

　積み重ねられたすべての消失。

　代々の血脈に乗せて練り上げられた、家系特有の魔術刻印の断絶。

　それは、連綿と続いてきた研鑽けんさんと修練と苦闘の、最も残酷な終幕に他ならない。

　彼の言葉は、そういう意味であるはずだった。

　なのに、何故か──

　続いて述べられた言葉の内容は、美沙夜の予想とは些か異なって。

「聖杯を得るこの戦いには、確かに大きな意義があります。〝根源の渦〟への到達はあらゆる魔術師にとって絶対の悲願。しかし同時に、貴方を失ってしまうことは絶対の悲劇でもあるのです。美沙夜、貴方は、我がマスターの光なのですから」

「光……」

「かつて真なる世界に輝いた星の光にも等しく尊い、無二の輝きです。

　喩え聖杯戦争であっても、侵すべきものではない。悲願のために愛いとし子たちの未来を放棄することなど、そう、あってはなりません。それは、最も早はや、貴方たちが魔術師であるかどうかに拘わらず──」

　頰に、彼の手が触れていた。

　父のように。

　母のように。

　優しく。

　暖かく。

　体温のごく低い冷ややかな手であるのに、そう、美沙夜は感じていた。

　紡がれる言葉に対しても。




「どうか忘れないで下さい。

　地に満ちるすべての愛し子は、尊い星の輝きです。

　玲瓏館美沙夜は、お父上にとって、自己の命以上の存在に他ならない」




　彼の言葉。

　彼の視線。

　まっすぐに、美沙夜は受け止めて。

　やはり、些か、彼の語ることは大言壮語ボンバストゥスが過ぎる気もするけれど。

　彼の気持ちは、自分の奥底へと伝わったようには思う。

　だから──




　今度こそ遅れずに返答する。

　はい、と。

　短く。明確に。
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　私は──




　私は、私を見つめていた。

　鏡に映った自分自身。




　八年前とは違う。

　一九九九年という現在を生きる、玲瓏館美沙夜という女。

　幼い子供の体から、こうも女の体へと成長した私。

　どれほど強い視線を向けても、当然、まったく同じ視線を突き返してくる。




　鏡の向こうへ問い掛ける。

　ねえ、あなた。

　ねえ、美沙夜。

　漸ようやく始まってくれた第二の聖杯戦争は、どうかしら。




　緒戦であの子を仕留めきれなかったことは、失敗？

　まだ、取り返しが利く程度かしらね。

　それとも。

　幼くも愚かしさに充ちていたあの時のように──




「二度と……」




　短く、呟く。

　流れ落ちる水音に紛れる私の声。

　肌の上を滑り落ちる熱いシャワーの響きは、私の言葉を飲み込みながら排水口へと渦巻いていく。

　個人用のシャワールームを増築したのは正解のよう。

　独り言はそう多いほうではないけれど、自分の声が紛れてくれるのは悪くない。




　私は、私を見つめる。

　鋭く。視線、突き刺すようにして。




　そして、自らの首の後ろ──うなじの令呪へと手を伸ばしかけて。

　ぴたりと。止めて。




　そういえば──




　八年前。第一の聖杯戦争。

　マスターであった父の令呪は、何処に発現していたのだろう。

　同じ箇所では、ないだろうと思うけれど。




　見たことはなかった。一度も。

　何枚羽であったのかを聞いていただけで、実物は最後まで目にしなかった。

　ええ、そう。

　最後まで。




　尋ねれば、父は答えてくれた？

　ええ。見せたでしょうね。

　あのひとは、私に、随分と期待を掛けていたようだから。




　私は──




　当時の私は、喜ぶでしょうね。

　お父さまに大切な令呪を見せていただいた、と。無邪気に。

　笑ったりして。




　何も知らない私は、そうして喜ぶの。

　その時が来るのを知らないまま、幸せそうな子供の顔をして。




　でも既に、あの頃の私はいない。

　あの小さな子はいない。




　父もいない。

　母もいない。

　玲瓏館の当主は、この私。

　第二の聖杯戦争の参加者として六人六騎と殺し合うのも、この、玲瓏館美沙夜。




　他の誰でもない。

　私は、現在の私のあるがままに、聖杯戦争ころしあいに耽ふけるだけ。




「──お父さま」




　応こたえる声はない。

　代わりに──




　シャワーの水音が絶え間なく響き続ける。

　ひどく、長い間。

　まるで。空中に浮かぶ巨大な瞳から流れ落ちていく、涙の滝のように。

























　──光。輝き。灼しゃく熱ねつ。




　真夜中には見ることのないはずの、それはまるで太陽の光をさえ思わせる。

　暗がりの空を灼やき尽くすかの如き光の奔流。

　月明かりが霞かすむほどの、暴力的なまでの眩まばゆさではあった。

　遙はるか高空を飛ひ翔しょうする〝船〟からもたらされる黄金の魔力光は次々と黒い森に降り注ぎ、目標とした赫瞳かくどうの異形を周囲の木々ごと吞のみ込んでいく。止まらない。止まらない。幾度も落ちてゆく光。破壊をもたらしながら炸裂さくれつする光。

「はは！　そうだ、空を仰げ！　地を這はえ！　平伏へいふくせよ！

　王の中の王の降臨なれば、相応ふさわしい態度で示すがよい！

　貴様らが我が光を目にするは、すなわちこの当世より消え去る時に他ならん！」

　空征く〝船〟の舳へ先さきに立って。

　大仰に、両腕を広げて。

　遙かな高みから、男はすべてを見下ろしてみせる。

　太陽と同等の輝きを、熱を、死を、断続的に地上へと向けて投射し続けながら。

「はは！　逃げろ、走れ、跳べ！

　せいぜい足搔あがけ。喚わめけ。叫べ！

　いずれ貴様ら三騎が悉ことごとく、我が光に灼かれて消え去る運命よ！」

　苛か烈れつ極まる光の雨の目標と定められたのは異形の狂獣だけではなく、玲瓏館れいろうかん邸の〝黒い森〟で戦闘を繰り広げていた他の英霊サーヴァントたちでもあった。

　哄笑こうしょうは続く。

　誰も、彼を止める者はいない。

　誰が止められる？

　いいや。止まらない。止まるはずがないのだ。

　たとえ、勇猛の伝承を有する英霊であろうとも敵かなうはずがない。

　大地へ豊ほう穣じょうをもたらしてくれる暖かな光ではなく、明確な鏖殺おうさつの意図を以もって叩たたき付けられる閃光せんこうを、怒れる太陽から伸びていく恐るべき光の蛇ウラエウスを、誰が止められようか。

　蹂じゅう躙りんされていく黒い森。玲瓏館邸の針葉樹森。

　そのただ中にあって、死の光を為す術すべなく浴びせられる異形。

　であるのに、異形の獣は、驚異的な生命力によって光の中で立ち上がろうと──




『■■■■■■■■■■──ッ!!』
















　咆哮ほうこう。

　森を揺らすはずの振動はしかし、更なる光に吞み込まれてしまう。

　荒れ狂う異形、狂える獣バーサーカーの肉体は崩壊していく。

　如何いかに恐るべき膂力りょりょくを秘めた四肢であろうと、光に砕かれ、灼かれ、消滅してしまえば何の意味もない。ただ崩壊していく。回復の手段もあるはずがない。

　この局面でサーヴァントの活動を補佐・補助すべき魔術師マスターは、既に命を奪われている。哀れ、ろくな神秘や魔術の知識もないままに、なけなしの使命感を以て聖杯戦争へと挑んだ若き青年は、つい先刻、己おのが主人の命令を受けて忍び寄った毒の娘アサシンによる抱擁と口付けを受けて、聖杯戦争から脱落している。甘く蕩とろける甘美の毒に生命と意識のすべてを崩壊させられていく死の最さ中なかにあって、青年は自らの目的に頷うなずいてくれたバーサーカーの安否を脳裏の片隅で考えたが、二秒と経たずに脳髄と神経のすべてを巨大な快楽の濁流に吞み込まれ、死んだ。

　故に、この狂獣には万が一にも勝ち目がない。

　放っていても消えゆくのみ。

　単独行動のスキルを有していない限り、マスターからの魔力供給が断たれたサーヴァントは自らの肉体を維持し続けられず、いずれ消え去る。

　それでも。

　狂獣は自らに残された短い時間の中で、己がマスターの目的を完遂すべく行動した。すなわち、東京に君臨して何かしらの邪悪な儀式を遂行せんとする魔術師の打倒。玲瓏館家当主及びそのサーヴァントの殺害。魔術を知らぬが故、神秘を知らぬが故、この東京で開始された聖杯戦争の何たるかさえ知らずに、盲目的な使命感で以て戦いに挑み続けた愚直な青年の意思に従い、狂獣は戦ったのだ。

　そして、とうとう今夜に破局は訪れた。

　毎晩、強力な結界の綻ほころびを求めて突撃し続けた玲瓏館邸の黒い森にて、狂獣は待ち伏せを受けた。昨晩出会って爪と刃とを交わした剣の英霊──セイバーがそこにはいて、自然と再度の戦闘となった。それだけではない。最後の力を振り絞って暴走する狂獣とセイバーとの一対一の激突に割って入った、数名の英霊たちも在った。

　槍の英霊ランサー。鎧よろいを纏まとい、巨大な槍やりを携えた長い髪の女。

　弓の英霊アーチャー。姿を隠し、木々の向こうから矢を放つ男。

　そして──

　飛翔する〝船〟によって姿を現した、騎の英霊ライダー。

　セイバーの刃を受けて、ランサーの槍を受けて、アーチャーのものと思おぼしい矢を受けながらも目的遂行のために黒い森を砕きながら進撃せんとした狂獣は、猛烈な光の雨の前にあえなく灼かれていくのみ。

　光を受け止めながら、僅わずかに残った意識の中で、狂獣は思う。

　これが相応しい。

　悪の想念の一端として存在を導かれた自らの存在ハイドでは、やはり、正義のために戦うことなどできなかったのだ、と。それは、本来有り得ない理性ジキルじみた考えではあったものの、瞬間、確かに獣は崩壊していく脳髄で思考する。

　唯一、無念が在るとすれば。

　剣の英霊。セイバー。

　蒼銀を纏ったかの人物が、最後まで、一対一での戦いを望んでくれたことに対し、応こたえることができなかったということぐらいか。この異形に歪ゆがんだ身と心と、他の英霊たちと、恐るべき光の奔流とを前にしながら、かの高潔の英霊は言ってみせたのだ。

「これは私の戦いだ。叶かなうなら、手出しはしないで欲しい！」

　何と優しいサーヴァントであるだろう。

　決して、甘さではない。

　彼が口にしたのは、狂獣への慈悲だ。

　最初にセイバーとの再戦を行った時点で既に、狂獣は心臓を不可視の剣で貫かれ、霊核は著しく弱体化していた。更に奇襲によるランサーの槍を受け、アーチャーの矢を受けて、マスターの死で魔力経路さえ失った。霧散せずに留とどまりながら破壊の暴風と化して英霊たちに爪を振るうことができたのは、宝具たる霊薬によって得た幾つかのスキル、特に狂化のスキルによって著しく強化された耐久力と、それを最適な形態で発揮する自己改造スキルに依よるものだ。もっとも、道連れは一騎も得られなかったが。

　もう、勝敗は決している。

　それでもあの剣士は言うのだ、一対一で、と。刃と爪で、と。

　誇りも武勇もなく、ただ愚かしさのみを有する狂獣に対して、眩いほど誇り高く。




『────ッ!!』




　最期の瞬間。

　空に向かって伸ばされた狂獣の鉤爪かぎづめは、攻撃を阻もうとしたものか。飛翔する〝船〟の更なる彼方かなたに見える、月を、求めたか。

　それとも、高潔の剣士に爪で以て応えんとしたか。




　いずれにせよ。

　その鉤爪も、光の中に消えていく。
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「……何と、強力な英霊」

　東京都杉並区、玲瓏館邸を遠くに望む高層マンションの屋上にて。

　ひとりの女が呟つぶやいていた。

　年若い娘だった。

　褐色の肌だった。

　髑髏どくろを模した白色の仮面越しの視線は、上空から光を投射し続ける〝船〟を鋭く見据えている。生前には知り得なかった事柄ではあれど、サーヴァントとして現界した現在の彼女には、あれが古代エジプトの神話に語られる〝太陽の船〟であると認識できる。

　あれを宝具とする英霊であれば、候補は限られる。

　神へと至る王──ファラオ。その、いずれか。

　古代エジプト王朝歴代のファラオの中でも、ああまで強力な宝具を操るならば、よほど強大な猛者もさとして歴史に名を残した者であるに違いない。サーヴァントの強さは勇名にのみ依るものではないが、紀元前に勲いさおを成して神秘を得た者の実力は軽んじられない。

「早めに手を打たなくては」

　短く呟く。

　けれど、直後に、女は僅かに首を振る。

「……いいえ。いいえ」

　さしでがましいにも程があった。

　自分の真の主人マスターたる爛漫らんまんの少女、咲き誇る花より尚なお美しいあの少女であれば、自分では考えも及ばないような手で見事にあれを屠ほふってみせるに違いない。たとえ、太陽でも。たとえ、月でも。あの少女の輝きに及ぶはずがないのだから。

　自分は、ただ、主人たる少女の命令に従うのみ。

　先刻のように──

　そう。つい先程も、ひとり殺してきたばかり。

　聖杯戦争の詳細など何も知らずに狂獣を「友」と呼んで正義を叫んだ哀れな青年を、この肢体で思い切り抱き締めて。

　しなやかに、柔らかに、抱き締めて。たっぷりと毒を擦り込んで。

　唇と唇を触れ合わせて。

　優しく。愛いとおしく。

　脳髄と神経のすべてを蕩かして、殺してみせた。

　実に、現界して初めてになる主人からの直接の命令による殺しだった。故に、青年との口付けの瞬間には昂たかぶりに昂ぶって、身を震わせてしまった。背筋から脳天まで走り抜けた熱と甘美の味わいは、きっと、青年が感じたそれよりも遙かに上であったに違いない。

　殺した直後、息が上がる程に滾たぎったのは初めてのことだった。

　それほどまでに、自分は。

　主人のことを。

「我がすべて、あるじのために」

　再度、呟く。

〝太陽の船〟を睨にらみ付けて。

　既に弓兵アーチャーのマスターである魔術師については、先日の奥多摩山中にてあの少女が陥落させている。どれほどの手練てだれ、どれほどの英霊であろうと、既に弓兵は少女の敵ではない。

　残る六騎のうち、既に少女は自分を含めた三騎を手中に収めたことになる。

　残るは槍の女ランサーと魔術の男キャスター、そして──

　視線の先にて光輝を操ってみせる、あの英霊。

　直接的な戦闘力に乏しい自分では、あれには到底敵うまい。接近する前に光に灼かれて消え果てるのみだろう。だが、そうだとしても、もしも少女の可か憐れんそのものである唇から声が、言葉が紡がれたならば、迷うことなくそうしてみせよう。

　この身砕け果てるとしても近付いてみせる。

　上空であろうと。

　要塞ようさいであろうと。

　寝所であろうと。

　何処であっても忍び寄り、唇を押し付けて。必要とあらばそれ以上でも。

「……愛まな歌かさま」

　少女の名を口にする。

　そう。何であろうとも、あのひとの命令であれば。

　あの、透き通った瞳ひとみが自分を見てくれるなら。

　あの、眩いばかりの輝きを浴びるためならば。

　飛翔する光輝の王であろうとも、哀しみ秘めた女であろうとも、清廉の魔術師であろうとも、聖剣を手にした騎士王であろうとも──

　年端もいかない幼子であろうとも。

　この唇で、指で、肌で、体で、屠ってみせよう。
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　他陣営との共闘について。




　聖杯戦争に於おいて、六騎の英霊サーヴァントと六人の魔術師マスターは当然、敵ではある。

　いずれ倒し、殺すべき対象に他ならない。




　しかし、そこにも例外は存在する。

　序盤の戦いで消耗することを避けるため、一時的な同盟を結ぶ、といった例だ。

　英霊二騎を連携させることで、他の単独の英霊たちを効率的に排除した後に、同盟相手と雌雄を決する──




　非常に効率的な手段ではある。

　二騎の英霊を相手取って苦戦しない英霊はそうは存在すまい。

　だが、同時に、この手段は大いに危険も孕はらんでいる。




　所詮しょせん、他のサーヴァントもマスターも窮極的には敵に過ぎない。

　裏切りの可能性は常に存在するものと考えよ。




　背後からの刃を警戒せよ。

　歴戦の英霊も、熟達の魔術師も、不意を打たれればあまりに弱く、[image: ]もろい。




　如何なる手を打っていたとしても。

　常に、油断するな。

　殺すべき機会と判断したならば、迷わず、殺せ。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　眠ろうとは、していた。

　事実。寝間着に着替えて、こうしてベッドに横たわっている。

「ん……」

　けれど。駄目。

　今夜はどうしても眠れそうにない。

　本邸二階の自室にて。玲瓏館美沙夜みさやは、窓越しに浮かんだ月明かりをぼんやりと見つめながら、微睡まどろみが訪れるのを静かに待っていた。

　先日、裏庭である黒い森へひとり立ち入ったことを父からは当然咎とがめられ、夜間の外出は敷地内であっても禁じられている。本邸の中もなるべく立ち歩かないように、と。有り体に言えば、夜は大人しく眠っていなさい、ということ。

　先日の自分の愚かしさは十二分に理解していたし、父の言葉は尤もっともだった。

　だから、美沙夜は眠ろうとした。

　柔らかなシーツの上で、暖かな毛布にくるまって。

　でも。眠れない。

　目が冴さえてしまって寝付けない。

　理由は──

「ねむれ、ない……」

　眠れない。寝付けない。

　その理由には確かな自覚があった。

　昨晩。裏庭の森で起きた出来事のすべて。使い魔を飛ばすことも禁じられていたから窓辺に立って見つめることしかできなかったけれど、その双眸そうぼうで、美沙夜は見たのだ。

　光。輝き。灼熱。

　夜に見ることはないはずの、太陽の光をさえ思わせる眩さ。光の奔流。

　遠隔視覚クレアボワイヤンスの魔術で捉とらえた姿は、間違いなくあの男──この玲瓏館を訪れて父と同盟を結んだ英霊、ライダーに他ならなかった。あれはきっと、あの男の所有する宝具だったのだろう。夜空に浮かぶ〝太陽の船〟と、そこからもたらされる、あまりに強力に過ぎる烈光。

　神代の、伝説のただ中に自分が立っているような錯覚さえあった。

　上空にまで及ぶキャスターの結界の内部であったのが幸いして、恐らくは一般の人々の目には触れていないはず。魔力的な視野でなければ、飛翔する船はおろか、光さえも目にできたかどうか。とは言え、断続的な地震としては認識されたに違いない。

　あそこまでの規模の破壊を、もしも魔術で再現するとしたらどれほどの大魔術が必要となるのか、考えただけで気が遠くなりそうだった。同時に、強く強く自覚した。空前にして絶後なる聖杯戦争の渦中に自分が立ち会っている、という事実への認識と、そこから湧き上がる当然の緊張感。そして、何よりも、昂ぶりのようなもの。願わくば、後者こそが自分の感じる最大のものであると思いたい。

　思いたい、でも、どうだろう。

　昨夜の光景──ではなくて、意識が向いてしまうのは父のこと。

　父の様子が脳裏にこびりついて離れてくれない。

　戦況は決して悪くはない。この屋敷を中心としてキャスターの編み上げた結界はサーヴァントの侵入を阻み、実際のところ、これまでに三騎のサーヴァントが本格的な侵入を試みたが、いずれも本邸へは辿たどり着けてはいない。唯一、工房をものともせずに押し通ることが可能と目される強力なサーヴァントであるライダーの陣営とは同盟を組んだ。

　そして、昨晩。黒い森における戦闘で、バーサーカーはセイバーの刃の前に倒れ、ライダーの光で完全に消え去った。

　あれほどまでに強力なライダーと同盟を組んでいる。最終的に相対することになるのは事実とはいえ、キャスターはあの光景を目にしてなお「心配はありませんよ」と美沙夜に告げていた。絶対の自信があるのだ。自らの魔術、もしくは、宝具に。

　安心、等などと口にできないのはわかっている。

　恐らくは、それこそが聖杯戦争の本質なのだろうと美沙夜は思う。

　でも、それでも。

　あの光の雨の後の、父の様子は──

　普段の父からは考えられないほどの、尋常ならざる狼狽ろうばいに見えた。

　こちらを見て、二秒以上も言葉を失っていた気がする。

　一体何を、父は目にしたのだろう。

　気になってしまう。

　それは、美沙夜が眠れない理由の、最大のものだった。

「んん……」

　駄目。

　どうしても、眠れない。瞼まぶたを閉じてもすぐに開いてしまって。
















　だから、ベッドから抜け出て。

　兎のかたちを模した暖かい上履きスリッパに足を入れて。

　年代物の、東欧製だという大きな木製机の上に置いたラジオへ手を伸ばす。時折つけることのあるそれは、美沙夜にとっては、眠れない時に限って触れるもの。現代に生きる魔術師の例に漏れず、美沙夜も機械の類たぐいはあまり得意ではなく、日常的にはさほど触らないまでも、母がくれたこのラジオだけは別。

　くるくると円形のパーツを回して、周波数を調整。

　原理自体は理解している。ＡＭラジオの場合、変調させることで音声情報を乗せた電波をアンテナで受信、受信機であるこの機械ラジオで復調させることで音声情報を再生する。すると、四谷なり曙橋なりの都内ラジオ局で収録された音声が、遠く離れたこの玲瓏館邸の一室に僅かに遅れながら響くことになる。

　と──

「……おかしいわ。どの局も、なんて」

　何も聴こえてこない。

　正確には、周波数を合わせようとしても砂嵐だけが響いて。

　壊れてしまったのだろうか。文明のもたらす機械に対して、神秘を操る魔術師はどうにも相性が宜よろしくない──という例が多い──ことは、魔術の世界ではそれなりに広く知られている。買ったばかりだとしても、すぐ壊してしまう、というのもよく聞く話。

　美沙夜としては納得がいかない。

　至極、丁寧に扱っているつもりなのに。

「まあ、いいわ。聖杯戦争が終わったら、修理して貰もらいましょう」

　使用人の誰かに頼めば済む話だろう。

　現在、仮の使用人として働いているホムンクルスに頼むということも僅かに脳裏を過よぎりはしたものの、やめておこうと静かに思う。彼女たちはあくまでキャスターの所有物であって、玲瓏館家に仕える者として扱うのは本道ではない、と美沙夜は考える。

　さて。どうしよう。

　眠れない。

　目はすっかり冴えていて、暇つぶしのラジオも役に立たない。

　魔術書に目を通すなり、学校の勉強をするなり、幾つか思い浮かんでも気分はまったく乗ってこない。昼間、起きている間にどちらも行っている。特に、学校の勉強で言うならあまりに退屈すぎて既に中学校に上がってから修めるべき内容に踏み込んでいる、というか、既にそれさえ修了しつつある。この分では、高校の課目に手を出すことになる。

　魔術の勉強であればどれほど修めても充分ということはないのだし、行うのにやぶさかではない。昼間なら。目や意識は冴えているけれど、体は睡眠を欲しているのが分かるような状態では、きっと魔術書を開いても身につかない。

　だから。美沙夜は、少し考えてから。

　そっと、扉に近付いて。

　音を立てないようにして──

　廊下に出てしまう。外に出るのは禁じられていても、本邸の内部を歩くことは避けるようにと言われているだけで禁止ではないのだし、それに、理由は思い付く。噓を吐かずに歩く理由。そう、化粧室トイレへ行こう。あくまでこうして歩く目的はそれであって、外へ出るためではない。ただ、少しだけ、遠回りしてしまうのはご愛あい敬きょう。

　廊下に出た途端、吐く息は白い。

　二月の空気はまだ冷たくて、夜は特に。

　室内とは違って床暖房なども廊下にはないものだから、上履きの暖かさが心強い。

　足音を極力立てないように歩きながら、ふと、美沙夜は窓の外を見る。

（大丈夫、なのでしょうね。私が心配することでもない。か）

　内心で呟く。

　使い魔を外に飛ばしていない以上、現在の邸内すべてを把握することはできない。

　とは言え、感知の魔術は文字通り無数に仕掛けられている。既に、先刻の戦闘から数時間。更に侵入を試みようとする者がいるとは思えないまでも、万が一にも訪れる者があれば、たちまちキャスターや父に気付かれる。

「……無数に」

　思わず、声にして呟く。

　そして、玲瓏館美沙夜は自分の未熟を今夜も思う。

　無数。そう、文字通りに。つまり。

「そういうことです。お気付きですね」

　彼の声が響く。

　気付かれぬよう、ささやかな溜息ためいきを吐きながら美沙夜は振り返る。

　視線の先。当然のように、背の高い彼の姿があった。

　艶つややかな長い髪。思慮深い瞳。

　現代に仮初めの肉体を得て現れた、魔術師キャスター。

「私の目は敷地のあらゆる場所に在って、廊下であっても例外ではない。

　そして、夜歩きはいけません、美沙夜。お父上のご心配は分かっていますね？」




　寝室に戻されてしまった。

　噓を言ったことになるのは良くないから、あくまで、化粧室へ行こうとしていたのだという主張は事実にしておいた。結果として、その間も、廊下で彼は待っていた。使用人ではないのだから、と美沙夜は言って嫌がったものの、彼は涼しい顔で。

「お待ちしています」

「いいから。やめてください、キャスター」

「いいえ」

「だから……」

「お待ちしています。さ、美沙夜」

　押し負けた。

　言い様のない恥ずかしさがあった。

　なるほど、これは一種の罰であるのかと理解したのは名前を呼ばれた瞬間だった。

　甘んじて受け入れながら、恥ずかしさに耐えつつ。化粧室を後にして、廊下を歩いて、こうして寝室へと戻って。

「さあ、ベッドへ。その愛らしい上履きを私が脱がして差し上げましょうか」

「……結構だわ。それくらいは自分でやれます」

　憮ぶ然ぜんとしてしまいそうになるのを、静かに堪こらえる。

　この場面。この局面。どう考えてもこちらの分が悪いのだし、寝台に入って瞼を閉じるまで見張っていますよと言わんばかりの彼の行動も、普段であれば兎とも角、現状では理に適かなっている。

　淑女としての意識からすれば、寝室へ入られるのには抵抗がないと言えば噓になる。

　けれど。彼は気にしていない。

　それどころか、幼子にするように、眠るのを見届けるまで居座るのが義務であるとでも言うような気配さえ感じられてしまって、やはり、美沙夜の顔には不服と憮然が表情として浮かびそうになってしまう。静かにただ受け入れて、堪えなくては。

「おや、おや？　これは現代の機械、でしょうか」

「ええ。ラジオです」

「ふむ。これが、ラジオですか」

「ご興味がおありです？」

　彼の視線が机へ向いているうちに、うさぎの上履きを脱いで。

　ベッドへ。剝むき出しになった素足をするりと毛布の下に入れながら、声を掛ける。

「ええ。とても。優れた技術というものは、何であれ、参考になるものです。発想や閃ひらめきとは、たゆまぬ知識の積み重ねがあってこそ輝き得るものなのですから」

　興味深そうにラジオを見つめている。

　現代についての知識はある程度まで備わっているという英霊の身でありながら、こうも興味深げにラジオを見ているのは、何故だろう。ラジオについては知識がない？　それとも、母がくれたこのラジオ──元は祖母のものであったというこれが、現代の範はん疇ちゅうにないものだから分からなかった？　もしくは、特殊な型、であるとか？

　分からないまでも、一応、言葉にしてみる。

　ラジオ。電波、電気信号を利用した音声の送受信システム及び受信・再生装置の総称。

　利用目的は──

「遊興と情報、それに広報、ですか」

「はい。遊興のための番組や、情報伝達のためのニュース。他には、商品の広告・広報といったものに使用されます」

「テレビ、というものと似ているのですね」

「よく似ていると思います。違いは、映像が伴っているかどうか。先に発達したのがラジオで、テレビはその後を追って広まったようです」

「なるほど。興味深い」

　深く頷いている。

　まさか、伝説として語られる錬金術師たる彼が、現代日本であれば誰しもが気軽に触れているラジオの話にここまで食いついてくるとは思わなかった。これでは、もしもポケベルの話など始めようものなら、一晩中、寝かせてくれないかも知れない。

　時間があるならそれも悪くない。

　彼は、何というか、実に聞き上手だったから。

　利用目的、原理、普及具合、世代ごとの傾向、等々。

　分からないことを聞くにあたり、ひとつひとつ嚙かみ砕くようにして、得た情報を自分のものにしていく。理解しながら聞いているぶん、受け答えが明確に洗練されていくので、話していて気持ちが良い。話し甲斐がいがある、と言うべきか。

　まだ話していたい、という気持ちは確かに、美沙夜の中にはあるのだけれど。

　少し、疲れてきたような気がする。

　瞼が重い。

　つい先程には感じなかった、眠気が押し寄せてくる。

　そう感じた瞬間、意識がぶれる。明確な思考が崩れていって、微睡んで。

「美沙夜」

「は、い……」

「今夜はありがとう。もう、お眠りなさい。心配は要りません」

「ん……」

　瞼。閉じてしまう。

　彼の、穏やかな声に導かれるようにして。

「安心してお眠りなさい。我が魔術の要塞を破壊し得る力を有するライダーとは、お父上がマスター同士の協定を結んでいますし、忌々しきセイバーも今のところ強行突破などは考えていないはずでしょう。貴方あなたは、安心して、眠って良いのです」

　囁ささやくような声と、同時に。

　彼の手が触れていた。

「良い夢を」

　首の裏側──

　うなじあたりに触れる彼の左手は、不思議なくらいに暖かい。

　先日の彼の体温はひどく冷たかったのに、今日は、随分と違う。

　ほっとなって、微睡まどろんでいく美沙夜。

「え……」

「よく眠れる、お呪まじないです」

「おま、じ……ない……」

　瞼を閉じる、瞬間。

　柔らかく微笑むキャスターを見上げながら、朧おぼろ気げに美沙夜は思う。




　何故？




　どうして彼は、セイバーに対して〝忌々しき〟と形容したのだろう？

　あの蒼銀の騎士を、先日の彼は、確かに〝高潔な英霊〟と称していたはずなのに。

　それなのに。

　形容を変えたのは、どういう、理由が──
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　英霊同士の関係性について。

　先述したように、聖杯戦争に参加する英霊は例外的に人格を有する。

　そこで起こり得る問題はこれまでにも述べたが、ここでは更に別の問題を記す。




　英霊と、英霊。

　恐るべき破壊の具現として激突する以外の関係性を、彼らが有する場合である。

　一箇の人格として、一騎の英霊が、他の英霊に何かしらの執着を得た場合、マスターにもコントロール不可能な事態に陥る可能性は極めて高い。




　ごく例外的に、執着なりの感情を深めることで宝具の威力を最強に発揮させ得る英霊も存在し、そういった英霊であれば、魔術なり霊薬なりの強制的な手段で以て他の英霊への感情を増幅させるのは悪手あくしゅではない。が。是これはあくまで例外だ。




　英霊の、他の英霊に対する執着は危険なものだ。

　敵意にせよ、恋慕にせよ。




　過剰な執着は、必勝の戦闘状況の構築を困難なものとする。

　これを放置すればマスターとの関係性は容た易やすく崩壊し、他の陣営と同盟を結んでいた場合はその同盟関係さえ危うくなるだろう。




　対処の方法はひとつ。

　自らの英霊を理解せよ。逸話を把握せよ。心理を認識せよ。

　英霊の人格にまつわる問題へ正しく対処するには、先述の通り、理解及び関係性の構築以外には存在しない。




　あらゆる執着を上回る関係性を、自らの英霊との間に築き上げよ。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　天才──

　天賦の才とは、まさしくあれのことを言うのだろう。

　マスター階梯かいてい第一位の熾天使。

　サーヴァント階位第一位たる剣の英霊セイバーの所有者。

　あの娘。

　名は、沙条愛まな歌か。




　過去、あの男が述べた言葉を今更ながらに私は思う。

　玲瓏館家の当主である私とは同世代であり、同じ街を拠点とする古い血脈を有する魔術師同士ということもあり、沙条の現当主とは少なからず交流を持っていた。故にこそ理解していた。あの男はつまらない冗談を言うような人間ではないし、哀れな虚勢を張るような人間でもない、と。

　交流があった──とは言え、あくまで魔術師としての話。俗世の人間たちのような親交とは程遠く、数度、魔術研究についての言葉を交わした程度が実際ではある。それでも他の魔術師と比べればよほど〝親しい〟とは呼べる。尤も、魔術師としての正体を隠して付き合う近隣住民のほうが、そういう意味ではよほど〝親しい〟と言えるだろうが。

　数度に渡る語らいの中で、そう、彼は確かに言っていた。

　自らの娘。沙条愛歌。

　あれは、沙条の家系などに収まることのない天才なのだ、と。

　家系として血を通じて受け継がれていくはずの魔術回路は、確かに愛歌の身にも備わってはいるが、あれが沙条の魔術回路と呼べるのかどうか。後に生まれた綾あや香かは確かに家系そのものの魔術回路を備えているが──

　あらゆるものが例外なのだ、と彼は言っていた。

　魔術回路。学習の速度。魔術の適性。父である彼や沙条歴代当主が触れたことのない種の魔術まで、驚異的な速度で愛歌は修めてみせたという。

　俄にわかには信じられるはずもない。冗談ではなく、虚勢ではなくとも、ならば幾らかの誇張を以て語られているのだろう。確かに沙条愛歌は秀才・天才の類であるのかも知れないが、流石に、そんな化け物が存在するはずがない。同じく、私以上の魔術回路を有して、素養に満ちて生まれた愛まな娘むすめの美沙夜と同じく、稀代の才を持つ後継者が生まれたということに他なるまい。

　愚かにも、当時の私はそう判断したのだ。

　ああ。ああ、そうとも。

　何と私は愚かに過ぎたのか！

「……成る程、はは、そうか」

　玲瓏館邸内。地下の研究室にて、私は笑みを浮かべる。

　硝子ガラス瓶に映り込んだ表情の何という空虚。

　こんな顔を、娘にも、妻にも見せられるものか。

　空虚の笑顔。ああ、笑顔ではあっても。

　歓喜ではない。

　是は、間違いなく恐怖をかたちとした笑みだった。

　可憐、と本来であれば呼べるはずの表情を思い返したが故の、恐怖の発露だ。

　あれは、あの、人間のかたちをした何かは、確かに──

　確かに天才だ。

　そうでなければ──




『ごきげんよう。はじめまして、かしら。玲瓏館のおじさま？』




　咲き誇る爛漫そのものの微笑み。

　麗しくも美しい妖精ようせいの如き囁き。

　そして、あの、瞳の奥に映っていた有り得ざる何か。

　こちらへと向けられたあの少女の笑みを思い浮かべ、私は恐怖に身を竦すくませる。

　数日前、この東京で史上初の聖杯戦争が始まってから一度だけ目にした、あの娘、沙条の家に生まれた長女。

「一体、いつ……」

　美沙夜が──

　私の娘が、バーサーカー及びセイバーと遭遇した夜には、確かに、沙条愛歌の姿は見ていないようだった。あの時の安あん堵どを私ははっきりと覚えている。ああ、良かった。仕掛けられてなどいないじゃないか。ならばあの言葉はただの脅しであったのだ。




『マスター本人を狙うよりも、力の劣る弱みがその人にあるのなら、それを狙うのがいっそう効率が良いと思うの。おじさまは、どうかしら。そう思わない？

　たとえば、美沙夜ちゃん。可愛い子。

　あの子を失うのは、おじさま、とてもとてもつらいことよね？』




　そうだ。そう。そうだとも。

　脅しに過ぎなかったのだ。だから、美沙夜は無事なのだ。何事もなく、傷付けられることもなければ命を奪われることもない。あの少女は、牽制けんせいとして私にそう発言したに過ぎない。如何に天才とは言えども、キャスターとして現界した伝説の錬金術士パラケルススたるヴァン・ホーエンハイムの万全の術に勝るはずがない。

　そう、私はあの晩に判断して。安堵した。

　なのに何故だ。

　一体、いつ？

　この魔術の要塞に守られた美沙夜に──

　どうやって、あの沙条の娘は仕掛けたというのだ？

「……私は何だ。何が、極東随一の魔術師か。小娘、ひとりに、こうも」

　呻うめき、笑って。

　私は研究室の中をさ迷うように歩いては、あちこちに置かれたさまざまな魔術礼装を手にしては眺めて確認し、苛いらつきながら床へ投げつけて叩き割る。違う。違う。必要なものは是ではない。見付けなくては。本来であれば魔術協会なり世界中の故こ買ばい屋やなりに連絡し、手を尽くして取り寄せるところだが、外部との接触は難しい。

　輝かしい栄光を与えるはずの、大願を果たす儀式であるはずの聖杯戦争が、今は最大の壁となって私の行動を阻む。結界に守られた邸内から出る訳にも、外部から他者を寄せ付ける訳にもいかない。目当てのものが世界の何処かにあったとしても、邸内へ運ぶことができなければ意味はない。

　故に、私は探すのだ。玲瓏館邸の中で。

　私の蒐しゅう集しゅう品は兎も角も、祖父の遺産であれば或あるいは。

　そう信じながら、私は探す。探す。

　明確なまでに高まった疑念を胸に秘めて。

「何処だ。何処にある。あれだ。あれがなくては、駄目なんだ」

　探し続ける──

「美沙夜。美沙夜が、駄目になる」

　駄目だ。

　駄目だ。駄目だ。それだけは。

　私だけではなく、キャスターも気付いている。

　呪じゅ詛その痕跡こんせき。我が娘、美沙夜には、何者かによる呪詛の痕跡が在る。未いまだ本人が気付いていないのが幸いだが、あれも私と妻の間に生まれた優秀な娘だ。遠からずひとりでに気付いてしまう可能性はある。

　私とキャスターが気付いたのが、数時間前。

　どうなっている？

　バーサーカーを屠ったあの戦闘の最中、何かをされたのか？

　そんな筈はずはない。キャスターと私の監視網をくぐり抜けた者など、有り得ない。

　だが。




　沙条愛歌──




　あの少女であれば。

　監視網をすり抜けて私の目前に現れた、あの先日の出来事と同じように。

　戦闘に意識を集中させていた私とキャスターの〝目〟をかいくぐり、美沙夜に接触し、呪詛を仕掛けていた。と考えれば、辻褄つじつまは、合う。

　並の才能ではないと認識していたが、それどころの話ではない。

　化け物だ。

　半ば異界化さえ果たしているこの魔術空間、玲瓏館邸に。一度ならず二度までも。

　魔術師。そうなのか？

　サーヴァントと相対してさえ感じることのなかった恐怖に、私は、今なお悲鳴を漏らしそうになるのを堪えながら、探し続ける。

　今、自分に──

　否。美沙夜にとって必要なものを。

　まだ、間に合うはずだ。

　間に合ってくれ。どうか、どうか──
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「……どうか、良い夢を」

　眠りに就いた少女を見つめながら、彼キャスターは囁く。

　寝台の端に静かに腰掛けて。

　右手を伸ばして。手の甲で、眠る少女の真っ白な頰に優しく触れる。

「美沙夜」

　名を囁く。

　それは、瞼閉ざして眠る少女の名。

　それは、父母に愛された少女の名。

　それは、自らが、尊き生け贄にえとして捧ささげることを定められた少女の名。

　彼は、一瞬、憂いを帯びた表情を浮かべたが。

　逆らわなかった。

　既に、裏切りは果たされているのだから。

　故に彼は唇を開き、告げる。此処ここにはいない誰かへと、自らの言葉を捧げるのだ。

「我が主あるじ、仰せのままに、更に深く繫つないでおきました」

　少女を──

　美沙夜を見つめながら。

「はい。どうぞ、ご自由に。

　如何なる呪詛も、思うがままに、遠隔地から仕掛けることが可能です」

　たとえば、そう、ラジオのように。

　淡々と彼は続ける。

　返答の声は響かない。もしくは、彼だけに届いているのか。

「いいえ。世界のすべては貴方のものです。

　その貴方がお決めになった事柄であれば、私の情などに何の意味がありましょう」




　彼は──

　虚空に一礼する。




「我が主、万物を統べるべくして生まれ落ちたる、根源の姫よ。

　真なる星の光充みちた遙か過去の神々でさえ、貴方の輝きには敵うべくもない」




　恭うやうやしく──

　仕えるべき真の主人に対するように。







「──沙条愛歌さま」

























　我が友よ──




　愛いとしき、我が同胞。

　我が教えを受け取ったであろう数あま多たの子らの裔すえ。

　極東の地に在って研鑽けんさんを絶やすことなく、見事なまでに魔術を精錬させた愛し子よ。




　玲瓏館れいろうかんの当主にして、東京なる最果ての都にて行われる〝聖杯戦争〟の参加者。あまねく魔術師たちが秘めた大願を果たすため、この過酷な戦いに何もかもを捧ささげ、嗚呼ああ、文字通り今まさに捧げんとする友よ。




　パラケルススたる私は、貴方あなたを敬おう。憐あわれもう。

　切なる願いを聖杯にて叶かなえんとする試みは、今や、何の意味もないのだから。




　だが、悲しむことはない。

　憂えることもない。




　どうか貴方の魂の視野、意識と感覚とが正しく拡大されることを私は望む。そうすれば、たとえ救われることがないのだとしても──

　無念と後悔と血涙の果てに。

　貴方は理由を得る。

　そう、この私のように。




　個の、もしくは家系の願いは果たされずとも。

　ある意味で大願は果たされる。

　美しくも輝かしき、根源に連なる可か憐れんなりし王女ポトニアによって。
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「私を、裏切っていたのか。キャスター」

　声が、夜空に溶けていく。

　月と星々の輝きを湛たたえる空は都内であるにも拘かかわらず、妙に澄み切って、何か清らかなるものの降臨さえ思わせる。

　清らか。清浄。果たしてそうだろうか。

　少なくとも、美しさは其処そこに在る。

　絢爛けんらんにして爛漫らんまんの少女。

　そして、影のようにして彼女に従う長身の青年。否、正しくは壮年か。少なくとも英霊と化す以前の彼の人生はそれなりに長く在ったはず故に、彼が正しく命を有しながら体感した時間は長く、ならばそれは壮年と呼ぶに相応ふさわしい。

　しかして外観は流麗の青年そのもの──

　その貌かおは〝こちら〟を向いていない。

　玲瓏館邸の前庭にて、石畳に膝ひざを突いて喀血かっけつするかつての主人マスターたる男へと、震えながら左手を伸ばす男へと、人じん智ちを超えて神話や伝説に於おける力を行使する英霊、サーヴァントの一騎たる魔術師キャスターは視線だけを向けていた。

　無言。ただ、無言。

　男に対して語る言葉など今や何ひとつない、と仕草だけで告げている。

「そう、か」

　呻うめく声。

　男の口元からは赫色あかいろが一筋、流れ落ちていた。

「お前の結界は完璧かんぺきだった。たとえ神代の魔術師であろうと、結界を越えて、更には美み沙さ夜やへ魔術的な干渉を行う、等などと……不可能なはずだった。だが、確かに」

　確信の響きだった。

「お前なら」

　憤ふん怒ぬの響きだった。

「結界の内側であれば、さぞ、容た易やすかったろう」

　後悔の響きだった。

　何よりも、絶望の響きがそこには在った。

　友と呼んだかつての主人たる玲瓏館家当主である男の言葉に、しかし、キャスターは反応しなかった。僅わずかな視線さえ、月光と星明かりを浴びて微笑む少女へ向けて。

　静かに。恭うやうやしく、頭こうべを垂れながら告げる。

「沙さ条じょう愛まな歌かさま。先日の狂獣バーサーカーに引き続き、今こ宵よいも英霊を一騎屠ほふるでしょう。正しく事態が推移すれば二騎」

「ええ、そうね」

「すべては貴方の思うがままに」

「ええ」

「──それでも、貴方はご不満と見える。奥多摩の一族の殲滅せんめつでしょうか。何なりと仰おっしゃっていただければ、ヴァン・ホーエンハイムは全霊を以もってご期待にお応こたえしましょう。お忘れなく。貴方は、ただ唯一、世界に対して対等たり得る者なのですから」
















「んー……いいえ、いいわ。奥多摩へはわたしとあの子だけで」

「御意」

　言葉は交わされる。涼やかに。

　恐るべき内容だった。

　痛みに耐えて石畳から立ち上がろうとする男には、その会話の意味するところが明確に理解できていた。すなわち、あの強力なサーヴァント・ライダーのマスターである魔術師とその一族の殲滅。遠く〝神殿〟級には及ばないまでも、数十名の魔術師たちによって編み上げられた奥多摩山中の魔術工房は強力だ。そこに、二名で乗り込み、あまつさえ殲滅を口にするという無謀。

　否。無謀ではないのだろう。

　こうして、間違いなく〝神殿〟と呼べる工房に侵入してみせるのだ。

　それでいて余裕を湛えている。

　怪物。

　その二文字が、男の脳裏を過よぎる。

　駄目だ。英霊、サーヴァントとしてのキャスターと並び立って微笑みさえ浮かべようとする少女を、自分一人では殺しきれるはずもない。圧倒的な存在。紛まごうことなき天才と称すべきところ、しかし、想起される言葉はやはり。怪物。

　何故だ。

　その才は確かに優れたものではあるのだろう。

　恐るべきものでもあると、既に油断なく認識してもいる。

　だが、四大の魔術を修め、賢者の石にさえ到達した大魔術師──英霊にまで至った偉大なるパラケルススたるヴァン・ホーエンハイムが、傅かしずくのか。如何いかに天才であっても人間には違いない。サーヴァントを屈服させるような芸当を成せる筈はずがない。

　ならば。

　やはり、浮かぶのは強烈な疑問だった。何故。

「貴様……何故だ、何故、お前は、その娘に屈している？

　友と私を呼んだお前が。貴方が。パラケルスス師、私は、確かに貴方と共に歩めていた筈だ。互いに志を同じくする魔術師なればこそ、他のサーヴァントにはあり得ない繫つながりが、私たちには、確かに……」

　ある。そう信じた。

　彼の唇からもたらされる言葉は常に叡えい智ちに溢あふれ、そして同時に、人としての慈愛にさえ溢れていた。多くの魔術師たちが修練の途中に捨てるべき人間性の多くを尊いと口にしてみせる人格は、成る程、神話と歴史に於ける英雄・英傑たちの果てたる英霊の一角に並ぶに相応しいものかと得心もした。

　だが。

　端的な事実として。

　愛まな娘むすめである美沙夜には、呪いが掛けられている。最初に察知した時のものよりも濃く、深く、最も早はや、取り返しが付かない程に。

　それを成したのは、まさしく──

「答えろ、キャスター……！」

　返答はない。

　男が、この玲瓏館当主たる者が叫んでも、ただ夜の静寂だけが在る。

　かつて自分をマスターと呼んだ筈の青年は、もう、何処にもいないのか。

　代わりに囁ささやいたのは、少女だった。

　そっと。優しげに。どこか、悪戯じみた響きを織り交ぜて。

　膝を突いたまま、身動きの取れない男へと向けて。

「玲瓏館のおじさま。そんなに怖がらなくても、いいのに」

　美しい娘だった。

　真夜中に在りながら、咲き誇る花園の中に在るような少女だった。

　聖杯戦争。魔術師と英霊による、七人七騎の殺し合い。そういう血濡ぬれた剣吞けんのんと殺伐などは酷ひどく遠い世界に在って、ただ、暖かな輝きと、微笑みと穏やかさだけが満ちる楽園からこちらを覗のぞき込んでいる。そんな錯覚さえ思わせる。

　少女。

　輝き。

　王女。

　それらが如き存在だった。

「闇夜の太陽の船メセケテット。とっても怖い熱砂の獅身獣アブホル・スフィンクス。たくさんの宝具を持った、無敵のはずの同盟相手ライダーがいるのだから、まだ、この先がどうなるかは分からないでしょう？」

　微笑んでいる。

　柔らかく。

「東京湾で戦っているわたしのセイバーと……おまけのアーチャーとランサー。もしかしたら、ライダーは、三騎に勝ってしまうかも」

　微笑んでいる。

　目を細めて。

「だから、もっと元気を出して。あなたはまだお友達キャスターを失ってもいない。ほんの少しわたしと仲良くなっただけで、彼、まだ現界しているわ」

　微笑んでいる。

　本当に、心の底から何かを愉しんでいるように。

　何に対して。自身の優勢についてか。石畳に膝を突いたまま、立ち上がる力もなく視線を向けるだけの男には分からない。少女が、愛する誰かのために手を尽くす行為のすべてを、純粋なまでに愉たのしんでいることには、気付くことがない。

　ただ感じるだけだ。

　月と星の輝きを受けて煌きらめく瞳ひとみの奥に在る、果てしない深淵しんえんを。

「あなたのお友達。キャスター。今夜もわたしを手伝ってくれているのだけど、なかなか悪くないわ。お陰で、ライダーの出した光輝の大複合神殿ラムセウム・テンティリスの中でも、わたしの大切な彼セイバーは剣を振るうことができるの。

　それは、とても尊いことなのよ？

　だって、かの剣こそは、誉れであって、刻ときさえ超えるのだから」

　そう、少女は言って──




　歌を口ずさむ。

　それは、月光降り注ぐ庭園で踊る妖精ようせいの歌か。

　それは、聖杯戦争を祝福する聖なる者の歌か。

　それとも。

　深淵から来たる何かを歓迎する、獣の王女ポトニアテローンの終末の予言か。




「過去にも。

　現在にも。

　未来にも」




　くすくす、と。

　微かすかな笑い声を混ぜながら。




「すべての刻を超えて。

　それは数多のヒトが見果てぬ夢そのもの、尊き〝栄光〟のかたち」




　くるくる、と。

　大輪の花の如く舞いながら。




「常勝の王によって振るわれる、其そは、輝ける剣。星の光のひとしずく──」




　くるくる、と。

　笑って、回って、高らかに左手を伸ばす。




「──ふふ。きっと綺き麗れいでしょうね。東京の夜を、彼の剣が切り裂くさまは。

　だから、早く終わらせなきゃ。海から離れた杉並ここや奥多摩の山奥からじゃ、きちんと光が見えないかも知れないのだから」

　そう言って。

　少女は、悪戯っぽく右の瞼まぶたを閉じてみせる。分かるでしょう？　と、言外に何かを伝えようとしている仕草。分からない。成果を自分の目で確かめたい、という意味か。思考を続けられない。最早、限界だった。

「ぐ、う……ッ」

　少女の仕草を引き金にするかのように、男は呻く。

　前庭の石畳に赫色が溢れ落ちる。びしゃり、と水音が響いて。

　視界が激しく揺れていた。

　肉体が急激な損傷を受けていることは、全身の激痛からすぐに理解できる。何らかの攻撃を被ったことによるものではない。損傷も、痛みも、すべては己おのが裡うちから発生しているのだから。魔術による治療で進行を必死に抑えることはできても、それが限度。

　その結果が、これだ。

　東京湾上に出現した大複合神殿にて今まさに行われつつある激戦について、男は正確な状況を知り得てはいない。固有結界として存在するかの領域は魔術的な遠視や透視も通さず、使い魔の侵入をも阻む。

　だが、ひとつの事実は厳然として存在する。

　かの決戦に際して──

　複合神殿の主たるライダーと、剣士セイバー、槍兵ランサー、弓兵アーチャーの〝三騎士〟とが死闘を行う中で、キャスターは、確かに、ライダーを裏切ったのだという事実。すなわち、契約魔術によって同盟を交わした相手を、男のサーヴァントであるキャスターが裏切ったということ。

　契約違反だ。

　術式文書たる自己強制証文セルフギアス・スクロールに血判を以て署名した以上、契約を破れば、相応の報いを受けることになる。具体的には、自らの体内の魔術刻印が男自身をこうして傷付けることになる。

　このまま放っておけば生命を失うだろう。

　首筋やこめかみに浮き上がった太い血管は、危険なほどに膨れて脈動している。

　最後の二騎となるまで協力関係を構築するという同盟、破れば死するのみ。そういう契約、そういう強制ギアスなのだから。魔術刻印が自動的に肉体を蝕むしばむ。止める方法はただひとつ、裏切りに相当する行為を即刻中止することだ。

「キャスター！　令呪を以て、我が友に命ず──！」

　男は叫ぶ。

　令呪の存在を強く意識する。

　未いまだ自分のサーヴァントではあるはずのキャスターに対して、最早、令呪を用いて強制的に従属させるしかない。ライダーに対しての何かしらの裏切り行為を、今すぐに止めさせる。そして、残る令呪で、愛娘に掛けられた呪詛じゅそを解き、この怪物にも等しい少女を排除させよう。

　ただし、実行の順番は逆だ。

　まずは最大の障害にして問題となっているこの少女を殺す。

　次に、娘を、美沙夜を助ける。

　裏切り行為の中断は、最後で構わない。

「沙条愛歌、を……！」

　令呪の全画数を使い果たせば、およそ聖杯戦争を勝ち抜くことはできないだろう。

　それでも構わないと男は判断する。

　ここが。今、この瞬間こそが、令呪の使い所だ。

　内臓と骨格が削られていくのが分かる。契約魔術による効果だ。自らの裡が蝕まれていく感触に、常人ならばおよそ耐え切れまい。それに耐えて言葉を続けられるほどの精神力が自分に在ったことを、男は驚きょう愕がくと共に受け入れる。

　耐えてみせる。言葉。あとは、たった一言。

　殺せ、と。

　述べてしまえば済む！

　キャスターが宝具を真名解放させれば、サーヴァントさえ消し飛ぶのだから。如何なる天賦の才を得ていようとも、所詮しょせんは人間に過ぎない少女ひとり、訳もなく！




「ふふ」




　笑う声。

　鈴の音が鳴るような。

　少女の瞳が、男を至近距離から覗き込んでいた。

　一体、いつ接近していた？

　距離はあったはずだ。

　魔術を行使した気配などない。ただ、数センチほどの目と鼻の先に少女がいる。透き通った瞳から向けられた視線に射貫いぬかれて、男の言葉がぴたりと止まる。舌が動かない。

「……ッ！」

　動かないのは舌だけではない。

　手も。脚も。体のすべてが、動作できない。

「降りてくださらないかしら、おじさま。キャスターを正式にわたしに頂ちょう戴だい。ミスター・パラケルススには、他にも、やって貰もらいたいことがあるの」

「……冗、談、を……ッ」

　動かないはずの唇を、舌を動かして言葉を告げる。

　同時に口腔こうこういっぱいに血が溢れ、既に細くなりつつある呼吸さえ妨げる。契約魔術の効果によるものか、少女の視線に逆らったせいか。どちらにせよ、この状況で声放つのは並外れた意思の強きょう靱じんこそが成せるものではあった。

　その執念、その気迫を前にして、可憐の少女はどう応えるのか。

　憐れむのか。

　哀しむのか。

　同情を以て、その想いに応えるのか。




「ふふ。そう、それなら」




　微笑んでいた。

　爛漫に咲き誇る、花そのものを思わせながら。




「降りる理由よわみを作ってあげる。

　もう途中までは組み上がっているから、今、仕上げてしまうわ」




　微笑んでいた。

　無垢むくの美しさを、瞳と唇と言葉とに湛えながら。




「本当は、最初にそうしようと思っていたのだけど──」




　微笑んでいた。

　花々のように爛漫に。

　天使のように無垢に。

　そして■■のように残酷に、無慈悲に。
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　サーヴァントの離反について。




　聖杯によって現界した英霊は本来、マスターである魔術師の力であり、聖杯戦争という魔術儀式を遂行するために必要不可欠な存在であり、七人七騎の殺し合いを勝ち抜くための有用な武器である。

　だが、時に、彼らはマスターから〝離れる〟ことも有り得る。




　最も可能性が高いのは、目的の不一致によるものだ。

　例えばＡという存在の消滅を願うマスターと、Ａという存在の維持を願うサーヴァントが相あい容いれることはない。いずれ道を違たがえることは必定。




　性格の不一致。

　人格を有しているが故に、英霊が魔術師をマスターとして認めないこともある。




　何らかの理由によって、魔術師が自らマスター権を別人に譲渡する可能性もある。

　魔術師が納得していれば穏当に事は運ぶだろうが、脅迫や拷問等の強制的な手段によってそれが成されることも十二分に有り得る。




　対処法は多くない。

　目的の不一致であれば、令呪の行使などで強制するしかない。

　性格の不一致であれば、関係性の構築を慎重に図るしかない。




　そして、強制的な譲渡──事実上の奪取を阻むには、細心、身辺の注意を行う以外には手段はないと考えるべきだ。




　弱みを作るな。

　もしも存在するのであれば、守り抜け。

　叶わなければ、最早、それを捨てる他に術すべはない。




　無論。捨てられるならば、弱みなどとは呼べまいが。





　（古びた一冊のノートより抜粋）
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　きっと、これは夢なのだと思う。




　私は──

　玲瓏館美沙夜である私は、そう、静かに意識する。

　自分とその周囲にあるものを見て、感じて、ほんの少しだけ驚きながら。

　ふわふわとした場所だった。




　ふわふわ、きらきら。

　さまざまな色で構成された空間で、星があちこちで輝いている。星。あまりに抽象的な星形をしたそれを目にすると、自分の幼さを見せつけられているよう。

　これは、私の夢の中なのだから。




　夢──

　メスメルに始まり、年経て発展した現在の心理学は夢にも解釈を与えている。

　そのごく一部には魔術にも通じる部分がある、と言うのは些いささか大おお袈げ裟さではあるけれど、実際のところ、精神の働きを解明しようとする試みは魔術の歴史にあっては遙はるかな過去から存在している。




　私は、精神操作の魔術に長たけているとは未だ言い切れない。

　それでも、ある程度なら。




　夢の中に在ることを瞬時に自覚するくらいは、できる。

　聖杯戦争にあっては、魔術師マスターと英霊サーヴァントは、魔力の経路で繫がっている構造上、互いの記憶を夢として見ることもあるという。それを聞いてから、私は、自分の夢についても、少し意識をしていた。

　聖杯戦争の参加者ではないのだから、私が意識する必要はないと、分かってはいる。




　それでも、つい。

　もしも私がマスターであるなら、と想像してしまって。




　ともかく。

　私は、静かに自己の状態を把握する。

　記憶の連続性についてはあまり保てていない。

　ぼんやりと、眠る前のことを思い出せる程度。聖杯戦争の最さ中なか。それは一応、認識できている。裏庭の森で発生したサーヴァントたちの戦闘──ライダーによって放たれた光輝で夜が輝いた日は、何日前のことだったろう。二日前？　三日前？

　よく思い出せない。

　仕方ない。だって、これは、夢なのだから。




　ここは夢の中。

　空、なのかしら。ええ。そうでしょうね。

　私は浮かんでいる。空を飛んでいる？　飛ぶというよりは、泳ぐ感覚のほうが比較的近いと思う。正確には、水中を泳ぐほどの抵抗もないのだけれど。

　自在に、泳ぐ風にして空を飛べる、ふわふわときらきらの場所。




　まるで、子供の夢想そのものであるかのような何処か。

　そういう空間に私はいて。




　浮かんでいた。

　飛んでいた。

　正直なところ、心地よい、と感じられる。




　それでも、不自由は幾つかあって。

　周囲も自分もふわふわとしているせいか、なかなか視界が定まってくれないし、空中に浮いているのは妙な感覚でもある。足下を踏みしめる感触がないのは、浮かぶ心地よさを覆す程ではないにせよ、妙に心細い。

　その癖、肌に感じるものがない。触覚を感じないのだ、とすぐに分かった。きっと、肌をつねったとしても痛いとも感じないはず。




　空の上のような、海の中のような、空。

　抽象的な星が輝いて。

　微睡まどろみをそのまま空間にしたらこうなるのかも知れない、とも思う。




　と──




「こんにちは」




　誰かの声。

　誰のものだろう。知っている声だった。




　誰かの笑顔があった。

　いいえ、それを私の意識はぼんやりと連想していた。この空間の何処かに、声をもたらした誰かが、笑っている誰かがいるに違いない。




　私は、よくわからない、靄もやのような──さまざまな色の満ちたそこを泳ぐ。飛ぶ。

　思うだけで移動できる。

　それは、飛行の魔術を未だ修得していない私には新鮮な感覚ではあって、ある種の心地よさはやはりあるものの、何か、違う。

　上下左右、自在に動いていけるのは悪くない。

　それでも、やはり、どうにも〝定まらない〟というのは落ち着かない気分になる。




　早く、目が醒さめないかしら。

　そう思いながら、もう、かなりの距離を移動して。




　果てがない。

　どこまでも、この空間は続いているかのよう。

　行き止まりがあるとしたら、どんな形をしているのだろう？




　そう思った、瞬間。

　ふわり、と目の前の靄が晴れて──

　何かが、私の前にいた。

　誰かが、そこに浮かんでいた。

　私よりもよほど自在に、ふわふわとした空間を優雅に舞い、踊るようにして。




「こんばんは」




　女の子だった。

　私より幾らか年上に見える、ええと、誰、かしら。




「ひさしぶり。美沙夜ちゃん」




　名前を呼ばれた。

　さも、当然のように。

　この子は私のことを知っている？

　私はこの子のことを知っている？




　誰だったかしら。

　ぼんやりとした記憶の中にちらりと見えたものがある。小さな頃の記憶。

　何処かの公園か、庭園か。

　いつか、緑の木々と草花の茂る素敵な場所で、出会った、ような。

　何歳か年上の、貴女。




「わたしたち、前に一度、会ったことがあるでしょう」




　そう。何年か前に。

　でも、それはおかしな気がする。

　あの頃と、少しも変わらない姿をしているなんて。

　夢の中だから？　そうなの？
















　貴女は──




「大きくなったわね。とっても可愛い。寝間着もうさぎのスリッパも、よく似合ってる」




　名前は、確か──




「ふふ。今日は、ね。わたし」




　ええと──




「あなたと、お友達になってあげようと思うの」




　明るい微笑みだった。

　綺麗なひとが、優しく笑っている。

　まるで、ケルトの伝説に在る妖精や、絵本やおとぎ話の中のお姫さまのように。




　私は、思わず頷うなずいていた。

　頷いてしまった。




　輝くような笑顔を見つめながら。

　ふわふわとした、きらきらと煌めく現実ではない空間の中で。

　頷いてはいけない、とは少しも思わなかった。私は、その時、そのひとを信じた。




　だって──

　友達だというのなら。




　日に日に顔色を悪くしているお父さまのことだって。

　相談、できるかも知れないのだから。
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　いいや。

　いいや。

　敬う。憐れむ。意味。視野？　いいや。それらが何だ。そんなものは欺ぎ瞞まんに過ぎない。幾百、幾万の言葉を並べようとも事実はただひとつ。そうだ。私は。

　この私、錬金術師ヴァン・ホーエンハイムは、東京に顕現せし聖杯の力の一端によって〝貴方のための力〟として現界しながら、貴方を友と認め、一箇の人間として敬愛をさえ感じながら、貴方の願いと魂とをこうも容易く裏切ったのだ。




　残酷な裏切り。

　無情の叛はん逆ぎゃく。

　それが、すべてだ。

　子を愛する父を、慈いつくしむべき尊い想いを私は蹂じゅう躙りんする。踏みにじり、叩たたき潰つぶし、跡形もなく粉々にするのだ。




　故に、我が友よ。

　貴方の責など万にひとつも有り得ない。

　在るのは、幾百万にも及ぶ──




　私の悪。

　ただ、それだけが在る。




　だが、もしも。

　真に輝ける者が。

　私が抗あらがうことのできない世界にさえ、立ち向かうのだとしたら？
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　瞼を開けると──

　見たことのない形相をした父の姿が在った。




　もう、夢の中ではなかった。

　寝台ベッドで瞼を開けた美沙夜の視界に飛び込んできたのは、野獣のように口を開き、涎よだれを垂らして、何かを叫ぶ父の顔だった。二メートルほどの先に在る、敬愛する父の顔。誰、と一瞬思ってしまう。誰でもない、毎日顔を見ている玲瓏館家の現当主たる父であるはずなのに、彼は、別人のような表情を浮かべていた。

　何かしらの魔術行使の副作用？

　違う、父が、極東有数の魔術の使い手がそんな事態に陥るはずはない。

　けれど。

「美沙夜」

　声は、掠かすれて。

　唇はひび割れて。

　歯を剝むき出しにしながら、荒く息を吐いて。

　目は血走って絶えずあちこちへと動いて焦点も定まらず。

　首筋や額には、有り得ないほど太く浮き上がった血管が脈打っている。

「お父、さ、ま」

　ぽつりと漏れた言葉は、父の叫びによって搔かき消される。

　叫び。そう。

「─────────ッ!!」

　叫び。叫び。叫び。

　鼓膜が破れてしまうかと思うほどの叫び声が、美沙夜の頭ず蓋がいを揺さぶる。夢から目覚めたばかりで、自分を取り巻く状況を正確に読み取れていない意識がぶれる。何をすべきなのか、何を告げるべきなのか、思考するよりも前に圧倒されてしまう。

（何、お父さま）

　分からない。

　ここで何が起きているのか、分からない。

　ここ。自分の寝室。

　何が。父が、叫んでいる。

　叫び。叫び。叫び。

　怯おびえてはいけない。何かをしよう。

　震えてはいけない。叫んでいる父。常ならぬ状態にある父。部屋にいるのは、父以外には自分ひとり。霊体化しているのか、本当にいないのか、キャスターの姿はない。もしも近くにいるならすぐに駆け付けているだろうから、いないのだ。

　だから、自分が、父の〝異常〟に、対処を──

「み、さ……や……美沙夜、美沙夜、美沙夜ッ」

「お父さま、そうです、美沙夜です。私がわかりますか」

「美沙夜」

　言葉は通じている？

　それなら、と思いかけた希望は瞬時に砕かれる。

「美沙夜」「まさかと」「意識の片隅に」「キャスター」「だめだ、だめだ」「最悪の場合」「備えて」「最悪だ」「最悪」「キャスター」「この身朽ち果てるよりも、前に」

　父の唇から漏れる言葉。

　叫び混じりのそれは、断片。羅列。意味が取れない。

「美沙夜。お前は」

「はい、お父さま、ここにいます。美沙夜です！」

　震える声で、父に告げる。

　中途半端に寝台から上体を起こしていた姿勢から、一気に起き上がって。

　なるべく父に近い目線で話そうと、素足で床に立って。どうしよう。何をしたらいいのか、まだ、状況整理と情報の取得が中途の状態では分からない。ひとまず近付こうと決めた瞬間、鋭い言葉が、静かに放たれていた。

「お前は死ぬ、美沙夜」

「……？」

　死ぬ。

　言葉の鋭さに、思わずたじろぐ。

　内容にではない。あまりに鋭く、突き刺すように告げるその勢いにこそ、美沙夜は気圧けおされてしまう。聖杯戦争の舞台となる東京に、参加者の一角たる玲瓏館の本拠に留とどまると決めた時から、ある程度の覚悟は在った。だから、死、という言葉そのものには迷うことはない。恐怖はあっても。言葉だけなら怯えない。

　体の震えが強くなったのは、父の語気のせい。

　それに、目。見開かれて焦点さえ合わない父の瞳に見えた、強い、あまりに強い意志。

　何を伝えようとしているのか、父は──

　息を吞のむ美沙夜に告げられるのは、端的に過ぎる言葉だった。

「お前の体には」

　荒い呼吸と共に。

「呪いが埋め込まれた」

　血混じりの声で。

「致死の呪い」

　もつれる舌先で。

「解呪の手段は、ない」

　冷ややかに。しかし、時折、叫び声を混ぜながら。

　呪い。この体に？

　美沙夜は、内心で首を傾げてしまう。自覚がない以前に、意味が分からなかった。理由は聖杯戦争に関わることなのだとしても、一体、誰が。

　だから、玲瓏館美沙夜はぽつりと呟つぶやいていた。

　誰が、と。




　──誰が、私に呪いを掛けたのですか。




「私だ。私が、お前を」




　──お父さまが？




「私が■■だ。呪いを、嗚呼、呪いを」




　──呪いを、掛けたの？




「お前は死ぬだろう。私だ。私の■■が」




　──私が、死ぬように？




「聖杯を得なければいけない」「いずれ」「いずれ再びこの東京で」「聖杯戦争が行われたその時」「そ、そその時にこそ」「お前、お前は救われる」「い、いいや、いいや違う！」「お前は救われない」「呪われたのだ」「聖杯を得るまで」「お前は、決して救われることはない」「だから」「だだだから」「聖杯」「─────────ッ!!」

　再びの断続的な言葉。最後は、絶叫。

　狂乱していた。

　叫ぶ。叫ぶ。首筋に、額に走る血管さえ、狂気の発露に見えていた。

　美沙夜は気付かない。

　それが、契約の破棄に伴う反動なのだと。

　美沙夜は気付かない。

　父が、自らの肉体が内部から崩れゆく激痛に耐えながら、既に美沙夜に掛けられた致死の呪いに対する抑制サプレスの魔術を行使したことに。叫びながら抜き放った鋭いナイフのような〝何か〟が、その効果を持続させるための礼装であることにも。

　気付かない。

　愛する父が刃を振り上げる。

　その光景を、ただ、呆然ぼうぜんと見つめていた。

「やめ、て、お父さま」

「美沙夜」

「やめて──」

「美沙夜ァ……!!」

　とうとう破れた額の血管から赫色を流し、両目からも溢れさせながら父が叫ぶ。

　叫ぶ。叫ぶ。叫ぶ。

　そうして、手にした鋭い刃を美沙夜の胸元へ──







「すまない、美沙夜」







　──寝間着の布を破って。肉へ、深々と、突き立てる。

























　夢──




　すべて、夢なら良かったのに。

　すべて、夢だと思いたかった。

　すべて、夢では、なかったけれど。




　夜は、既にその姿を消していた。

　広い玲れい瓏ろう館かん邸の敷地内には早朝の気配が満ちていた。

　穏やかな朝だった。

　柔らかな陽射しがもたらされる、何らいつもと変わることのない朝。

　未だ冷たさが残る空気。真冬の冷え込みは既に幾らか和らいで、次の季節の訪れが迫っていることを予感させる、肌に触れる冷気の中に仄ほの見みえる僅わずかな暖かさ。

　白い息を吐きながら、あちこちを歩き回った。

　寝室から出て廊下を歩き、幾つもの居間、幾つもの客間、幾つもの書斎、父の私室、母の私室、広い食堂、調理室や、果ては父や祖父の魔術工房にまで。

　屋敷の中には誰の姿もなかった。

　キャスターも、彼のホムンクルスたちも姿を消していた。

　屋敷にいるのは少女ひとりだけだった。




　──つまり、生きた人間は玲瓏館美み沙さ夜やだけだった。




　そう。生きている。

　美沙夜は命を落としてはいなかった。

　昨夜ゆうべ、意味の取れない言葉を連ねながら父が振り上げて、この小さな胸に突き立ってしまった刃のことは覚えている。忘れる訳がない。だから、微睡まどろみの中から目覚めて意識が覚醒かくせいすると、美沙夜は即座に自分の胸を確認した。

　何も、異常はなかった。

　深々と自分を貫いたはずの刃も、そうして生まれた傷さえも消えていた。

　ただ、寝間着の破れた跡が、昨夜の出来事と現在との連続性を示していた。

　寝間着のまま歩いて、歩いて、半ば以上まで駆け足のようになりながら屋敷じゅうを巡って。やがて、本邸から正門方向とは反対側に出てすぐの場所、中庭で美沙夜はそれを目にすることになった。絶叫したままの表情で、全身に太い血管を浮かび上がらせて、幾つもの血管から血を流しきって硬直した、父の姿を。

　父は石畳に膝ひざを突いた姿勢で、倒れることなく空を仰いでいた。

　父の時間は既に停止していた。

　父の体温は既に消失していた。

　白目を剝むいた眼球からは、血涙の痕あとが頰にこびり付いていた。

「お父さま」

　小さく呼びかけて、右手を伸ばして。

　頰に触れる。

　冷たい。

　ひどく、冷たかった。

　魔術を纏まとった視野を起動させるまでもなく理解できる。

　父は、死んでいた。

　死した縁者に触れたのは、これで、二度目だった。一度目は祖父。けれど、眠りに就いたままのように静かな表情で横たわる祖父のそれとは、決定的に違っていた。

　苦く悶もんの叫びを貌かおに貼り付けた様子。

　絶望の果てを体で顕あらわすような姿勢。

　違っていた。

　死とは、もっと──

　そう、この冷ややかではあっても暖かさの到来を思わせる、厳かさと静けさの空気が生物の体に満ちるようなものだと、美沙夜はその瞬間まで無意識に考えていたのかも知れない。降霊術の修練にあたり、黒魔術の修練にあたり、数あま多たの生物の死を目にしても尚なお、祖父のそれを前にした時の実感は揺るぐことがなかった。

　けれど。この瞬間。

　美沙夜は、死した父を見つめることで。触れることで。

　真に、苦悶の死を知った。絶望の死を知った。

　そして、恐怖の果てを映し出したまま停止した眼球の白濁を知った。




　──それでも、玲瓏館美沙夜は涙を流さなかった。




　きっと、選択肢はあったのだ。

　無力な子供として泣き、哀れな少女として叫ぶ選択肢がこの時にはあった。苦悶と絶望と恐怖とを父から継ぎながら、救いを求めて泣きじゃくるための、最後の選択肢が。

　だが、美沙夜は泣かなかった。

　いいや。

　いいや。

　涙は、流れなかったのだ。

　悲しみを感じていたのかどうか、わからない。

　浮かぶ感情があったのかどうかさえ。

　それは、古代の世界を統べた王ファラオたるライダーにさえ認められた王の気質が故か。

　それは、甘受する者ではなく、支配の主たる者として生まれた女であるが故か。

　自己の人生に於ける幸福の消失を示す現実に対して、美沙夜の精神は揺らいではいなかった。もしくは、この瞬間にこそ真に完成されつつあったのか。弱者や凡俗を統べる支配者として機能するに十二分の才気に満ちた幼い女王は、この時、恐ろしいまでに冷静を保っていた。

　震えず、涙を流さず、喚わめかず、ただ現実を直視した。

　ある種の悪趣味を具現化させたが如きたったひとつの像と化した父と、その頰を伝ったであろう血涙の痕を見つめて、美沙夜は無言で理解できた。

　夢ではなかったのだ、と。

　額から血を流し、両目から同じものを溢あふれさせながら叫んだ父。

　夢ではない。これは現実だ。

　つまり、自分の身体には──




「実に残念です。

　彼は大願のみならず、個としての想いを果たすことさえ叶かなわなかった」




　知っている声。

　ひどく落ち着いた響きであるのが、かえって、違和感を浮かばせる。

　ゆっくりと美沙夜は振り返る。

　そこには、背の高い魔術師キャスターの姿があった。

　朝露を纏うように煌きらめく長い髪。

　父のそれとは対照的に、あまりに静かな表情を浮かべた貌。

　何故？

　驚くよりも疑問が先に浮かぶ。

　正確には分からないまでも、父の血はすべて乾いている。マスターが死んで時間が経っているのに、どうして、彼はこうして姿を保っていられるのか。

　マスターからの魔力供給が途絶えればサーヴァントは現界を続けられない。

　父は、死んでいる。

　彼は、生きている。

　すなわち、何らかの特殊なスキルを保有しているのでなければ、他の供給源から魔力を提供されているということに他ならない。例えば、人間の魂を喰くらうとか。他にも手段は在って、そう、本来のマスターとは異なる何者かと再契約を結ぶことで新たなマスターを得るとか。




「まさか」

　裏切った、のか。

　父を。




「はい。貴方あなたのご想像の通り、現在の私は新たなマスターを得ています。結果としてお父上は絶命することとなり、哀れな貴方には、致死の呪いが残された」

「噓」

　ぽつり、と。

　自然と声が漏れていた。




「噓ではありません」

「だって、ヴァン・ホーエンハイム、貴方は……」

　友達だって。

　貴方は、そう言ったのに。




　美沙夜は、無様にも呆然ぼうぜんとキャスターを見つめるしかなかった。

　言葉では表現のしようがない。

　背の高い黒髪の彼は、一切の表情をその整った貌に浮かべることなく、接近して、覗のぞき込むようにしながら耳元に唇を近づけて。

「良いですか、小さなお嬢さん。若き魔術師にして、未だ幼き王よ」

　そう言った。

　氷だった。

　声は、ひどく、透明で冷ややかなものを感じさせる。

　故に、美沙夜は氷を思う。

　氷の魔。表情や感情など持つはずもない不気味のもの。

　炎で灼やくことのできない冷ややかさ。あらゆる元素変換魔術を修めた四大の、いいや、五大のパラケルススを灼やき尽くすだけの魔術を操る人間など、現代の地上にはただのひとりも存在しないだろう。

　混乱はない。ただ、静かに、美沙夜は彼の言葉を耳にする。

　唇は震えなかった。
















　涙も流れていない。

　そんな美沙夜に、彼が唇を開く。

　彫像の如き骸むくろと化した父の濁った眼球に見つめられる中、ヴァン・ホーエンハイム・パラケルススは言葉を続ける。愛いとしい教え子の、小さな不注意ケアレスミスを指摘するように。

　早朝の気配そのままに、穏やかに。

　仲の良い間柄のように、密ひそやかに。

「過去も、そうでした」




　彼は、そっと──




「現代も、変わらない」




　頰に、触れて──




「──魔術師に、真の意味での友人などいませんよ」




　掠かすれる声で、静かに、囁ささやいて──
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　やさしい魔術師がいました。

　彼は、自分の娘のことを愛していました。

　愛していたのだと思います。

　けれど、彼は父である以前に魔術師でした。

　だから、体を流れる血に刻まれた大願に逆らうことはできなかったのでしょう。

　だから、娘に呪いを掛けました。

　儀式を引き継いで大願を果たすようにと、腐れ落ちて死に果てる呪いを掛けました。




　悪い悪い魔術師がいました。

　彼は、多くのものを愛していたはずでした。

　優しいひとではありました。

　けれど、彼は人である以前に魔術師でした。

　だから、主人であるやさしい魔術師を裏切って、他の誰かに仕えてしまった。

　だから、彼は姿を消しました。

　魔術師に本当の友達はいないのだと、やさしい魔術師の娘に告げて。




　娘は、ひとりになりました。

　死の呪いを掛けられました。

　誰も、助けてくれるはずはありません。

　娘も、また、魔術師だったから。




　恐ろしいもののすべてを、打ち倒して。

　そうして、微笑みかけてくれるような王子さま──




　そんなひとは、きっと、世界の何処かにはいるのでしょう。

　娘は知っていました。

　絵本とそっくり同じに、おとぎ話の騎士そのままに、穏やかに、優しいひと。

　きっと、彼は、世界の何処かで、誰かを、お姫さまを救っている。




　けれど。

　けれど。




　少なくとも、私のところへは。

　王子さまは来なかった。





（古びた一冊の手帳より抜粋）
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「戦況は、我らが主人マスターの有利と言えるでしょう。

　東京湾に出現した複合神殿体は既にその偉容を消した。我らの勝利です。是これも、すべては我らが主人の采配さいはいに依よるものではありますが、やはり貴方の振るった聖剣の存在なしには為し得なかった。それほどまでに強大ではあったのです、あの神殿──固有結界は」

　穏やかに。

　涼やかに。

　長髪の男キャスターは、寝台に横たわる青年へと語りかける。

　朝の訪れを告げる小鳥たちの歌に混ざるに相応ふさわしい声色ではあったものの、青年はキャスターを視界に入れることはなかった。既に睡眠からは覚醒しながらも、男の顔ではなく窓辺へと碧みどり色の視線を向けている。

　東京都杉並区、沙さ条じょう邸──

　主人の拠点のひとつである邸宅の一室にて、キャスターは、構わずに言葉を続ける。

　青年の反応などに意味はない。

　ただ、自分が語ることにこそ意味があるのだとでも言うかの如く。

「貴方セイバーの聖剣からもたらされた、あの光。目ま映ばゆき星の輝き。膨大な魔力であることまでは感知できましたが、詳細はこの私とて一度目にしただけでは把握し切れていない。あれこそ、真なるエーテルの輝きであるのか、それとも」

「……きみに二度と見せることはないよ、キャスター」

「でしょうね」

　青年の言葉に、頷うなずいてみせる。

　キャスターと青年にとってのただひとりの主人たる少女・沙条愛まな歌かが聖杯戦争というこの史上初の魔術儀式に際して抱く目的は唯一、ただ、この青年の切なる願いを果たすために他ならない。

　聖杯戦争の機能上、最後に残る魔術師マスターと英霊サーヴァントはひとりと一騎のみ。

　であれば、こうして同じ主人に仕えてはいても、いずれか一騎は最後の瞬間を迎えることなく命を落とすことになる。令呪を用いて自害させられるか、もしくは、主人の手で霊核を砕かれるか、もう一人のサーヴァントであるアサシンに殺害されるか。

「私を殺すために、愛歌さまが貴方に聖剣を再び振るわせるとは考え難い」

　故に、聖剣の再解放を目にするためには、何かしらの手を打つ必要があるだろう。

　残念です。

　そう言いながら溜息ためいきを吐いて、しかし、諦あきらめるとは決して口にしない。

「その話は、またいずれ。それよりも貴方です。私は、昨夜の長時間戦闘で傷付いた貴方の完全回復を愛歌さまから命じられているのです」

「もう、完治している」

「そのようですね。流石は沙条愛歌さま」

　言いながら、既に、魔術的視覚を起動させている。

　実に見事なものだ。マスターの用いた治癒の魔術は、複合神殿体に於おける壮絶な戦闘で深く損傷したはずの青年の仮初めの肉体を完全に復元することに成功している。太古の神々の威さえ思わせる〝大電球〟からもたらされた超絶の雷撃と相対したが故の、霊核へ届かんばかりの重傷までも、既に跡形もない。

「見事」

　長い指で、青年の肩口に触れる。

　反応を返さない青年の体に、更に、そっと触れながら──

「愛歌さまが赴いた奥多摩の一族は、壊滅状態。少なくともこの聖杯戦争の最中に再起することはありません。これに関しては、アサシンもよく働いてくれたと言えます」

「ああ」

「貴方は喜ぶべきだ、セイバー。残る敵対サーヴァントは一騎。愛歌さまは地下大聖杯の準備を始めている。殺し合うために当世に現界を果たした我ら英霊のみならず、極東に生きる人々の数多の命を贄にえとして、貴方は今や、願いを目前としています」

「……ああ」

　キャスターは青年へと尋ねる。

　高潔の英霊よ。

　蒼銀の騎士よ。

　伝説の聖剣使いたるブリテン王、アーサー・ペンドラゴンよ。

　まさにこの瞬間、叶えられつつあるはずの貴方の願いは、何なのか。

「隠す必要はありません。既に、私は、愛歌さまの言葉としてそれを耳にしています。だが、私は、聞き届けたい。慈いつくしまれるべく生まれたはずの無辜むこの命たちを贄として、我が悪逆と叛はん逆ぎゃくの果てに導かれる貴方の願いを、貴方の口から」

　返答は、すぐには訪れなかった。

　暫しばらくの間、部屋の窓越しに小鳥たちの声だけが響いて。

　一秒。

　二秒。

　三秒の後に、青年は言った。




　──故国の救済を、と。




「成る程」

　キャスターは頷く。

　あらゆることに合点がいった、と涼やかな表情を貌に浮かべながら。

　輝きの聖剣を振るう騎士、サーヴァント階位第一位たるセイバーとして現界した青年を穏やかに見つめながら、微笑みさえ浮かべて。

「貴方は……」

　此処に在る貴方は──




　この世すべての悪を斃たおし、

　この世すべての欲に抗あらがい、

　この世すべての明日を拓ひらいてみせる者ではない。

　貴方は、悠久の時を経た今でさえ亡国の王のままなのだ。

　だからこそ。




「やっと、分かりました。高潔の騎士であるはずの貴方を前にして、大逆の悪を成したこの私の首が、未だ、胴と離れることなく据えられている理由が。私は不思議に思っていたのです。この極東の都をオジマンディアスの暴威から救い、敵対するマスターの娘さえバーサーカーの凶刃から助けてみせた貴方が、何故……」

　影が、男の貌に差していた。

　それは、窓越しの朝陽の角度がもたらすものか。

　漸ようやく視線を向けた青年の瞳ひとみには、その影は、血涙の痕のようにも見えて。

「何故、私を殺し、根源の女王ポトニアテローンにその聖剣を向けないのか」




　──亡国の騎士王よ。

　──貴方はきっと、正義の味方ではないのでしょうね。




　そう言って。

　キャスター・パラケルススは、再び、僅かに微笑んでみせた。
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　サーヴァントの願いについて。

　聖杯の機能に依って現界する英霊たちには、それぞれ固有の願いが存在することが多いとされている。逆説的に、生前に願い叶わず非業の最期を迎えた英霊こそが、この東京で行われる大規模魔術儀式たる聖杯戦争に参加することになる。




　マスターとなる魔術師の有する願いは、多くの場合は大願だろう。

　すなわち〝根源〟への到達。

　それは我ら魔術師の悲願にして大願だ。




　だが、必ずしもマスターのすべてが聖杯に大願を望むとは限らない。

　聖堂教会によってもたらされた聖杯とは、万能の願望機であるという。それは、かの枢機卿が、彼らの奉ずる唯一の神の名の下に保証するところである。

　願望機を前にして、大願ならぬ個人の願いを抱くマスターも時には在るだろう。




　故に、サーヴァントの願いは早期に把握せよ。

　先述の通り、マスターの願いとサーヴァントの願いが相あい容いれないものであった場合、悲劇的な結末は避けられないものと認識せよ。




　多くの場合、召喚され現界するサーヴァントは、マスターの有する性質・気質に何処か似通った部分があるようだが、それも絶対ではない。

　表面上の気質のみが似通い、願いが相反している──

　それこそ、最も注意すべきパターンであるだろう。




　このノートを目にする者が、我が血脈を継ぐ者であるならば。

　サーヴァントと共に戦い、勝ち抜き、殺し尽くして、願いを勝ち取れ。

　サーヴァントの願いさえも時に利用してみせろ。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　玲瓏館美沙夜わたしは、自分に掛けられた死の呪いを早々に認識した。

　自覚症状はなくても、確かに、自分の命には、毒の塊が埋め込まれていた。この身の魔術刻印に密接に絡みついた呪いの総量は、人間ひとりを殺すに充分以上。ただ殺すだけならこれほどまでの強力な呪いは必要ないだろうに。

　きっと、苦しんで死ぬのでしょうね。私。

　聖杯を得られない限り──




　父が振り上げ、私の胸に突き刺した刃。

　あれは一体何だったのか。

　確かに胸を貫かれたはずなのに、目覚めた時には傷のひとつもなく。




　あの刃。

　形状を、私は明確に記憶できていなかった。

　思い出すのは父の言葉、父の形相、父の視線。それらばかり。

　刃については、結局のところ、多くを調べることは叶わなかった。魔術によって探査サーチすることも無論試みたけれど、どうしても、断片に散らばった記憶を明確に組み直すことはできなくて。

　恐らくあれは、致死の呪いを真に完成させるために用いられた礼装なのだろうと見当を付けたけれど──

　確証は、現在に至るまで何もない。




　聖杯戦争は、程なく終了した。

　玲瓏館家と同じく東京の地に今や根ざす魔術師の家系である沙条家の一子が、マスター階梯かいてい第一位たる熾天使の名に相応しく、鮮やかな手並みで残るサーヴァントとマスターを次々に屠ほふったのだ、と噂に聞いた。

　それでも、聖杯が沙条家の手にもたらされることはなかった。

　如何いかなる理由か、沙条家の一子は勝利を目前としながら命を落とし、沙条家当主も同じく死したのだとか。

「残念ながら、サーヴァントの叛逆に遭ったようです」

　聖堂教会から〝監督役〟として派遣されたテンプル騎士団の人間──何処か爬は虫ちゅう類るいめいた印象を与える長身の神父だった──は、聖杯戦争の終結を告げに来た折、玲瓏館当主代理として出迎えた私にそう語った。




　ああ、やはり、そういうことか。

　そんな風に思った。

　僅かな納得があったから。




　それから──

　別宅から戻った母には、父の葬儀の後にすべてを告げた。父の死。聖杯戦争の結末。そして、父によって自分へと与えられた致死の呪い。

　母は嘆き、涙に暮れて自分を抱き締めたものの、私は涙を流さなかった。

　既に、やるべきことは自覚していたから。




　私が中学に上がった冬に母は病に臥ふせり、すぐに他界した。

　そして、私はひとりになった。

　考えてみれば、あの早朝の瞬間からずっとそうだったのでしょうね。




　玲瓏館美沙夜はひとりだった。

　家族はいない。

　友人もいない。




　けれど、それは幸いだったと言える。

　この私にとって、それはある種の〝発見〟だった。

　ひとりで在ることは、すべてに対して有利に働いたのだから。

　文字通りのすべて。

　魔術の腕を磨き続けることも、玲瓏館の当主として然しかるべき場で然るべき権勢を振るうことも、父母の庇護ひごの下にいた幼い頃よりも、よほどしっくりと来て──




　魔術師としても。

　支配者としても。

　私は、玲瓏館美沙夜はこの八年という歳月を最大限に自らの成長に活用した。

　もしも、古代の世界を統べてみせたというあの男が見れば、それが王者の気風というものだ、と呵々かか大笑したに違いない。




　私には、とても簡単なことだった。

　ひとりでいるだけでいい。

　自己を抑制せず、ただただ、こう在ろうと感じる自分らしく──







　──ただひとりの女王として在ればいい。







　俗世の社会と魔術の世界の双方に君臨する玲瓏館美沙夜を、私には、自然と形作ることが可能だった。確かに玲瓏館家という家名と権力は幾らかの補正にはなったものの、別段、それがなくとも私は同じことを成しただろう。

　私は、支配者となった。

　自分自身の能力と選択、そして行動の結果として。

　私は、支配する。

　私は、庇護する。

　かつての幼い日々の私にも似て力なき人々を。凡俗を。無辜を。




　幸福を与えよう。

　か弱く儚はかない、彼らのために。




　東京という地で支配を進めながら、私は静かに自覚していった。

　あるがままの自分こそが世界を変えられるのだと。

　それが、真実。それが、すべて。




　幼い日々のようなミスは二度と犯すまい。

　代償はそれなりに大きくはあったけれど、ええ、私は学習した。待ち続けた。自分が成し遂げられることを見極めながら、視界に広がる世界へ支配を行いながら。




　そして、父の死から八年後。

　西暦一九九九年。

　私のうなじには、六枚羽の令呪が顕れて──




　その時が訪れた。

　死へ至る呪いを解くための、最初にして最後の機会。

　大願たる〝根源〟へと続く、最初にして最後の機会。




　聖杯の再臨。

　英霊の現界。
















　噎むせ返るほどの血の匂いで立ちこめる、殺戮さつりくの日々が、やっと。

　己の気質と能力のすべてを行使できる、苛か烈れつの果てが、やっと。

　この肉体に、令呪が顕れるその時が。

　来てくれた。

　呪いが私の肉体と生命を破壊し尽くすよりも前に。




　──父の、最期の言葉通りに。
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　西暦一九九九年、二月某日。

　東京、玲瓏館邸。




　早朝の冷気の中、槍の男ランサーは正確に主人マスターの位置を把握する。

　やけに広い中庭の丁度中心あたり。

　ある種の魔獣のようなモノへと作り替えられた猟犬たちに餌を与えている、ひとりの女の姿が在った。あれだ。あれが、男の主人。

　絢爛けんらん華麗の女。

　年若くして数多の魔術を修めた女。

　まさしく天才、と呼ぶべき支配者。

　事実、この東京という極東の都市の実質的な〝女王〟とみなしても構うまい。国家の政治を担う老人たちが日々、この女の機嫌を伺うかがうというのだから、極東そのものを治めるひとりとも言えるか。

　年齢相応に十代の少女を思わせる瑞々みずみずしい肢体とは裏腹に、纏った雰囲気、伏せた瞳からさえ伝わる気配はまさしく王者のそれだ。

　こういう女は知っている。

　男の生前にも僅かに存在した。女傑と呼ぶのさえおこがましい、世界の趨勢すうせいをその細腕で我が物としてみせる正真正銘の女王。王を名乗る者どもを歯牙しがにも掛けない支配者たち。知っている──どころか、男の波は瀾らん万丈の人生に大きく関わったのも、そういった女たちだ。男に最期の瞬間を与えたのも、そう、そんな女のひとりだった。

（縁エンって奴かね、こりゃ）

　男は静かに想う。

　昨日、暇潰ひまつぶしにと本邸の書斎のひとつで手にした思想書の文言を浮かべつつ。

　主人を見つめる。

　黒髪の女。玲瓏館美沙夜。魔犬たちの餌にと用意した生肉を、臓物を、表情ひとつ変えることなく鷲摑わしづかみにしながら与えている。不気味さと、ある種の色気というか、艶やかさを同時に感じさせるのは個人の素質によるものか？

　それとも、奇異な状況シチュエーションのせいなのか。

　主人から幾らか距離を置いて段差に腰を下ろしつつ、男はくわえた煙草に火を点ともす。当世の嗜好品も成る程、そう悪くない。特にこの、好きな時に喫すえる紙巻きが良い。

　紫煙を吐いて──

　視線を中庭の噴水へと向けながら、僅かに思案する。

　聖杯戦争は既に開始されている。

　万能の願望機たる聖杯を狙う七人のマスターが揃ってから、既に七日が過ぎた。

　男はサーヴァント階位第四位、槍の英霊ランサーとして美沙夜の命令の下で既に三騎の英霊たちと刃を交えているが、それ以降、特に動きはない。

　命令がないのだ。

　現在、美沙夜は他のマスターへと攻撃を仕掛けようとはしていなかった。

　だからこそ、霊体化を解いて書斎で本を読むような暇まで男には存在している。流石に主人の傍そばを離れることはないが、例えばこの屋敷の中なら自由に歩いて構わない、と言い付けられている。ただし。寝室以外。曰いわく、決して、無断で寝室に入るなとのこと。

（……どういうつもりかね、オレのマスターは）

　不満はない。

　だが、幾らかの不信感は在った。

　敢あえてそれを視線に感情として込めながら、男は美沙夜を見つめてみる。

　と──

　すぐに、反応があった。

　流石は極東の女王。僅かな感情も察知してみせるか。

「私の方針に不満があるのでしょう？」

　美沙夜が言った。

　悠然と、年齢には不相応の色気を纏わせた声色で。

「なぜ、本来の武器で戦わせないのか。ここに至っても宝具の封印を解かないのは、裏切られるのを恐れているからではないのか、って」

「あ？」

　不意の言葉に反応する。

　それは、男にとっては見当違いの言葉だった。

　不満と不信。まさか、この女がその違いに気付かないはずはないから、ああ、これはやり返されたなと男は思う。敢えての視線に対しての、敢えての言葉か。

「いや、それはねえよ。ゲイ・ボルクがねえのはしっくりこねえが、まあ、ないならないでの戦いをするまでだ」

　肩を竦すくめて続ける。

「マスターとしてお前は正しい。

　残りの面子メンツが見えるまで静観することに文句はない。だが──」

　言葉を、やや濁す。

　美沙夜の事情は現界してすぐに聞かされていた。

　残り時間タイムリミット。

　他のマスター連中とは違って、玲瓏館美沙夜という女には時間がない。聖杯を得ることでしか解除されることはない致死の呪い。如何に才気に溢れていようとも、それを見せつけるかの如く上品に戦って等などいられない。

　いざとなれば他のマスターサンクレイドとも手を結び、貪欲どんよくに立ち回る必要がある。

　であるが故に、槍やりの男は口にする。

　だが、と。

「いいのよ」

　美沙夜は微笑んで──

「私の命と、私の信条は別のもの。秤はかりに掛けることさえおぞましいわ」

　少なくとも余裕があるうちは、まだ。

　そう言って、女主人はわざわざこちらへと向き直ってくる。

　主人の真っ白な指先に摑まれた真紅の臓物が移動してしまって、傍かたわらの魔犬が物欲しそうな視線を送ってくるものの、それは無視。男は美沙夜の視線を真正面から受け止めて、やれやれと肩を落とす。

（また、気の強い女に当たっちまったな）

　だが。そう悪くない。

　苦境のひとつもなくては順当に勝ち進んでおしまい、だ。

　それに、やはりこの女。何処か似た面影がある。美しさの性質なりで言えばむしろあれに似ているかも知れないが、この面倒なまでの気性については、やはり、男にとってのかつての師スカサハをこそ思わせる。

　誇り高く、何者にも傅かしずかない。

　生まれながらの支配者。

　才気に溢れ、凡人と自らが異なることを誰よりも自分が一番よく理解している。

　自己を見抜くのと同じく、他者の素質と気質をも見通して──

「サーヴァントとして召喚される英雄には、共通点があると知っていて？」

　ふと、美沙夜が言った。

　過去の記憶へ意識を傾けるのを止めて、男は聞き返す。

「あん？　何だそりゃ？」

「すべてのサーヴァントがそうという訳ではないのだけど。生前、非業の運命を遂げた者が聖杯の声に応じるそうよ」

　くすり、と女主人は楽しげに口元を吊つり上げる。

　それは、紛まごうことなく超人として猛威を振るい、生前に英雄として名を成したモノでありながら、結局は人間の業に縛られている英霊たちを嘲あざけっているようにも取れる。実際のところ、そうなのだろう。

　やれやれ。

　息を吐いて、男は返答する。

「どいつもこいつも未練があるってことか？

　くだらねえな。生憎あいにく、オレには関係のない話だ」

「そうみたいね。聖杯に掛ける願いを持つサーヴァントの方がみっともなくて好みだったけれど。貴方はとことんまで私の趣味に合わないわ」

「選ぶ前に気付けよ」

　恨みがましい奴隷が欲しかったんなら、他にも色々あんだろうが。

　そう続けてから、肩を竦めつつ段差から立ち上がる。女主人との他愛ない会話はこれで終わり。現在は番犬程度の仕事しかないと言うのだから、せいぜい、侵入者があれば即座に殺せるように警戒を続けるまでのこと。

　と──

　立ち上がって、霊体化を行いかけた刹せつ那な。




「女に殺された英雄が欲しかったの」




　ぽつり、と響く声。

　こちらに掛けられた言葉であるはずだった、が。

　同時に。玲瓏館美沙夜が自分自身へと向けた言葉であると男は感じ取る。

　本音だ、これは。

　そう、男は──ランサーは断定する。

　断ずるだけの理由があった。声。言葉。込められた感情が確かに存在していた。未だ十代後半という年若い身でありながら、支配者として極東に座して、魔術師として修練と研けん鑽さんの果てに才能を輝かせるこの女は、明確に、サーヴァントに対して何かしらの強い感情を抱いているのだ。

　槍の男個人にではない。

　英雄に。

　英霊に。

　サーヴァントに。

　恐らくは無意識に浮かべたのだろう、この感情の色は、そう──

（復ふく讐しゅう。それとも報復、か？）

　時に〝女神〟とさえ称された、過去に在ったひとりの女の横顔を男は想う。

　そうだ。気質こそ〝影の国〟を統べたスカサハにも似たこの絢爛の少女は、表情や仕草で言うならば、スカサハではなく、やはりあれによく似ている。王権と悪と狂気を司つかさどる神とさえ呼ばれた、コノートの女王たるメイヴそのひとに。

　滾たぎる復讐心のままに大地を蹂じゅう躙りんし、この自分クーフーリンを殺してみせた、あの女に。

　確信にまで至ったのは初めてだった。

　外観よりも、内面に男はスカサハをこそ感じていたのだから。

　けれど。この瞬間。

　確かに、ランサー・クーフーリンは、玲瓏館美沙夜にメイヴの横顔を重ねていた。

　言葉なく見つめる自分へと向けられた少女の流し目の艶やかさは、まさしく。

　ゆっくりと開かれる唇。

　音を、声を、言葉を紡ぐ舌先。

　まさしく──




「だって、女の怖さを知っているでしょう？」




　囁き声。

　妖艶ようえんな微笑みと共に。

　艶やかに、冷ややかに、静かに、それでいて何処か愉たのしげに。

　まさしく、それは女王メイヴを思わせる。スカサハの如くしてメイヴが如き、か。

（……こいつは、また）

　今度は男自身が無意識を晒さらす番だった。

　心の底から、やれやれ、と男は肩を落として。

「大した女だ」

　心の底から、こう評価した。

　噓偽りなく。

「嫌みにしては、随分ね」

「いいや、別段、冗談で言ってるんじゃねえぞ。テメエが大した女だってのは、このオレが槍に懸けて保証してやる。だがな。ひとつ忠告しとくが、若いってのにそんな風じゃ、友達ダチのひとりもできやしねえぞ、お前──」

「いいわ、別に」

「あ？」

「いいのよ。分からないかしら」




　分からない。

　正直に告げた男へ、女主人はこう返したのだった。




　静かに。

　冷ややかに。

　そして、揺るぎない決意と実感と共に。







「──友達なんて、私には、必要ないもの」








（第二部『Best Friend』・了）



























　西暦一九九〇年、十二月某日。

　東京、玲瓏館れいろうかん本邸──




　穏やかな朝だった。

　何らいつもと変わることのない朝の空気。

　吐く息は、白い。

　未いまだ真冬を示す冷ややかな空気の中ではあって、次の季節の訪れを感じることはないけれど、ひとつ前の冬に体験した豪雪に比べれば幾らか暖かい。きっと、二週間も経れば春の予兆の幾つかを目にすることになるだろう。

　家名と同じ名としばしば間違われる豪奢ごうしゃな洋館の真裏を歩きながら、少女は──

　玲瓏館美沙夜みさやは空を見上げる。

　冬の空だった。

　白い空だった。

　現在時刻、午前六時過ぎ。

　一般的な小学生よりは早く起床しているのだろうという自覚は在って、しかし、それで特に不満なりを抱くことはない。視界いっぱいに広がる白色と同じく、濁りなく澄み渡る明晰めいせきな意識の片隅で僅わずかに思うことがあるとすれば、そう、冬の早朝の空の美しさを目にできない同級生たちに幾らかの不ふ憫びんを抱く程度。

「……強化。物質。存在」

　唇から漏れ出る言葉、その断片。

　昨夜、父から学んだ魔術についての軽い復習として。

　ほんの数分でそれも終わる。

　強化の魔術。あらゆる魔術の基礎に相当する物質強化。過去に一通りは教え込まれたものではあって、既に、他魔術の修得に対して必要とされる域にまで美沙夜は修めているものだが、何故か昨夜の父は再び是これを口にした。

　理由は不明。

（……お父さま）

　ただ、妙な予感はあった。

　十二月に入ってからというもの、父は基礎として分類される魔術を美沙夜へ再度語る回数が増えている。この裏庭を庭師たちが手入れした日の夜、錬金術の出発点である〝金の変換もしくは造成・精製〟についての言葉を聞かされた時には、些いささか驚いた。

　基礎を忘れてはならない。

　それを、父は、自分に伝えようとしている。

　何故？

（お母さまは……きっと、何もご存知ではない）

　母は正しく魔術の世界に生きる人間ではないが、その世界に属する人間ではあって。

　具体的に言えば、玲瓏館本家からは些か離れた傍系の子女として生まれ、魔術回路に恵まれることはなかったものの、その血脈には価値ありと見なされ、祖父の意向の下に父と結ばれ──美沙夜を生んだ。

　極めて優れた質を有した魔術回路を備えて自分がこの世に在るのは、母の存在なくしては有り得ない。母の存在は決して無駄ではなく、母の家系たる玲瓏館傍流にも意義はあったのだと断言できる。

　けれど、それでも。

　母は魔術師ではないのだ。

　真理の果てを求め、人倫を超えて、神秘の道を歩む者ではない。

　個人としての父、そして美沙夜に寄り添ってくれる大切な人物ではあったとしても、魔術師としての父や自分にとっての協力者や共同研究者として並び立つ者ではない。

　だから。何も知らないだろう。

　実際のところ、父は、魔術師としての顔を母に見せることはあまり多くない。

　美沙夜が目にする〝父と母が一緒にいる〟場面は、およそ、朝と夜の食卓ぐらいのものではあって、私室や寝室でふたりが何を話しているのかまでは知り得ないが、それでも、きっと食事の時と変わらないのだろう。

　父は静かに思案に耽ふけり。

　母は穏やかに微笑んで。

　いつも通り、ふたりは穏やかに在るはず。

「……」

　深く、息を吐く。

　真っ白な靄もやが唇から顔の真正面を舞う。

　この白色もまた、物質である。単純な水分に過ぎない。

（……これを、強化するとしたら）

　原理的には不可能ではないかも知れないが、白色の息の強化すべき性質とは？

　下らないと切り捨てるべきだろうか？　否、必ずしもそうではない、明確に意識さえすれば成し得る事柄だろうと静かに考える。冬に吐く息の在り方とは。

　濃度、それとも範囲。すぐに消えてしまう儚はかなさそのもの？

　思考は──

　途中で遮られてしまう。

「わふ」

　声。黒い姿。黒い瞳ひとみ。

　数匹の、逞たくましい獣が目前に在って。

　飛び掛かられなかったのは幸運、ではなく、普段から躾しつけが行き届いているが故。

　黒い森が如くして樹木溢あふれる玲瓏館邸の広大な〝裏庭〟から、数匹の猟犬たちが目前へと姿を見せていた。すらりとした、ある種の優美さえ思わせる機能性に溢れた黒い森の守護者たち。庭師たちと共に、この広大な森を父から任された番犬の群れ。

「おはよう、お前たち」

　声を掛ける。

　そうして漸ようやく、番犬たちは尻しっ尾ぽを僅かに振って好意を示すことを許される。

　接近も。行動も。すべては、主人である玲瓏館家の者の意図の下に。

「いい子ね」

「わふ」

　鳴き声さえも。

　緊急時を除けば、彼らが自主的に声を漏らすのは遭遇時のみ。不意に姿を目にした母が驚いて転んでしまったことがあったから、以降、彼らは一息放ってから近付くようになった。正しくは、そう躾しつけられた。そう定められた。

「いつも、ありがとう。お前たち」

　手を伸ばす。

　森を守る、勇敢な守護者たちへ。

「わふ」

「ええ」

　指で触れる。

　一匹の頭を、そっと撫なでて。

　手を伸ばすという姿勢は変えない。踏み込ませないし、踏み込まない。

　──決して、玲瓏館美沙夜は距離感を間違えることはない。

　ある意味に於おいて、それは、小学校に於ける美沙夜自身の振るまいと酷似していた。一定以上に踏み込まれず、一定以上に踏み込まず。あらゆる主導権を自身が握ることのできる確実な距離。

　猟犬たちの性能と自己の性能とを対比して。

　やはり、この距離が最も順当だ。

　喩たとえ牙きばを剝むかれたとしても魔術による対処が可能。

　通常の猟犬である以上、この程度で構わない。必要以上の警戒は必要ない。一方で、通常ならざる猟犬であれば、最低限、庭師か父が傍らにいなければ手を伸ばさない。

　すべきことをする。
















　取るべき距離を把握して、維持する。

　何事も同じだった。

　学校も、猟犬も、使用人も、魔術であっても。

　稀有けうな例外があるとすれば、そう──師事すべき父と、敬愛すべき母くらいのもの。

　祖父がまだ存命であれば、そこに、もうひとり加わったのだろうけれど。
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Fate/Prototype　　　　　　




蒼銀のフラグメンツ




『Magicians』
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　約一時間後。午前七時。

　普段通りの──

　何ら変わることのない、朝の風景だった。

　家族との朝食。

　正しく言えば、割と多くのメイド服姿の若い女性たちの姿はあるものの、広い意味で捉とらえるなら彼女たちも玲瓏館家の人間には違いない。ただ、広い食堂ダイニングに在って、純白のテーブルクロスが敷かれた食卓テーブルに就いている人間は三名のみ。

　長いテーブルの端に、父。

　中央部あたりの横に、母。

　父とは反対側の端に、美沙夜。

　いつもと同じ朝食の時間。

　遠慮がちに差し込む窓硝子ガラス越しの陽光の暖かさを感じながら。

　朝を告げる小鳥たちの声に混じって、ナイフやフォークがお皿に当たる度にかちゃりと響く音以外には、何の音もない。

「音を立ててはいけませんよ」

　時折、やんわりと叱ってくれる母の声。

　形のよい唇から優美にさえ響くその声色は、玲瓏館に嫁いだ当時から若々しさを失うことのない見目よい容貌ようぼうを含めて、使用人女性たちの理想と憧あこがれの対象であるとか。

「はい、お母さま」

　返答する自分の声。

　家族がこの時間に発する声と言えばそれくらいのものだ。

　言葉は少なく、けれども穏やかで暖かさの感じられる時間。そう、暖かさ。それは決して、朝の陽射しばかりがもたらすものではないと美沙夜は知っている。

　母や自分の声がそうさせる？

　いいえ、違う。

　この朝の時間そのものが──

「それでは、旦だん那なさま」

　食事の終わり頃になれば、それまで沈黙を保っていた家か令れいが口を開く。

　逝去された祖父よりは些か若い程度の高齢である彼が、自発的にこの時間に言葉を述べることは有り得ないから、当然、父に促されることで彼は厳かに声を発する。

　家令の口から告げられるのは、本日の父の予定スケジュール。

「本日正午は金子議員との会食予定となります。そして、午後二時よりＰグループ本田会長とのお話の予定。いずれも本邸へお越しの上でのことですが、午後六時開始の懇親会は永田町へ足をお運び頂くことになります」

「そうか」

　このような会話も普段の通り。

　同じだ。これもまた、朝の穏やかな時間の一部。玲瓏館家の朝の光景。

　それにしても父は今日も多忙と見える。

　政財界の要人と会ったり、会いに行ったり──それでも父は、必ず、夜の〝ある時間〟だけは必ず空けておくようにと家令へスケジュール調整の要請を口にする。

　毎日のことではあるから、確認と言ったほうが近いかも知れない。

「畏かしこまりました」

　恭うやうやしく家令が深く一礼して、父の予定を告げる時間は終了する。

　母や自分が特に口を差し挟むことはない。

　ただ、過去に一度だけ「何故、お父さま自らがお出になるのですか」と問い掛けてしまったことはある。客人が本邸へ足を運ぶことまでは分かるが、それ以上は不要にして無駄ではないのか、と言ってしまった。

　けれど今は、決して同じ疑問は口にしない。

　家令の語る予定を静かに聞き届ける。

　玲瓏館家の当主は、ただの魔術師ではないのだから。




　であるが故に──

　当主としての活動は魔術の学究・探究だけには留とどまることがない。

　真理を求める魔術の徒にとっては無駄にも思える外出の時間でさえ、正しく、玲瓏館家当主としての父に必要な事柄ではあるのだ。

　そして、それを、幼い美沙夜は既に深く理解し、納得もしていた。
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　我が家の在り方。

　すなわち玲瓏館の在り方は、一般的な魔術師の家系・家門のそれとは異なる。

　強いて言えば土地・地方の管理者セカンドオーナーとしての振る舞いに近いと言えるのかも知れないが、私は、まだ、極東に於けるすべての家系を把握している訳ではなく、特に秘匿された血脈については知り得ていない。

　玲瓏館の特殊性とは何か？

　それは、影響力であるのだろう。

　魔術という神秘を知り得ない無辜むこの人々が形作る、社会、と呼ばれるもの。

　古く、西方より魔術を秘めてこの極東の地に腰を下ろした玲瓏館は、代々に渡る知識の蓄積と技術の研鑽けんさん、真理への探究を続けるに伴い、少なからず社会への影響力を有するに至った。

　至ってしまった──そう形容すべきかどうか、私には分からない。

　神秘に寄り添う貴重な時間を削る程に、社会、俗世との関わりを持つことが果たして家系にとってマイナスに働くものと捉えるか、社会に対する有力者として在ることが様々な局面で有効に機能することはプラスであると捉えるか。

　どちらも真だろう。

　そう、私は、浅さと未熟とを自覚しながら仮に回答を述べる。

　日々を忙しくするお父さまは、魔術師としての時間を削りながら、社会の安定に携わって、時に玲瓏館家の社会への力をも維持している。それは確かなことではあって、一部の魔術師が玲瓏館家を非難することも仕方のないことだろう。

　でも、私は思う。

　魔術師とは、確かに、真理を求めるべくして存在する叡えい智ちの者たちではあって。

　神秘の何たるをも想像できない人間たちの社会とは、距離を置くべき存在ではあるのかも知れないと、我が家を非難する人々の主張を受け止めながら、それでも。

　私は、こうも思う。

　──そうするだけの能力が在るのであれば。

　魔術を究めんとしながらも、同時に、か弱き人々の群れたる社会を守るべく手を差し伸べることに、何の疑問があるだろう？

　果たせることを果たす。

　ただ、それだけ。

　だから私は、未だ幼い私は、こう誓おうと思う。

　もしも私が、お父さまやお祖父じいさま、玲瓏館の歴代当主と遜そん色しょくない能力を有しているのならば、私はきっと彼らと同じことをしよう。

　能力に足りなければ、他の魔術師たちと同じように魔術のみを見つめよう。




　けれど、もしも。

　私にそれ以上の能力があるならば、私は、歴代当主以上のことを成そう。

　手の届く場所のすべてへ。

　──叡智と真理へ。そして、社会と人々へ。





（古びた一冊の手帳より抜粋）
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　何ひとつ変わらない、普段通りの夜だった。

　穏やかな──




　父と娘が、夜、自宅の一室で共に語り合う姿。

　微笑ましい姿ではあるだろう。

　心安らぐ光景ではあるだろう。

　ただし、玲瓏館邸の一室で行われるこれはごく一般的な一九九一年の家庭で見られるようなものとは決定的に異なっているのだろう、と美沙夜は薄く意識する。同級生たちの家庭には、存在しない筈はず。机の上に広げられた魔術書も、魔術に用いるための触媒も、床で淡く発光している魔法陣も。ペットとしての室内犬ではなく、自らの変質を控えながらも大人しく時の訪れを待ち続ける猟犬の一匹さえも。

　穏やかな夜だった。

　代々続く家系を受け継ぐ魔術師としての、父娘の──

　魔術に親しみ、神秘に寄り添う、静かな夜の一時ひととき。

　極東に於ける有力な魔術師であると同時に、社会に対する有力者のひとりとして多忙を極める父ではあるが、それでもこうして、最低でも二晩に一度は教きょう鞭べんを執ってくれる。

　小学校に於ける教師とは異なる。

　本当の師。

　それが、自分にとっての父の、父親以外の側面だった。

　そういえば、習い事はひとつもないのかと学友から驚かれたことがある。伝えなかっただけだ。習い事はひとつだけ。その他の──ピアノなり、華道なり、一通り修めつつあるものは習い事に数える気にはなれなかった。あんなものはただの息抜きだから。

　コンクールで賞を得ようと、どうということはない。

　ほんの僅かな戯れだ。

　玲瓏館美沙夜という魔術師の娘は、今夜も、魔術に親しみ、神秘へと寄り添う。

　これまでの玲瓏館家の人間がそうしてきたように。

　今までも。

　これからも──

「────」

　魔法陣の設置と触媒の配置、幾つかの詠唱。

　朝の時間、ほんの僅かに指先で触れた、頭を撫でた猟犬の一体を速やかに魔犬へと変質・変貌させながら、美沙夜は、今夜も神秘を傍らに感じている。

　僅かでも集中が途絶えれば、現実を書き換えて猟犬の肉体に影響を及ぼす魔力は暴走し、たちまち目前で鮮血がしぶき骨は折れ肉は裂け、魔法陣の中央からこちらを見つめ続ける猟犬は絶命するだろう。もしくは、魔力によって歪ゆがんだ肉体を与えられ、絶大な苦痛に呻うめきながら命の終しゅう焉えんを望む肉塊へと変わる。

　どちらも有り得ない。

　自分は、確かに魔力を導いて神秘を成し遂げる。

　有り得ざるものを現実へ導く。

　従順な猟犬を、強きょう靭じんにして凶暴、しかして同じく従順なる魔犬へと変える。

　銃弾にも耐える体たい軀くを与え、鋼を引き裂く爪を与え、獣を超える敏びん捷しょうを与え、野生動物ならざる許容量の魔力をその身に秘めさせて。

　手て応ごたえとしては、そう、基礎中の基礎たる魔術と大差はない。

　少なくとも、美沙夜という才能にとっては。

「お前は天才だ、美沙夜」

　父の声が聞こえる。

　首を振って、いいえ、と応こたえたのは魔術の行使を完全に終えてからだった。

　あと二秒は現段階でも早めることができる筈。二秒余分に掛かったのは、念を入れようと気を張ったせいだろうと、やや口惜しく美沙夜は思う。

　そして、それを正直に言葉として父へ告げる。

　すると父は、こう言った。

「やはり、お前は天才なのだろう。私よりも。ともすれば、我が父よりも」

「いいえお父さま、私は未熟に過ぎます。ですから、今も」

「私がお前と同じことを思い、口にできたのは、十五歳の時だ」

　誇らしげに響く声だった。

　ああ、父は、私を勇気付けようとしてくれている。

　そう、実感する。

　何故なら、父という魔術師は、滅多に身内を称賛しないと知っていたから。自らの家系に依よらない他者を正しく評価することのできる、冷静な視点を備えた人物ではあって、同時に玲瓏館の家系に対しては殊ことの外ほか厳しさを見せる人物でもあって。

　そんな父が、こう口にする。

　常ならざる事柄への違和感よりも自らの未熟を美沙夜は受け止めていた。

　けれど。

　それからすぐに──僅かながら、違和感を感じることになった。

「私は嬉うれしく思う。お前が才能に溢れてこの世に在ることを。そう、私は感謝しなくてはならないだろうな、お前という奇跡の娘と、それを生んでくれた妻あれに対して」

「お父さま……」

　美沙夜の見つめる先で、父は、語り始めていた。

　才能。素質。

　それが、魔術師にとって、如何いかに重要なものであるのかを──




　曰いわく、魔術とは。

　神秘である。

　奇跡である。

　人為的にそれらを成すための知識と技術の総称である。

　常ならざる者だけが、魔術師だけがそれを成すことができる。




　曰く、魔術師とは。

　神秘を成す者である。

　魔力を用いて、有り得ざるものを現実とする超常の者である。

　魔術回路をその身に備えた者である。

　大願のため、研究、研鑽に身命を捧ささぐ者である。




　曰く、魔術回路とは。

　自然の大源マナを魔力へと変換せしめるものである。

　自己の小源オドを魔力へと変換せしめるものである。

　魔術基盤への接触アクセスを行う鍵かぎである。

　魔術行使に必ひっ須すとなる器官であり、生まれ持つ素質に他ならない。




　曰く、魔術基盤とは。

　世界へと刻まれた魔術理論である。

　時に学問として、時に宗教として、時には一族の口伝として。

　この裡うちの魔術式へと魔力を注ぐことで初めて、魔術は成される。




　曰く、大願とは。

　あらゆる魔術師の求めるものである。

　それは〝根源〟であり、文字通りに万物の源となるものである。

　忘れてはならない。

　魔術師は、魔術を行使するが故に魔術師なのではない。

　魔術により〝根源〟を目指すが故に、知の窮極を求めるが故に、魔術師なのである。




　すべて、すべて。

　強化の魔術と同じくして、あまりに基本的な事柄だった。

　そんな事態が起こり得ることは万が一にもないと断言できるけれど、もしも、無垢むくな同級生たちにも理解し易く喩えるとするなら、そう、朝にはきちんと挨拶あいさつを心掛けなさいと小学校教諭が口にする言葉と同じ程度には、教育の基礎中の基礎。

　何故、こんなことを父は口にするのだろう。

　それほどまでに、動物から魔獣への変化についての魔術行使は鮮やかだったろうか？

　もしくは、母と何かを話し合って、教育方針を見直したのだろうか。

　後者の可能性のほうが高い。

　前者は、美沙夜自身が特に感じていないのだから。

「私──」

「聞きなさい、美沙夜」

　静かに、穏やかに。

　けれども確かに、言葉を遮られてしまう。

「この東京で、極東に於いては史上最大規模の魔術儀式が開始される」

　静かに、穏やかに。

　けれども何処かに多大な熱量を秘めて父は語る。

　この東京で行われる大規模な魔術儀式。

　例外的に聖堂教会から貸与される〝聖杯〟を用いて行われる、空前の、史上初の──

　かの魔術協会、時計塔の後援によって果たされる魔術儀式。あまねく魔術師たちにとっての一〇〇〇年の悲願にして大願である〝根源〟への到達のために行われる絶後の儀式。七人の魔術師マスターと、七騎の英霊サーヴァントによる、苛か烈れつな闘争。

　東京に於ける、大規模魔術闘争。

　神話の再現。

　大願の具現、その道筋。

「大願を果たすための道筋が、幸運にも我が目前へと拓ひらかれた」

　玲瓏館家当主たる父は、儀式の参加者として選出された。

　既に、聖杯──小聖杯シンボルより生ずる膨大な魔力の確認により、東京の何処かに隠された大聖杯セイントグラフの有効性は証明されている。真に、聖杯は、大願へと魔術師を導くだろう。

　無論。危険は大きい。

「本来、人の手の届かぬ存在である英霊までをも利用した魔術闘争は、自ずと生命のやり取りとなる。……故にこそ、家人はすべて伊豆の別邸へと移すつもりだったが、優れた才能を有するお前であるならば」

　僅かに言葉を区切り、一度瞼まぶたを閉じて。

　それから、ゆっくりと瞼を開いて。改めて父は述べた。

「その天才が故に、直じかに経験することで得られるものは多いだろう」

「お父さまの儀式を、間近で……？」

「そうだ」

「私が……」

「そうだとも」

　父の声を、初めて。

　輝くばかりの誇らしさに満ちたものであると、美沙夜はやっと受け止めた。

　語られた言葉の多くは、俄にわかには信じ難い程に大規模の話ではあったけれど、誰あろう父が口にする以上は真実に他ならない。長く続く魔術師の家系の当主であるが故に、そして、社会に多く関わる特殊な家系であるが故、父は、虚偽と罠わなを見抜く目を備えている。

　魔術師としての素養と同時に、その目あればこそ、当主の座を与えたのだ──

　そう、生前の祖父が密ひそかに語ったことを美沙夜は覚えている。

　故にこそ。

　感じ入った。

　儀式は間違いなくこの東京で始まるのだろう。そして。

　幼くして未熟でもある自分が、空前の規模の魔術儀式を目の当たりにできる！

　誕生日のプレゼントを開いた時よりも、喜びを得てしまう。魔術の教えを受けている最中には、子供のような顔はすまいと決めていたのに。

　危険の可能性を軽んじた訳ではない。

　自らの腕の未熟を忘れた訳でもない。

　ただ、父が、自分を真に誇らしく思ってくれるという実感が、嬉しかった。

「聖堂教会と魔術協会に依る、世界でも稀まれに見る共同計画と言える。教会は本来魔術を忌避するものではあるが、この儀式に於いては例外的に奇跡と見なされる」

　父の言葉は、尚なおも続く。

　静かに、穏やかに。

　けれども玲瓏館の長きに渡る大願への道程を秘めながら。

「儀式の名は聖杯戦争。

　我ら玲瓏館は、この闘争を以もって大願を手にするのだ」
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　お母さまはお喜びになってくれた。

　お父さまよりも幾分かはっきりと、いいえ、とてもはっきりと。

　ひとしきり微笑んで、頭を撫でてくれてから、思い出したように儀式が危険であることを口にして心配してくれたけれど、私は、自分の身は自分で守ると告げた。

　あの後、私は、森の猟犬のうち三匹を魔犬へと変えた。

　本邸の魔術結界も、お父さまが強力なものへと変えている最さ中なか。

　およそ私の知る限り──私は極東の魔術師のすべてを知っている訳ではないけれど、そうだとしても──この結界を破ることのできる術者は存在しない筈だから。

　危険なのは、そう、英霊くらいのもの。

　英霊。

　超越者ではあっても、やはり人間の身に過ぎない魔術師では手の届かないはずの神秘を、使い魔の一種として儀式参加者は召喚が叶かなうという。これは聖杯の驚異すべき魔力量を示していると同時に、大聖杯なるものが〝根源〟へと到達し得る可能性を大いに秘めたものであるという傍証でもある。

　英霊。神秘の具現、神話・伝説の再現者たち。

　他の参加者たちが如何なるそれを召喚するのかは分からない。

　けれど、お父さまは語っていた。

　召喚のための触媒として相応ふさわしいものを得ているのだ、と。




　私は確信している。

　歴代の玲瓏館当主の中でも特に優秀であるとして語られるお父さま。そんなお父さまの召喚なさる英霊は、他の英霊よりも、ずっと、きっと──





（古びた一冊の手帳より抜粋）
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　西暦一九九一年、二月某日深夜。

　東京、玲瓏館本邸地下にて。




「────告げる。

　汝なんじの身は我が下に、我が命運は汝の剣に。

　聖杯の寄るべに従い、この意、この理ことわりに従うならば応えよ」

　声が、響いていた。

　己おのが血脈に連なる代々の願いを秘めた声だった。

「誓いを此処ここに。

　我は常世総すべての善と成る者、

　我は常世総ての悪を敷く者」

　声が、響いていた。

　聖杯の奇跡を我が物にせんと決意する声だった。

「汝三大の言霊を纏まとう七天、抑止の輪より来たれ、天秤の守り手よ」

　声は、床に描かれた魔法陣を活性化させる。

　遠隔地であっても、聖堂教会の管理するという小聖杯より溢れる膨大極まる魔力は不可能を可能へと変えていく。魔力の光が空間に満ちる。魔法陣の中央に置かれた触媒、すなわち幾つかの〝石〟が、この現世から遠い過去に消え失せた筈の者を召喚する。

　すなわち、英霊。

　すなわち、神秘。

　無形のエーテルが仮初めの肉体と化していく。

　美しい人物だった。

　女が如き長い髪を有してはいるが、性別は、男性である筈だった。

　玲瓏館当主たる魔術師は、自らが召喚した対象が何者であるかを正確に理解していた。

　それは、自らと同じ神秘の行使者だ。

　すべての元素を我が物として操る稀代の魔術師アベレージ・ワンだ。

　世界に刻まれた魔術基盤のひとつの成立に貢献を果たした人物であり、四大のエレメンタルの概念を確かな知識・学問として世界に刻み付け、それを自在に操ってみせた超常の者だ。魔術の世界のみならず、歴史に於いても大きく名と業績を残してみせた偉人だ。そして、世に遍あまねく人々を救わんとして自らの研究の一部を開陳し、であるが故に命を落とした──理想の人の伝説を魔術の世界に残す者だ。

　白色の長衣ローブを纏った長身。

　落ち着いた雰囲気を伴って、かの英霊は今まさにサーヴァントとして在った。

　魔力の光を失っていく魔法陣に佇たたずんで、その人物は穏やかに告げた。

「召喚により参上いたしました。

　我が真名、ヴァン・ホーエンハイム・パラケルスス」

　静かな声だった。

　是ほどまでに理性と知性に満ちた声を聞き届けるのは、初めてだった。

　我が父こそ魔術師の極みと信じていたが、今この瞬間、玲瓏館当主たる男は己の数十年に渡る認識を改める他になかった。見よ、この叡智秘めた瞳を。彼は根源へ触れたことなどない筈なのに、強く理解してしまう。

　玲瓏館歴代当主の誰よりも。

　否。少なくとも、この極東に於ける魔術師の誰よりも、彼は根源へ近いのだ。

　つまり、多くの神秘を我が物として──

「私は、キャスターのクラスにて現界せし旧ふるきもの。

　貴方あなたたちと同じくして、根源を求めるひとりの魔術師です」




　この夜。この時。

　玲瓏館当主としての彼は、人生に於ける最高の時間を過ごしたと断言できるだろう。

　喩えば、時を遡さかのぼることのできる魔法──魔術をも超える神秘の窮極──を操る何者かがいたとして、その能力を行使することがあったならば、迷いなく断言を撤回するかも知れないが、少なくとも、この瞬間には彼はそう信じていた。

　召喚を果たしたキャスターは、多くの言葉を告げてきたのだ。

　数時間に渡る会話を経て、伝説が真実であると彼は知った。

　ヴァン・ホーエンハイム。伝説の錬金術師にして魔術師。彼は真に驚異の魔術師であると共に、魔術師ならざる人生観と価値観を有して「遍く人々を、愛いとし子を救うために成すべきことを成す」として自らの研究を、秘匿し、隠蔽いんぺいし、神秘知らぬ人々はおろか同じく魔術師同士であっても同じ家系の者以外には伝えてはならない知識を開き、医療の発達という結果を以て人類に貢献を果たした。

　高潔。理想の人。

　魔術世界に在っては、愚かの人。

　一部の伝説として聞こえてはいても、俄には、信じ難かったのだ。

　人倫を超越した存在である魔術師が？

　ただひたすらに魔術を窮きわめ、知識の果てたる〝根源〟を目指す者が？

「……愚か者、と私を断ずる魔術師は多かったでしょう」

　キャスターは言った。

　怒りもなく、ただ、穏やかなまま。

「故にこそ、私は命を失った。仕方のないことです。私は人を救いたかった。彼らは私の知識がそれ以上漏洩ろうえいするのを恐れた。相あい容いれない以上、どちらかが世を去る他にはなく、そして私にとっては──魔術師たちもまた、愛すべき子らには違いなかった」

　これでは魔術師ではなく。

　まるで、聖人のようではないか。

「憤り？　いいえ。ありません。

　何故なら、私は、こうして貴方に会うことができたのだから」

　言葉の意味を汲くみ取れずに彼は沈黙するしかない。

　すると、キャスターは微笑みを絶やさぬままにこう告げたのだった。

「我が教えを受け取ったであろう数あま多たの子らの裔すえよ。貴方の家系も錬金術の基礎は修めているようですから、間違いなく、私の正しき裔であるのです」

　嗚呼ああ、彼は──

　魔術師の如き、聖人の如き、父祖の如き人物なのだ。

　多くの叡智を得ながら、あまりに純粋。

　キャスターという人格の在り方を彼はそう判断した。

　そして、ほぼ同時に、常に胸の裡に在り続けたひとつの事柄へと思い至った。




　我が娘──

　玲瓏館美沙夜について。




　彼は、玲瓏館現当主として、常日頃、娘には〝知己〟が必要であると考えていた。

　美沙夜は確かに自分以上の素質を有する天賦の才の持ち主ではあって、玲瓏館に伝わる数多の魔術のみならず、在野の学究であっても忽たちまち我が物としてみせるだろう。そこには一切の疑いがなく不安もない。けれど。

　玲瓏館は、ただ学究のみを行う家系ではない。極東を支配する有力者の一人として、他の魔術師たちに比して、数多くの人間たちと交流する機会がある。

　であればこそ──

　己の見識を広げるに足る、知己が必要だ。

　美沙夜は人を知らなくてはならない。人の群れを率いるならば。

　だが、実例サンプルが自分や妻や使用人のみではあまりに不足。故に、知己が必要なのだ。見識に優れ、思慮深く、人の感情の機微さえ伝えられるまで完成した人格が。

　意図的に通わせている杉並区の小学校では、才に溢れる美沙夜を純朴に慕う幼子たちはいても、相応しい知己は未だに得られていないことを彼は確認していた。

　とは言え、他の家系の魔術師に任せる等などとは言語道断。

　魔術の世界にはほど遠い、然しかして深く信用の置ける人間──例えば自分にとっての家令のような──を探すしかあるまいか。そう考えていた。

　だが。しかし。

　目前のキャスターであればどうだ？

　この、英霊とまで化した高潔にして慈愛の魔術師であれば。

　超越者たる魔術師ではある。だが、英霊である以上、自らの家系に拘こだわることはあるまい。

　僅かに考えた。決断する。迷いはなかった。

　美沙夜のため、これ以上の智慧ちえ深き教師など存在する筈がないと彼は確信を得ながら口を開き、聖杯戦争とは異なる事柄への助力を願いたい、と深く頭を下げた。それは、マスターがサーヴァントへと行うものではなく、一魔術師が、自らの敬愛する師に対して行うそれに等しい行為ではあった。

「お任せください」

　請願を──

　キャスターは快諾してみせた。

　決して絶えることのない、穏やかなままの表情を維持しながら。

「貴方の言葉は正しいものです」

　──そっと。




「魔術師にも友は必要でしょう」

　──手を差し伸べて。




「ならば、私は、貴方の大切な愛まな娘むすめの友人となりましょう」

　──静かに、囁ささやいて。








後書き　（※注意　ネタバレを含みます）




桜井　光　　　　　









　聖杯を求めるは七人七騎、七陣営。

　けれど決して、必ずしも「一人一騎」の主従につき一つの想いを抱くとは限らない。

　其処に在るのは紛うことなき十四の想いたち。

　時に殺し合い、時にすれ違い、時に寄り添って──




　本作は、ゲーム、コミック、アニメーション等の複数媒体で展開中のTYPE-MOON作品『Fate/stay night』の原典小説を原案として形作られた、『Fate/Prototype』のスピンオフ小説です。一九九九年の東京を舞台として描かれる『Fate/Prototype』に対して、本作はその八年前──一九九一年の東京で繰り広げられた最初の聖杯戦争を、複数の〝断片フラグメンツ〟として紡ぐものです。




　もしも、第一巻の主題が愛歌を中心とした恋の断片であったとすれば。

　本巻で紡がれたのはすれ違う想いの断片ではないか、と思うのです。

　王者の気風を秘めた少女──玲瓏館美沙夜は、本書にて多くの男とすれ違い続けます。

　一九九一年には師であった父と、師が如き魔術師の男と、王の中の王たる男と、夜空に咆哮続ける男と、未だ正義の味方ならざる剣の男と。八年後、一九九九年には傍らに立つ槍の男と、かつて出会った剣の男と。

　友もなく、信じた師に裏切られ、解けることなき死の呪いを与えられて。

　第一の聖杯戦争では時に不安に怯え、父を想いながら。

　第二の聖杯戦争では一切の迷いなく、ただ、東京に君臨する女王として在りながら。

　孤独の戦いであるとも言えるでしょう。

　けれど──少なくとも第二の戦いに於いて、彼女は決して自らをそう規定することはない筈です。それは、孤独ではなく。彼女が間違いなく自らの意思で歩むと決めたのは、孤高の王の道に他なりません。

　誇り高く、絢爛佳麗に。

　彼女は聖杯戦争の中ですれ違い、鮮やかなまでに散ってゆくのです。

　哀しさよりも──凄烈な美しさを、わたしは思わずにいられません。




　第二部『Best Friend』執筆にあたって大きな核となったのは、奈須きのこさんが伝えて下さった美沙夜彼女の在り方でした。一九九一年を生きた少女、一九九九年に自らの果てへと至った女王の〝断片の物語フラグメンツ〟は、いただいた核を元にしてたちまち芽吹き、こうして編み上がりました。

　第二の断片。お楽しみいただければ、無上の幸いです。
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　中原さま。美麗な数多のイラスト、そして新たにして原初のサーヴァントの数々、ありがとうございます。描いてくださる麗しい実体あればこそ、本作は真に物語としてかたちを得ているものと思います。

　デザイナーのＷＩＮＦＡＮＷＯＲＫＳさま、平野清之さま、ありがとうございます。一巻ではお礼の言葉を掲載させることができず、誠に申し訳ありません。

　月刊コンプティークの小山さまと編集部・営業部の皆さま。ありがとうございます。

　そして、この物語を楽しんで下さるすべての方々に、幾万の感謝を。




　それでは──次の断片で。
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本文デザイン／平野清之
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